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水と土 第56 号 艶文内容超介

深 田 調整 池の設計 , 施工, 貯水費画に つ い て の 報告

伊藤 郁雄 姥名 光明

深 田調整池計画時 ( 昭和45 年頃) は ア ー ス フ
ィ

ル ダ ム 喜

で 堤高30 m 以上ほ 考えられなか っ た ｡
しか しなが ら安横寺

疏水 8
,
0 0 0l氾 の 用水不 足を解消す 亀た め 堤商55 ･ 5 m‾扮 ダ

ム が 必要で あ っ た
｡

こ の た め 農林本省, 農 業土木試 験

場, 事業所 が 一 体 と なり, 安全を確認 じなボら築造 し,

昭和58 年 3 月貯水試験完了と 同時着こ事業も完 了 し,
こ･ こ

に深 田調整池の 設計, 施工
, 貯水許酎 こ つ い て 報告す る

も の で ある｡

( 水と土 帯56 号 19 8 4 ･･ P . 2 )

市街地における農業用パイプ ライ ンの 計画及び施エ

に つ い て

一 馬見 ケ崎川導水路工事 一

沼 田 義春 大沼岩男

最 上川中流農業 水利事業ほ , 昭和47 年直 に 着手 以来
,

西部
,
中部幹線 用水路を主体 に 工 事 を進 め てき て い る が

,

昭和56 年度よ り馬見 ケ 崎川導 水路工 事 に着手 した と こ ろ

で ある
｡

こ の 導水路ほ
, 市街地を 縦断す る国道下の 管埋 …

設 工事 で あり, 交通 の 確保, 周辺住民 に 及ぼす影響等を

考 直に 入れ ,
工事を計画 し実施 しで い る と こ ろ で ある

｡

本報 文に お い て ほ ,
工法 の 検討,

■施工実績尊に つ い て紹

介す るも の で ある｡ ( 水と土 第56 号 1 9 8 5 P .
2 2)

都市 汚太地理の ための 土囁議連鍵循環噴気法

に つt ヽて

( 三 重県営水質 障書対策事業 田丸地 区)

森本 繋史

用水路周辺の 市街 化に よる か ん がい 用水の 汚濁解消 の

た め
, 用排分離 を 図争 , さらに 汚濁水に つ い て は下流 に

お い て 農業用水と して 反復利用 して い る こ とか ら, 下水

処艶場を設置 して 浄化水を 公共用水域 に 放流する計 画で

あ■る｡

こ こ で は , 田 丸地区計画の 概要 と水質浄化方 式と して

土壌式接触循環摩気法の 採用経緯 等に つ い て報 告す るも

の で あ る｡ く水 と土 第56 号 19 8 4 P ･ 43)

"

我 々の 見たイ ギ リス
･

フ ラン ス の ダム
''

山瀬 俊 一 山下 義行

守谷 正博 岡 田 毘

国際大 ダ ム 会議第51 回総会の ス タ デ ィ
ー ツ 7 で

,
イ ギ

リ ス 車内 で 7 ケ 所 の ダ ム を
,

また 今回 の 海外 出最 の 俵 会

を利 用 して
,

フ ラ ソ ス 国内で 2 ケ 所 の ダ ム を 見学す る横

会 を得た｡
イ ギ リ ス の ダ ム で ほ 小中型の 各種 ダ 阜を見 学

し,, プ ラ ㌢ス で百事建設 中の 大型 ロ ッ ク フ ィ ル ダ ム と ア ス

フ ァ
ル ト に よ る表面遮水型 ダ ム を 見学す る こ と が 出来

た ｡
これ ら9 ケ 所 の ダム ほそれ ぞれ特長が参り･静観 とほ

い い 憩い が, そ の概要 を述 べ た ｡
ダ ム 技 術 者 の 参 考軒こ7 去

れば幸甚 で ある
｡

( 水と土 第56 号 1 9 8 4 P ･ 馳)

見沼代用水拓改修に おける大型ブ ロ ッ ク護岸の

設計施エ につ い て

福 島 満義 翠川 英 男

埼 玉合 口 二 期事業 の う ち, 見沼代用水路と 一 級河川星

川 とを共用す る約18 血 区間の 護岸施工 に あた っ て
,一施工

時期 が非か んが い 期 に 限定 され る工 程制限の 中で
, 如何

に 経済的,
か つ

, 急速 に 施工 す るか と い う命 題を 解決す

る た め
, 各種 の 比較検討 を行 い . 既製 品の 大型 ブ ロ

ッ ク

工法 を採用 した ｡

本論文 は
,

こ れ らの 採用経緯, 形状寸法の 決定経緯,

特徴, 布設歩掛 り及 び施工 作業 手 臆 な ど を 要約 して い

る
｡ ( 水と土 第56 号 1 9 8 4‾p . 3 3)

‾ l
‾ 水と土 第56 号 19 8 4



【巻 頭 文】

･ 季 節

小 林 俊 昭
*

｢ 強い 冬型の 気圧配置が続 き, 北陸か ら北海道 に か け て 日本海側ほ 大雪 ･ … ‥ + 新聞 が報 じて い る｡

今頃は 会津も雪の 中だろう｡

会津盆地は 福島県の 西 執 こ位置 し
, 磐悌 山. 飯豊連蜂等四 方を 山々 に 囲まれ, 風光 明踊 に して 酒 どこ ろ, 哀詞を帯

び る 史蹟をも っ た▲一▲大穀倉地帯で あ る
｡

｢ 国境の 長い ト ン ネ ル を抜 ける とそこ は雪国で あ っ た ｡+

ま さ しく , 中山峠の ト ン ネ ル を抜 ける と, そ こ は窄然の 雪 景色｡ 磐越 西線 で郡 山か らもの の 三 十 分｡ 長靴 を履き,
ア

ノ ラ ッ ク に 身を 包ん だ数 少ない 乗客 と 一 緒 に鈍 行で 中山峠を越 えれ ば, 車窓か らの 粉雪か,
い つ の 間に か コ ー

ト わ肩

口 が 白くな る
｡ 東京や仙 台か ら会 津に 入る時 は

, 少 しば か りの 覚悟が い る｡ 微か な悲 壮感 さ え帯び るか も しれ ない ｡

会津盆地に は 厳 しい 冬が十
一 月 の 末頃か ら始 ま る の で ある

｡ 健康 管理 の た め と言訳 しなが ら楽 しくて し ようが ない

ゴ ル フ もお 預けをこ なる
｡ なお さ ら赦 しくて 長 い 冬で ある｡

しか し
, その よ うな会津盆 地iこ も春が や っ て く る

｡
突 然, 明るく て暖 い 春がや っ て 来 る｡ 梅 と桜が 一 時 に 咲き揃 い

色濃 い 桃 の 花と白い 可憐 な梨の 花 が 咲き競い ながら. 萌 える よ うな新患 の 野 に 喜 び の 春が満 ち あふ れる の で ある っ

人間だ っ て 変わ りほ しない
｡ 待 ち に 待 っ た春 に 人々 の 顔 は輝 い て見 える｡ 禄柔 らか い ティ ダ ラ ウ

■
ソ ドに 立 てば

,
｢ 生

きて い る
｡ + 喜 び さ え感 じる の で ある｡

その 冬が厳 しけれ は厳 しい 笹, こ の 春 の 喜び は大 きい ｡ 雪 国の 人達 こ そ,
こ の 喜 び を もて る ｡ 実 に 幸せ であ る｡

六 年程前の こ とに な るが,
モ デ ル イ ン フ ラ整備事業巡 回指導 で東南 ア ジ ア を回 っ た こ とが あ る

｡

日 本は 東南ア ジア の 発展途上国に , 資金 や資材, 技術援助 を して い るが
, それ だ けで は効果 が非常iこ少 ない た 軌

日本の 業者を現地に 送 り込 み. 彼 等の 設計 施工監督ケこよ り モ デル 農場 を地元業者 (労務者) を使 っ て建設 し そ こ で

営農実習や研 修を す る方法 が とれ ない だ ろ うか を調 査す る こ とも, 東南 ア ジ ア を回 っ た 目的 の 一

つ で あ っ た｡

い ろ い ろ な人達に お め に か か っ た
｡

そ して 工 事現場を視察 し話 を聞く 中で
, 彼等の 工程 管理をこ 対す る考 え方 が非常

に あま い こ と を知 っ た ｡

基礎掘削を 始め る
｡ それが 終わ る

｡
｢ さて

, 次ほ 何をする の だ っ た か , ああ, そうだ, 型砕を建 て こ む の だ, さ , 型

枠の 手配だ
｡+ な か なか 手に 入 らない

｡ 時 間は過 ぎて い く ｡ 型枠 の 建て こ み が終 わ っ た 段階で や っ と ｢ 次は ? + と考え

る
｡ 次か ら次 へ と準備 して い く 工程 管理計画 など殆 どない に等 しい

｡

こ れも東南 ア ジ ア の 自然環境, 季節感の ない 暮 しか らきて い る の で は ない だ ろ うか
｡

一 年 中常 夏で
,

下着 が二 枚 あ

れば生活出来 る彼等 に季 節ほ ない
｡ 日銭 を稼 ぎ, 貯 えもない 人々 が多い の も こ ん な理 由に 因るも の では ない だ ろうか ○

それに 対 し, 日本 人ほ 次 なるも の へ の 備 えを常に 忘れ ない
｡

山の 木 々 が色づ き落葉 の 舞 う頃 , 灯油を準備 し雪巨凱 - を点検 し衣穀を 揃える｡ 厳 しい 冬 へ の準 備は 大変
.
で ある ｡ そ

して
, やがて 来 る明 るい 春を待 つ

｡ そ して こ′の 冬の 問 こ そ ゴ ル フ の 腕 前わ充電 期間だと雪 の 中でも練 習に 励む｡

桜も散 り若 葉の 繁 る頃 と なれは
, 真夏の 太陽を患い , 海辺 の 宿の 予約･

.
とい う

■
ようむこ季節の 移 り変わ りに よっ て

, 自

然 に 次なる もの へ の 準備 が身 に つ く｡ 日 本人は 四季をこ恵 まれた こ とに よ っ て
, 次か ら次 へ の 心 の 備 えを含 め て工 程管

理 が 身に つ い て い る の で は ない だ ろうか ｡

｢ 社団法人 ･

日 本農業集 落排 水協会+ が昭和58 年8 月 1 日 , 農林水産 大臣の 設立許 可を受 け, 正式 の ス タ ー ト を切 っ た ｡

農業 集落排 水事業 を円滑か つ 適正 に 推進す るた め
, それ に関す る技術聞免 調査研 究, 普 及, 指導等 を行 い

, も っ

て 農業 用用 排水の 水質保 全, 農業用用排 水施設 の 機能維持並 び に 農村療境 の 改善 に 寄与■し 併せ て 公共用水域の 水質

保全iこ資す る こ とを 目的 と して い る｡

何事 もそうで あろうが
, 創設時ほ い ろ い ろな苦労が伴う

｡
花 に な あ の か 菓を 付ける の か

, それすら見 分けられ ない

程 固い 菅 で あ る
｡ きら と大 きな実を付け る よう, 朋 る い 春も輝く夏も努力を続けた い

｡
そ して 厳 しい 冬の 時代を乗 り

越 える毎に 大きく育 っ て い きた い ｡

宜 しく御叱責をお 駁 い す る｡

♯ 社団法人 日本漁業集 落排水 協会常務理事

-

1■- 一 水と土 第訪 号 19 8 4



【報 文】

深 田調整池 の 設計, 施工, 貯水計画 に つ い て の 報告

伊 藤 郁 雄
*

蝿 名 光 明
*
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1 . ま え が き

深 田調整池 は
, 農業用水か ん が い 施設 と して

, 福 島県

郡 山市三 穂 田町深 田地 内に築造 した
, 中心速水 ゾ

ー

ン 型

ア ー ス フ ィ ル ダ ム で
, 昭和47 年 9 月 に 着 工 し

, 初年度 は

基礎処理 を行 い
, 翌年48 年 5 月か ら盛立 を開始 して 昭和

51 年 7 月 に 盛立 を完了 した もの で ある
｡
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5 - 1 盛立数量及び 施工 日数
‥ ‥ ･ … ･ … ‥ … ‥ ‥ … … 1 3

5 - 2 施工 機械･ … ‥ ‥ … …
‥ … ･ ‥ ･

･
… … … ･ … ‥ … ‥ ‥ 1 5

5 - 3 転圧試験･ ‥ … ･ = ‥

二
‥

･ … ･ ‥ ‥ … ‥ ‥ ‥ ‥ … ‥ ‥ ‥ = 1 5

5 - 4 グ ラ ウ ト … ･ ‥

_
… ‥ ‥

･ … ‥ … … … ‥ … … … … ･1 7

6 ･ 完成後 の 堤体安定計算
‥ ‥ ･ …

丁
･ ‥ … … ‥ ･ … = ‥ … ･ ･1 8

7 . 貯水計画 ‥ ‥ ‥ … ･ … … ･ … ‥
… ･ ∴ … ‥ ‥ ‥ … ‥ ‥ 1 8

ン グタ イ プ) シ ャ フ ト式 洪水吐 ( グ ロ リ ー ホ ー ′} 塑) が

ある
｡

2 . ダム の概要

2 - 1 ダム の設計概要′

1) ダ ム タ イ プの 検討- ロ
ッ ク フ

ィ
ル ダ ム と ア

ー

ス フ

ィ
ル ダ ム に つ

‾い て検 討 した 結果, 最も安価で 施工性 の 良

い ア
ー

ス フ ィ ル タ イ プダ ム と した｡

2) ダ ム 軸の 決定一基礎 の 軟弱層が 上流 に ゆくをこ した

が っ て 薄くなり, 処理土量が減ず る こ と
｡

また 右岸 ア /
ミ

ッ ト 附近 に お け る パ イ ビ ン グ対策,
並び に 堤体の 滑動 に

対す る安定性を 検討 し当初計画案 よ り上 流 へ 25 m 程移 動

させ た
｡

3) 基礎処理一堤体基礎部 分は 地表 よ り概 ね10 m の 厚

さ に 軟弱層が 堆積 して い る
｡

こ の 堆積物 は腐植土
,

砂 質

シ ル ト等か ら なり,
N 値 は上部 で0 . 9 ～ 3 , 下 部で 3 ～ 7

と極め て軟弱 なう え地下水位ほ 地表面下0 . 3 ～ 0 . 5 m と高

い
, 堤体 の 基礎地盤 強度 は q c 主 6 0 k 9 / d 以上と して い る

た め , こ の 堆積物ほ す べ て 除去す る こ と と した ｡
‾

4) 盛立材料- ダ ム サ イ トか ら上 液左岸側‾2 00 ～ 6 0 0 m

の 範 囲内に お い て
, 調査の 結果 4 種額の 材料が あ っ た

｡

こ れ らの 材料の 土 質別突 固あ特性ほ 表- 1 の と お りで

ある
｡

5) 洪水吐一洪 水流量が 少ない た めi 取水 ト ンネ ル を

一 2 - 水と土 第56 号､‾1 98 4



蓑- 1 土 質 別 突 固 め 特 性

1 D 値l吉2卵琶恕恒済l㌔三芦Is攣㌍
突 き 固 め
エ ネ ル ギ ー

間隙比
e

備

A
J I S x lO O %

ク

1 0 0 %

9 5

28 . 8

3 4 . 3

1 , 4 3 7 1
, 8 51

1
, 3 6 5 1

. 8 3 3
2 . 6 8 ;;…】三:;…… ゾ ー ン 1

J I S x l O O %

〝

1 0 0

9 5

2 2 . 5

2 8 . 6

1 , 5 5 0

1 , 4 7 3

1 , 8 9 9

1 , 8 9 5

S M - S C
J I S X l O O %

J I S x 2 0 0 %

1 9 . 0

1 7 . 9

1
,
6 2 0

1
,
6 7 7

J I S x l O O %

J I S x 2 00 %

1 0 0

1 0 0

ゾ ー

ン Ⅰ

S M 一叫;:;;;器芸
100

10 0

註 (1) J I S = J I S
･

A 1 21 0 の 1 の 1 法

(2) D 値 =

テ㌔霊窟
×1 鵬

(3) S r = 飽和虔

(4) e
= = 間隙比

利用 した シ ャ フ ト式 洪水吐 ( グ ロ
ー

リ
ー

ホ
ー

ル 型) を採

用する ｡ ダ ム 自己流域1 . 2 5l皿
2

, 設計洪水流量 Q = 1 2 . 0 0

ぷ/ s e c

6 ) 取水設 備 一 地山の 形 状及び 地質か ら
, 直 立型 取水

塔 ( ブ ロ ーテ ィ ン グ タ イ プ) と した
｡

2 - 2 ダム諸元

㈹
≠

一8

/
0

4

4

3

3

n
い

弧

㍉
グ
‰

3
さこヽヒ

つ

ダ ム 諸元は 表- 2 の と お りである｡

3 . 堤体の 設計

3 - 1 安定計算

1) 計 算ケ ース 及 び堤体条件

ア) ケ ー

ス 1 常時, 上下流

【

サー

●

ヽ
′

り
一

l

l

ヽ
､

ロ

取 水 トン ネ ル 姦逐≠

■7 ｢

ノ
/ く

く⊃ t

謁 J

/

取水塔

熟
一 也 プ

2 . 5

r

l

】
1 モ0:3 一

2 .

1

1

p･･ ･･･････ ｢ _

プ 言て

2 .0 4 0 5

トーー･_..

′
､

r
､

ケ ､

トー､

図- 2 全 体 平 面 図

一 3 -

:了

F･･ 一

･- _

トー･ -

7̀■‾■】■‾-

l･･ ､

■

- -

-･ ､

3 .与

官
/
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-
M

35(】山

3 4 0

33 0

3 2 0

3 1 0

3 0 0

2 g O

2 80

2 7 0 m

350 m

300

m2 50

→
ヱ 型 二 些 吐･ - 1 旦竺圭

一望 且
-

⑦

③ ②

EI.
亡 3 ′1 2 . 3

②

逆 立旦且
_ Q)

②

(参

屋≡
可

‾

言
｢

こ④ _

⑥

①ゾ ー

ン Ⅰ ②ゾ ー ンⅠⅠ■③ゾ ー ン Ⅲ ④ドレ ー ン ー⑤カ ー

テ ンダ ラウト

⑥集水フ ィ ル タ ー ⑦捨石張 ⑧現況地盤線

図- 3 標準断面図 ( 完成)

( L)
堤 長 L = 33 9 . 6

ダ ム 天 端 E L ; =
3 4 2 . 3

5 0 1 00 m

( R)

▽ Il .
3 38 .

0

_ 逆 L

▲
旦1 ･ 嘩

ノ

′

+

/
/

小
山
州
州
叩

′

/

50 1 00 m

周一1 縦 断 面 図

表- 2 ダ ム 諸 元

称名 滴整調
･
田深 置位 郡 山市三 穂 田町l,

l+ 口 字四 郎兵衛

式形

堤 体

横面域流

直
■接 接

▼間
吋

高7堤 堤 長 堤 体 積
基 礎
地盤地質

貯 水 量

総貯水量 巨効貯水量

ア ー ス ダム 1 , 25 玩F【J l 血
2

5 5 . 5 m 3 40 . O m 1 仰 ぷ了
薪第 3 期
砂 倉

8 , 6 9 0 千ぷ 8 ′¢40 千ば

形 式

洪 水 幽

排 水 量l 備 考

覧芸賢㌔t
‾
fO ･ 0 ぷ′s

取 水設 備

撃 早桓大 敵 畳

弓漂升3 ･ 8 ぷ′苧

放流施設

放流施 設

弓ご三第三7

放 流 量

3 . 8 d / s

- 4 - 水と土 第56 号 19 8 4



イ) ケ ー ス 2 完成直 後,

_
上 下流

り) ケ ー ス 3一 中間水位, 上下流 90
,
8 0

,
7 0 , 6 0

,

5 0
,

4 0
,
3 0 % 水位

エ) ケ
ー

ス 4 水位急降下, 上流

2) 計算条件

ア) ケ ー ス 1 ケ ー ス 3
,

の 間隙圧及び 水平水圧は;

流線網を作図 して ポ テ ン シ ャ ル 線 よ り求め る｡

イ) ケ
ー ス 2 の 間際圧 は

,
H ilf の 方法むこ よ るもの と

し
,-‾消散率は

, 盛土の 進行を考慮す る｡

ウ) ケ
ー ス 4 の 間際圧は 淀線網を作図 して ポテ ソ シ ャ

ル 線 よ り求め , 水平水圧は
, 水面以下の み とする

｡

エ) 設計震度は k = 0 . 1 5-と し ケ ー

ス 1
ト

ケ ーース 3 , に

つ い て ほ
,

1 0 0 % ,
ケ ー ス 2

,
ケ ー

ス 4 に つ い て は50 % と

し, 地 震時 水中部 分ほ
, 飽和重 量 × 設計震 度とす る

｡

3) -設計数値
.

アノ 完成 直鑑‾三 軸試験 の デ
ー

タ
ー を使う

｡

イ) 完成後定常時,

一 面 サ ン 断の 80 % 値を 使う｡

ウ) 密度, 速 水材料 ほ, JI S A - 1 2 1 0 に よ る締固 め の

97 % 値 を使用す る占- ま た半透 水性材料 ほ Ⅳ0
. 4 の J 壬S-

A - 1 21 0 に よ る20 0 % の 締固め 度の もの を使用す る
｡

4 〕 滑 り 破 凄むこ 対 す る 宴 合 性 の 姶 討

滑 サ凄壊 鞋 対す る安全性の 検討ほ , 表 一 4･′の 条件表ケこ

基づ き_ , 安定計貴の 基本式等を用い‾て 電算及び 手許 算モ

行 っ た
｡

こ の 結果 は 表 -

5
_
の :とお りで あ る｡

3 - 2 嘩工 中に発 生す る間隙水圧

H■ilf】の 式か ら u を求 めれ ば表･ - 6 及び 7 の とお■りで

表 -

3 設 計 数 値 一

覧 表

ダ ム の 状 態
､

､
ノ

比

重
G

′
し

”

乃

含
水
比
恥(

密 虔 ( t/ガ) せ ん 断 儲 さ

一
燥
)d■

乾
α 雫rt苧憎s讃

せ ん断
抵抗角
(¢)

○

一透 水 係 数

( k
,

C 皿/ s e c) 僻 老

ゾ

l

ン
′

完 取 直～ 後 0962 2 9 . 8 1 . 4 4 9 1 . 8 8 0 1 1 . 9 1 0 1 2
0

3 0
/

54 3 . 4 × 1 0- 7

定 常 時 0962 2 9 . 8 1 . 4 4 9 1 . 8 8 0 1 1 . 9 1 0 2 3
0
3 0

/
5

一
も 3 ` 4 X

_
1 0

‾ 7

♪

ソ

ー

ソ

¶
]

後直成完 5862 2 3 . 5 1 . 6 0 0 1 . 9 7 6 2 . 0 0 4 1 3 1
0

0 0
/

14 3 . 5 × 1 0
‾

$

時常定 5862 2 3 . 5 1･ .‾6 00 1 .‾9 76 2 . 0 0 4 】3】
0

()0
′

14 3 . 5 × 1 0‾6

表- 4 滑‾り破壊 に 対す る安全性の 検討 条件表

安 全 率
ケ ー

ス ダ ム の 状 態 間 隙水圧 地 震 力
上流側l 下 流側

備 考

完 成 直 後

常 時 満 水

中 間 水 位

水 位 急 低 下

あ り

あ り

あ り

あ
‾

り

50 %

1 0 0 %

1､0 0 %

- 5 0 %

2

2

2

2

1 . 2

1 . 2

水位30 % .
4 0 % , 5 0 % ,

6 0 % , 7 0 % ,
印% ;

9 0 %

表 -

5 安 定 計 算 結 果 一 覧 表

上 流 側 下 流 側

ス

ケ
電子計算枚 算計

≠
丁 電 子計算撥 l 手 計 算

位水貯 備 考

1

2

■
3

3

3

3

3

3

3

A
一

1 , 3 2 2

1 . 3 0 3

1 . 2 9 3

1 .
2 7 9

1 . 2 8 2

し2テ7

1 .‾27 7

1 .

‾28 3

1 . 7 9 4

3 7 7

3 5 2

3 2 5

卵

甲
.29 2

m

2 6 2

印

叩

1 . 216

1 . 5 6 1

5

8

2

7

2

5

1

1 %

%

%

%

%

%

%

%

0

00

9 0

糾
/

和

6 0

胡

胡

劫

l水満

ニ

､

5ニ 水 と土 第56 号 1 9 8 4



表
一

8 間際水圧計算 ( ゾ ー

ン 1 の 場合)

』 l α ( t/ ぷ) l p a
･ 』 ( t/ ぷ) l v a ＋b ･ V w - d l u (t/ ぷ) l ♂ = ; 十 ｡ (t/ ㌶)

1

2

2 . 9 5

( = V a )

1 ･ 1
ノ
7

2 . 5 0

4 . 0 1

1 0 . 1 7

2 0 . 3 4

3 0 . 0 0

2 . 8 0

1 . 8 0

1 . 1 5

3 . 6 3

1 1 . 30

2 6 . 0 9

4 . 8 0

1 3 . 8 0

3 0 . 1 0

表一丁 間隙水圧計算 ( ゾ
ー

ン Ⅰ の 場合)

d l α ( t/ ぷ)
■ l p a

･ d (t/ ㌔) l v a ＋b ･ V w - 』 u (t/ ㌔) 】げ = 盲十u ( t/ ぷ)

1

2

2 . 8 1

( = V a)

2 . 1 1

4 . 8 8

7 . 5 8

1 0 . 1 7

2 0 . 34

2 8 , 5 8

2 . 5 5

1 . 5 5

0 . 7 4

3 . 9 9

1 3 . 1 2

3 8 . 6 2

6 . 1 0

1 8 . O q

4 6 . 2 0

006

enOZ

Z o n e I王

⊂〉

く= 〉

の

N

山

門
.

〇
m

23 . 7

Z o n e II

Z o n e II

匪頚

国- 5 ド レ ー ン 設置図 ( 当初)

間ゲキ水圧 ( t/ 血ウ

Z o n e lI

全応力( t/ 好)
標高軸 あ ｡ ｡ Ⅰ 加 ｡ e II

3 4l . 6 0

3 3 1

.
60

3 2 1

.
60

3 1 1

.
60

1 0 1 8

.
掛)

2 0 3 7 .
6 8

3 0 王I6

.
40

1 9

.
7 6

3 9

.
5Z

5 9

.
2畠

79

.
04

9 8

.
80

】
l

%

+

怒

Z o r】e l I

6 6

.
6ヲ占

濾 実線 ; E i L J の式

点線 ; E i L / の式 に 消散係数 を入れたもの

図… ¢ 間隙圧曲線

ある｡ ( た だ し消散 係数 A = 0 )

3 - 3 施工 中の 間藤水圧の 消散

ダム の 上下 流に 水平 ド レ
ー

ン 及び傾斜 ド レ ー ン を設 置

す る( 囲- 5 参照) ｡
た だ し こ の 場 合ほ次 の 仮定を設 け

る｡

1) ド レ ー ン 問の 盛土 中は こ の 部 分の 圧 密ほ考慮せ

ず, 作用す る鉛直土圧 ほす べ て ド レ
ー ン よ り上部 の 盛 土

で ある｡

2) 盛土荷重 と経過時間 の 関係ほ 直線上 で ある
｡

3) 圧密ほ 鉛直方 向に の み 起 こ るとす る｡

以上 の 仮定 に よ っ て漸増荷重 に 対す る正賓度 を計算す

る と , そ の 結果 は次式 の よう に与え られ る
｡

ぴ ト) ≠去(1 一昔 ト E x ♪(一号)l)

打( ＋) ≠ 1 一意
‾
〔E x Pi 竿 ‡

- E x タ( 芋)‡
r = C 〝J/ 方 2 r O

= C 〝わ/ g 2 C ク エ 圧密係数ぷ/ s e c

ヰ. 着施 工 計 画

書ー1 施エ の 順序

主 な工 事の 施工 順序を 示す と次の とお り で ある｡ ( 仮

排水路 ト ン ネ ル は 前年度施工 済み)

ア) 工 事用一道 路及び 動力設 備

イ) 仮排 水路 及び 1 次仮締 切工

り) ウ エ
ル ボ イ ン ト 工

ェ) 1 次掘 削工 ( コ フ ァ
ー

ダム 基礎部)

オ) コ フ ァ
ー

ダ ム 盛 立

カ) 本堤下掘 割

キ) グ ラ ウ ト工 及び基礎 処理 工

ク) 堤 体盛 立

ケ) 附帯工

ヰー2 施 工 日数

施工稼 働日数 は過 去13 ケ 年の 気 象デー タ ー

を基 に して

計算す る｡ 算式は 河上房義氏式を参考 に 次式 に よ り求め

る｡

稼働 日数 = 〈全 日数- ( 1 m 以上 の 降雨 日数 ×1 . 2〉× 9

ケ 月/ 12 ケ 月

l 一‡ 用土採取計画

左岸側の ダ ム 軸, 直上流部の 丘 陵地を 中心 に 半径1
, 0 0 0

m 程度 に わ た り調査 した 結果,
A

,
B

,
C

,
D

,
E 土取場

よ り前述2
-

1
,

4 ) に 示す材料が 得られた ｡ しか し地形

条件, 経済性を考慮 し, A , B 土取場の み 採用 した ｡ ( 見

込 土量1 , 8 2 2 . 4･ぷ)

-

6
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表- 8 ゾ ー ン l 稼 働 日 数 調 査 書

､

＼

計阜
＼l 4 765 8 1 9 1 1 0 l l l l 1 2 1 摘

昭和34

3 5

3 6

3 7

3 8

3 9

4 0

4 1

4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

8

1

0

2

3

5

4

4

5

2

6

3

4

2

2

2

9
■
8

4

2

9

2

0

1

4

史
U

l

l

l

l

l

l

l

l

l

9

5

3

1

7

0

0

0

7

4

4

7

.(

U

9

3

2

4

3

7

7

5

4

6

2

4

4

4

4

5

2

5

6

3

0

0

6

1

2

1

3

2

0

3

2

2

0

4

6

2

8

4

6

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

7

4

7

7

8

3

3

9

1

0

4

4

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

2

各年施工 日数を示す

警豪語l 56141212111114151 計 11 0 日/ 年

表 - 8 ゾ ー ン Ⅱ 稼 働 日 数 詞 書

月 7 10 1 1 1 2 摘

施工 可能
日 数

61 51 21 21 31 31 51 81 計 1 2 0 日/ 年

整±些

l 几 J
ぶ +

= 芋‾掘 掛 軸 路
ー

ー
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1 ) 土取 場の 概 要

ア) 位置- ダム サ イ ト上流左岸の A
,

B 地区 よ り求め

る｡ 両 土取場 と も ダム セ ン タ ー

よ り. 直線 で20 0 ～ 6 00 皿 の

範 囲で ある｡

イ) 地質一新第 3 世紀鮮新統 の 砂岩, 錬 岩, 及び泥 岩

を母岩 と し, それ らの 風化 した もの が20 ～ 3 0 m 程度, 風

化 の 程 度が漸 移 しなが ら図- 8 の よ うな状態で あ っ た ｡

ウ) 弾性波 速度

土砂 0 . 3 ～ 0 . 71 皿/ s e c

風化岩 0 . 9 ～ 1 . 6 k m / s e c

母 岩 3 . 2l 皿/ s e c 程 度

ェ) 既存 竜 ゾ ー

ン 1 材 粘 質土( S C 他) 37 9
,
0 00 d

/ ｢
T

･･･
ン■

丁=
芸芸王1諾

上(S 帆 M C ` C I”

) 土砂

風化岩 (軟岩〉

母君(硬岩) : 砂岩 ､ 泥岩 ､ 礫岩

園- 8 ･ 地質政変図

設計量238 ,
00 0】J

割 合379 . 0 0 0/ 2 38 . 8 0 = 1 . 5

ゾ ー

ン Ⅱ 材.軟岩( 風化砂岩) 1
,
4 4 2

,
00 O d

設 計量8 21
,
0 0 0 Ⅱぎ

割合1
,
4 4 2

,
(X 和ノ82 1

,
0 0 0 = 1 . 7

2) 施 工瞭 械

ア) ゾ r ン Ⅰ材 (遮 水材) - 材料 の 性質 は S c . M ェ 及

び C L の 材料が支配 的で あり, 現場 含水比は25 ～ 3 0 % で

ある｡

表土 (不用 土) は概 ね1 . 5 m ～ 5 . O m で あり, 採取 土部

分の 弾性渡速 度は0 . 5 k m / s e c で ある
｡

よ っ て14 T ～ 2 1 T

級ブ ル ド
ー

ザ
ー

に よ り掘潮 集積 し,
ト ラ ク タ ー シ ョ

ベ ル

( 1 . 5 d ～ 4 . 0 Ⅱぎ) に よ り ダ ソ プ (10 T ～ 1 5 T ) に 積み 込

み 運搬す る｡

イ) ゾー ン Ⅱ材 ( ラ ン ダ ム 材) - 材料 の 性質は S M が

ほ とん どで あ り, 場所 に よ っ て は 疎を弾入 し, 含水比ほ

20 % 前後で あ る
｡ 全体 に 相 当固結 した 状態で あ っ た

｡

施工 機械は 弾性披速度が0 . 6 ～ 1 . 6 k m / s e c まで 分布 し

て い るた め ,
リ ッ

ノ
ミ ー T

中

一 ナ
ー ( 普通21 T ) を 3 木 瓜

2 本爪,
1 本爪の 3 種 掛 こ分けて 使用す る

｡

0 .0 0
日ー

図 式 記 号 土 質 観 察

1 . 00

2 . 00

シ ル ト粘土 水 田の 表土

非常に 軟弱

砂まじ り

シ ル ト粘 土

腐植物事 星 に含 む (本の根 なご

が多 い)

1 5 - 20 cm 程度で色調が 変化 して

い る一｡ 暗択
一

票灰
～

灰
一 赤茶灰

=

_
二= =

拙 = = l ニ == = :■三
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■ -
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● ●
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一

○
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●
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一 ● ■
N こ 1 - 2

q c = 0 ～ 10礫まじり砂
礫は ､ あま り円礫 化して い ない

指交してお り
､ 岸占土質はさ む
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●
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5 . 00

I
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○
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●

∫
● ○ ●

円礫 化すすんで い よい

q c = 2 0

_ 一 - - ･- 一一 -
● ■

●･--･

シ ル1 ･ 粘土層はさむ

シ ル トま じケ砂 下吾郎ま細礫含 む q c = 1 0

6 . 00

砂まじ り

シ ル ト粘土

不規 則 に腐植土 の薄層を含 む
'

､. N = 3 - 7

7
, 00

( 数1 セ ンチ)

下 部にゆ
ノ
く に従 っ て 回顧度強く

なる
湧水

腐植土含有す る

6 - 7 皿 附近湧水釣10 且程度■
ーq C ニ 2 0 ん 30

8 .0 0
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蓑 一

1 0 ･ 材 質 別 施 工 扱 械

材 質 弾 性 波 速 度 掘 削 横 根

ゾ ー

ン 1
, 粘質土

,

‾砂質土

ゾ ー ン Ⅰ 固薦 砂質土 ～ 風化岩

0 . 5 k m / s e c 以下 14 t 紋 ブ ル ド
ー ザ

0 . 6 ～ 1 . 01 皿/ s e c

l . 0 { 一 1 . 4

1 . 4 ～ 1 . 6

3 2‾t 級 リ ッ
パ ド ー ザ ー3 本爪

32 t 級 リ ッ
パ ド ー ザ 2 本爪

32 t 級リ ッ
パ ド ー ザ 1 本爪

I 一一 基礎掘削計画

1) 概要
一 基礎地盤の 地質 ほ 第 3 紀 の 砂岩を基盤と

し
, 沖債世の 堆積物がは ぼ1 0 m に わ た り

二
堆漬 して い る

｡

こ の 堆積物 は
, 腐植 土

, 砂 質シ ル ト か ら■なり, 極 め て 軟

弱で あ る
｡ 堤 体基盤 の 目標 強度 q c

= 6 0 k昏/ c遥を得る た め

に は 概ね10 m の 深度ま で と り除か なけれ ばならない
｡

ダ

ム セ ン タ ー に お い て ラ イ ナ ー プ レ ート ¢ 3 . 5 m の 試掘 孔

の 結果, 図- 9 の とお りで あ っ た ｡

ま た 全層 に わ た っ て湯水試験を行 っ た 結果, 透 水係数

k = 臥6 ～ 1 . 4 × 1 0‾さe 血/ s e c で あ っ た ｡ しか しこ の値 ほ全

層 の 平均的 な値 で あり, 砂 賢ツ ル ト と砂礫等が互層 と な

っ て お り部 分的に ほ10‾2
の と こ ろ も あ っ た ｡

した が っ て

本計 画で ほ
,
ウ ニ ル ポ イ ソ ト に よ る強制排水工 法 と した

｡

2) ク エ ル ボイ ン ト工 法に よ る排水量の 計算

分割 して 施工 し,

一 区画の 面積ほ 30 m x 7 0 m =･2 , 1 0 0

ぷ とす る
｡

T b i e D の 平衡式 よ り

¢ =

か k ･( g 2
- ゐ2

)

2 . 3 1 ｡ g一
旦
_

¢; 揚水量

k ; 透水係数 = 8 . 6 × 1 0‾る
00 / s e c

= 5 . 2 × 1 0‾3
m / m i n

R ; 影響半径 = 2 0 0 m

r ; 施工 区域と 同面積の 円の 半径 ≒2 5 m

( A = 2
,
1 0 0 Ⅰ遥)

g ; 滞水層 の 厚 さ = 1 0 . 2 血

∴ Q =

3 . 1 4 1 6 × 0 . 0 0 2 ×(1 0 . 2 2 - 0 . 2 2)

2 ･ 3 1 0 g 昔
= 0 . 3 0 d / m i n

よ っ て 1 セ ッ トの 設備ほ

渦 巻ポ ン プ¢6
′′

モ ー タ ー 1 1 E W l 台

真空ポ ン プ¢2
1

/皇
′′

モ ー タ ー 7 5 E W l 台

ラ イ ザ ー パ イ プ間隔 1 . O m とす る
｡

3) 掘削工 法一掘削 は ウ エ
ル ボイ ン ト 2 段工 法 に よ っ

て 排 水を行 い
, ある程度 d r y w ¢r k がで き る こ とを 期

待 して施 工す る｡
ブ ル ド ー ザ ー

1
及び ス ク レ

ー パ ー 等 に よ

る掘削は こ ね 返 し に よ る地盤わ みだ れが予想 さ れ る た

め
,

本計画で は
,

上段掘削は バ
ッ ク ホ ー 1 ･ 2 Ⅰ謹 級と ダ ン

プ ト ラ ッ ク 8
-

t 級の 組合せ で 行い , 下段は 最下部の 良質

な地盤を 足場 と し,
′
く ワ ー シ ョ

ベ ル 1 . 2 Ⅲf 級 と ダ ン プ ト

ラ ッ ク 8 t 級の 組合せ で 行う
｡

I 一与 力
ー テン ゲラウト計画

1) 孔 深一主 と して透 水テ ス ト ( 注水テ ス り に 基 づ

く ル ジオ ン ヤ
プ プに よ り次の よ うに 決定する

｡

左岸側 N o . 0 ～ N o . 5

河床部 N o . 5 ～ N o . 9

Ⅳ 0 . 9 ～ Ⅳ0 . 1 1

右岸側 N o . 1 1 ～ N o .
1
.5

右岸 ヤ 七 尾板

β≒100 m

β幸 80 〝

β幸 40 ク

β≒ 50 〝

必≒ 50 〝

E = 20 m

‡i = 3 0 〝

圧 = 2 0 ′ケ

H = 1 0､〝

Ⅱ = 20 ク

2) 孔 間隔一左右岸,
ア バ

ッ ト 部は 2 列の 千 鳥 (列 間

隔2 . 50 ロ) と し
,
孔 間隔は4 . O m と する｡

ま た 河床 部は軟 弱層が 深い 等 の た め列 間隔2 . 5 0 m
, 孔

間隔 を1 . 5 m とす る
｡

3) 使用機枕

ボ
ー

リ ン グ マ シ
′

ソ

ダ ラ ヴ
;

ト ポ ン プ

能 力, 垂直80 ～ 1 20 m 油圧式

モ ー タ ー 3 . 7 E
.
W

吐 出圧 力 5 ～ 7 0 k 9 / c遥吐出量0 て- 7 0

β/ m i n

モ
ー

タ
ー

1 1 E
.
W

グ ラ ウ ト ミ キ サ ー

か くは ん 容量2 00β× 2

モ ー タ ー 2 2 K W

4) 施工 方法

ス テ ー ジ長 と ス テ ー ジ別注入 圧力は 表- 1王, 1 2 , 13 の

とお り
｡

1 次孔,
2 次孔の 順 に ダ ラ ウチ ン グを実施 し

, 最後に

l-5 .O m
1 5 .0 -n

1 5 . O m

1 5-.0
■
Ⅵ

30 . 0 血
30 . O

lコ

ll l

+ ｢ 匡司 恩
!

運搬通路
ノ

上
流

･

一 + こ軍
/ ∈

く⊃
′

/ 寸

＼
･

-⊥旦そ.
路

. _ _ _ _ 二 ゝ .

_
L
_____

一

フィナ ー ′､ イ フ ー ー ーーーー

計画基盤面
- も‾

q 〇

周一川 虎 御 許 画 囲

況地盤

下
流
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表- 1 1 注 入 圧 力 ( 河 床 部)

ス テ
ー

ジ
N o .

基礎 掘削面よ り
の 深 度

ス テ ー ジ長 パ
ッ カ ー 位置

注 入 圧 力

2 5 m 打 ･l30 皿 孔 L才mO2

コ ア ト レ ン チ

1

2

3

4

5

6

7

0 ～ 1 . 5 m

l . 5
′

～ 3 . 5

3 . 5 ～ 6 . 5

6 . 5 ～ 1 1 . 5

1 1 . 5 ～ 1 6 . 5

1 6 . 5 ～ 2 1 . 5

2 1 . 5 ～ 2 6 . 5

2 6 . ち ～ 3 1 . 5

m

一

. 〇

. 〇

. 〇

〃

〃

ク

〃

2

3

5

地表 より 1 . O m

3 . 0

6 . 0

1 1 . 0

1 6 . 0

2 1 . 0

2 6 . 0

2

mC
′
/

-

u
ロ

k3

5

7

0

5

0

5

1

1

2

2

之

mC/9
一

k3

5

7

0

5

0

1

1

2

g

mC
′

/
n
グ

ー

蝕

5

7

1 0

15

表- 1 2 注 入 圧 力 ( 左 岸 部)

ス テ ー ジ

N o .

基 礎掘 削面
よ りの 深度

ス テ ー ジ長 パ
ッ カ ー 位 置

注 入 圧 力

25 m 孔 1 2 0 m 孔 1 1 5 m 孔 L7つmOl

コ ア ト レ ン チ

1

.
2 -

3

4

5

0 ～ 2 m

2 ′ - 7

7 ～ 1 2

1 2 ～ 1 7

1 7 ～ 2 2

2 2 へ
ィ

.2 7

一

5

〃

ク

〃

■ク

一

. 〇

. 5

. 5

. 5

. 5

1

6

1

6

1
⊥

l

1

2

2
mC/軸

一

5

10

1 5

2 0

〃

5 k 9 / e遥

10

1 5

2 0

5 k 9/ c遥

1 0

1 5

2

00/
【

u
ク

ー

班

1 0

表- 1 3 注入 圧力 ( 尾根部)

地山 より
の 深 さ

轟
芸

テ

妄l ご晶副莞諾
力

5 m

ノγ

〝

2

皿/

0

5

良
一

l

l

k5

ノヾ ′ ヤ

ー

中
一 ･ -ヰー ヰ

ー ー み ･

十 ヰ
ー

ートー

ー ト
･ -

中
一

ヰ
ー

ー

バ
10 14 1 き 1 ･-5 1 1 16 12 17

パ

10
′

14
′

中
一

サ
ー

ヰ ー や す･
- ヰー

ー

ヰ
ー ー ･

｢ ⑳
- ･

叶 ¢
･ - ヰ

1 5 4 6 9 2 7 3 8 1
'

5
'

4
'

園-
‾
11 河床部及び 左右岸部 の グ ラ ウチ ソ グ順序

テ ス ト孔 に より所要の 改 良匿 ( 3 ′†ジオ ン) に 達 して い

る か 否か をチ ェ ッ ク し達 して い なければ その 部分 に補足

孔 を追加する
｡

その 後同様 の 方法 で後列 を実施す る
｡

図- 11 の 数字 ほ施工 順序 を示 し
,

1
′

,
1 0

′

の パ イ ロ
ッ

ト孔 は となり の ブ ロ ッ ク と共通 で ある
｡

◎ パ イ ロ
ッ ト孔 ¢56 皿

､
コ ア 採取, 透水 テ ス ト

○
一

般孔 ¢46 コ ア 採取

△ テ ス ト孔 ¢46 コ ア 採取, 透水 テ ス ト ( 斜孔)

5) 1 つ の ス テ ー ジの 作業順序

①ボ ー リ ン グ ②孔 内洗浄 ③透水テ ス ト ④ 水押 し

⑤注入

表- 14 土 量 換 算 係 数

土 の 変 化 率
堤 体 砂

自然 状啓贋呈詣隈畳
め た

ゾ ー

: / Ⅰ

ゾ ー ン Ⅰ

ド レ ー

ン

粘 質 土

小岩 した 岩石

砂

1 . 0 0

1 . 0 0

1 . 0 0

1 . 3 5

1 . 5 0

1 . 2 0

0 . 9 0

1 . 2 0

0 . 9 5

ヰー¢ 築堤計画

1) 堤体盛立数量

コ フ
ァ ダ ム一

本堤 ゾ ー ン 1

本堤 ゾ ー

ン Ⅰ

ド レ
ー

ン

1 2 4 , 5 0 0Ⅰ逆

19 9 , 7 0 0 Ⅱぎ

73 5 ,
0 0 0Ⅰ才

6 3 , 8 0 0 ぶ

2) 土量換算係数一土質試陰の 結果, 表- 14 の とお り

と した｡

3) 盛立計画

盛立 は コ フ ァ ダ ム と本堤 とに 分けて 施工 す る
｡

施工 期間 は コ フ ァ ダ ム ほ 1 次掘削が 完了 した 昭和48 年 8

月 よ り開始 し9 月 まで の 6 ケ 月間 とす る
｡

本堤盛立は ,
2 次掘掘,

グ ラ ウ ト
, 床掘 りが 完了す る

昭和48 年 8 月 より, 昭和51 年 8 月 まで の 冬期間を除い た

28 ケ 月間 とす る｡ 各 ゾ ー

ン の 施工 期間中の 盛土可能 日数

ほ 次の とお りで ある ｡

コ フ
ァ ダ ム ( ゾ

ー

ン Ⅱ材) 78 日

-

10
-
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ゾ
ー

ン 1 ( 不 透水層) 33 7 日

ゾー ン Ⅰ ( 半透水層) 34 3 日

1 日 当り施工 速度 ( 平埼施工 量) は 次式 に よ る
｡

施 工 速度 d /d a y
=

工 事量( 滋)

稼働 日数

ただ し2 害りの 余裕を見込むも の と し
, 施工 枚械の 扱種

台数 の 決定 に 当た っ て は
,

2 割増 した 施工 速度とす る
｡

I 一丁 築堤施工 管理計画

1) 管理基準値

ア)- ゾ ー ゾ
て

1 材

含 水比 範歯 一 最適含 水比の 乾燥側,

∴湿潤倒 それ ぞれ 4

% 以内, 若 しく は現場 含水比 と
, それ よ り乾燥側 5 % の

範 囲

● 乾燥帯慶一♂= 1 . 4 4 9 を下限値 と し, 締 固め 虔は97 % を

目標と す る｡

● 粒度分布の 範囲

フ ル イ 目( 皿 l)

2 . 0 0

0 ._4 2

0 . 0 7 4

0 . 0 0 5

通過率( % )

1 0 0
′
､ 7 5

9 8 一 - 5 0

5 8 ′ - 2 5

30 ～ 5

イ) ゾ ー

ン Ⅰ一材

● 含水比範囲
一

最適含水比の 乾 燥側 6 % , 湿潤側 4
_
% の

範囲苦-L くほ 現場含水 比附一近

● 乾燥密度- d = 1 . 6 0 0 を下限値 と し, 締固め 度97 % を 目

標 とす る
｡

● 粒度 分布の 範 囲

フ ル イ 目( m ) 通過 率 ( % )

2 . 0 0 1 0 0
′
- 6 1

0 . 4 2 9 2
′
～ 27

0 . 0 7 4 3 0 ～ 8

0 . 0 0 5 1 Z ～ 0

2) 土取場 に お 牲 る管理試験

ア) 含水比試験一毎施工 日 午前 1 回, 午後 1 回
, 当

日の 使用材料 に つ い て は 原則 と して 速乾法に よ り行う｡

イ) 突固め 試験- ほ ぼ10 施工 E = こ 1 臥 若 しくほ 材料

が 変化 した 時をこ 行う, JI S A 1 21 0
, 呼び 名25 ( モ

ー

ル ド

内径15 c m ) 但 し ゾ ー

ン 芯材 で 径 諷 1 c m 以上の 疎が 混入 し

て い る場合は , 大型の 試験器屯こ よらなければ な らない
｡

ウ) 粒度試験
一 概れ 盛立高 5 m 毎Fこ 1 回行う

｡

ェ) 室内透應 及び三血圧縮試 験 ｢ 概ね, 盈立 鼠5__.取甘こ

1 回 行う｡

3) 堤体 に お ける 管理試験

ア) 含水比試験- まき出された 材料 に つ き,
ゾ ー

ン Ⅰ

材ほ 1 施工 目 に つ き 1 回,
ゾ ー ン Ⅰ材は 2 施工 目 に つ き

Ⅰ 回以上速乾法 に よ り行う｡

イ) 現場密度試験一転圧 された 材料すこ つ い て
, 砂置換

法等 に よ り ,
ゾ ー

ン 1 材は′1 施工 E = こ つ き1 回 ,
ブーツ

Ⅱ材は 2 施工 日 に つ き 1 回行う｡

ウ) 製革革撃て_
転圧後の埠軍試験を ゾ｢ γ

__
Ⅰ

セ ノ ニ ソ

Ⅱ とも に 2 施工 目に つ き 1 回行う｡

ェ) 現場透水試験 丁 転圧 郵 こお い て ,
1

,
Ⅱ材 とも,

盛立高 5 m に つ き 1 回以上行 い
,
一透水係数 をチ‾ご◆ッ グす

る｡

5 . 施 工 実 練

5 - 1 盛立教量及び施工 日数

盛立数量及び 施工 日数は 表- 16 ,
1 7 の とお りで あ る｡

表 一川 盛土材料掘削 ブ ル ド ー ザ ー

昭 和4 8 年 虔

延 回 数l 稼働 日 数

昭 和 49 年 虔 昭 和 50 年 度 昭 和 51 年 度

延 回 数l 稼働 日数 延 回 数l 稼働 日数 延 回 数 稼働日数

小松 D 80 A ( 普2 1 t )

D 8 E

D 5()′P

D 7 下

9 3

2 3 8

2 0

9 3

4 5

1 1 5

1 2

5 4

4 5 8

2 1 3

2 2 1

2 5

2 14 1 2 3 1 5 4 3 3

表- 1 9 積込 ト ラ ク タ･
-

-シ
_ヨ

ベ ル

昭 和 48 年 虔 昭 和4 9 年 虔

延 日 数l 稼働 日数 延 日 数l 稼働 日数

昭 和 50 年 度

延 日 数一球働 日数

昭 和 5 1 年 虔

延 日 数l 稼働 日数

D 75 S ( 1 . 8 ぷ)

T S I .■5 ( 1 .‾5‾謡)

D 6 5 S (1 . 5 Ⅰ遥)

E L D 9 B (2 . 0 ぶ)

C A T 9 8 8(4 . O d )

4 2 6

菅3

3 3 8

7 2

3 0

1

3

3

9

5

2

1

1

2

一

40

6 7

4 8

一

14

1 4

2

2

1 3 1

1 3 0

1 5 4

12 3

3 4

10

■13
一 水と土 第56 号 t9 8 4



表- 20 運 搬 ダ ン プ ト ラ ッ ク

昭 和 48 年 度 昭 和 49 年 度 昭 和 50 年 虔 昭 和 51 年 虔

延 日 数】稼働 日数 延 日 数1 稼 働日 数 延 日 数l 稼働 日数 延‾日 数l 稼働 日数

1 0 t

l l t

1 5 t

9 2 2

2 0 3

8 3 8

1 3 2

4 2 7

4 8 3

1 , 5 2 9

9 9

1 3 5

5 7 1 1
,
9 2 6 9 1 5 7 7 0 1 2 8

表 - 2 1 撤 出 し ブ ル ド ー ザ ー

昭 和48 年 虔 昭 和 49 年 度 昭 和 50 年 度 昭 和 51 年 度

延 日 数】稼働日 数 延 日 数l 稼働 日数 延 日†数 稼働 日数 延 日 数l 稼働 日数

小松 D 60 P

D 5 0 P

D 8 0 A

D 8 H

D 2 0 A

三菱 D - 6 C

ド ー ザ ー シ ョ
ベ ル

8

5

0

6

1

4

凸

0

2

9

5

2

1 2 2

3 1

8 4

1 8 2

7 6

9

8 7

77

1 8 3

21 4

21 4

一

14

一

2

6 7

8 1

1 2 3

-

1 1 3

-

4

4

4

5

5

5

1

1

1

14

1 3

3 3

一

蓑一22 転 圧

昭 和 48 年 度 昭 和 49 年 度 礪 却_V
5 0 年 度 昭 和 51 年 度

延 日 数一稼働日 数 延し 日 数事稼働 日数 延 日 数1 稼働 日数 延 日 数】稼働 日数

タ イ ヤ_
ロ ー ラ 28 t

ク 3 0 t

ボ マ ー ク B W 2 0 0 8 t

タ ン ビ ン グ ロ ー ラ ー

S 1 2

ダイ ナ パ
ッ ク C H -6 0

2 0 3

1 4 2

1 4 2

5 2

2 5

0 8

1

2 4 4

2 4 4

1 26

6 9

4

4

4

412

1 0 5

8 4

12 6

6 4

1 2 3

1 5 4

1 5 4

27

3 6

2 9

100

95

90

8 5

ヂ
〆

: ィ
ー

･
/

●
′

振動 ロ ー ラ ー

タ ン ビ ング ロ
ー

ラ
ー

タイ ヤ ロ
ー

ラ ー

緑園め率 1 卜 】 l i l ‾l l

柾回
4 6 8 1 0

周一12 転圧機種 に よ る比餃

(ま き出し厚さ2 5 e m)

10 0

9 5

9 0

8 5

9 7 %
一

一
一

一
一 一

一 一
‾ ‾

‾ ‾

一
一

一
′

′

‾

プ
･ ′

℃ニ㌫ し
一

′'

/
'

/
･
/

●

1
25 e m まき出し

20 c m まき出し

練固め率/ l l l 1 1 1 1 1

/ 転回数
4 6 8 10

- 1 4 -

周一1 3 転圧回数及まき出 し厚さの 比較

( タ イ ヤ ロ ー ラーこ よ る)
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ラ
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.

/
-

97 %
‾‾‾

■

`ン
′ ‾

練固め率 l t
.

t I l l l l

柾 回数
4 6 8 1 0

周一川 転圧摸種に よる比較 (ま き出 し厚2 5 c m)

10 0

95

90

85

一 〆
一

一
一

一
一

一
一

一 -
一 一

‾

97 %

■
′

一 ′

+ 幽

10 01勺/ m 王n
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l l l l l l l l

赦
4 6 8 10

周一1 5 転圧速度に よ る比較

100

9 5

9 0

8 5

25 cm まき出し
97 %

=ニノ
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′
‾ ‾

‾ ‾

＼表立轟丁

ヲ慧
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･i
l

左
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も
1

1b

図- 18 転圧 回数及ま き出 し厚さの 比較

( タイ ヤ ロ ⊥ ラ ー i こよ る)

1 00

95

90

8 5

′
一

一
一

一
一

一
一 - - - - -

- - 一 一

97 ク̀

一
′

′
‾

慧

写濫
1 1 1 1 t 1 1 1

4 6 8 10

園一1丁 空気圧 の 変化に よ る比艶

( タ イ ヤ ロ ー ラ ー ませ 出 し厚2 5 c m )

30

20

10

○
… …

まき出L 厚･ 50 皿

● 丁
･ … ･ ナノ 75 c 皿

△ ･ … …

J / 10 0 e m

学芸
l l l l

ブル F - ザ 一 斑動ロ ー

ラ
ー 在勤ロ ー ラ ー 振動ロ ー

ラ
ー

故
による敷均 柑 転庄 柑 転庄 和 軽圧

周一川 ま き出 し厚 と転圧 回数に よ る沈下量

5 - 2 施工機 械

施工 幾枕ほ 表- 18 ～ 2 2 の と お りで ある｡

5 - 3 転圧試 験

1) ゾ ー ン Ⅰ材

ゾーン Ⅱ 材の 転圧試 験結果 は 図- 12 ～ 1 7 の と 奉りで あ

基｡

2) ゾ ー ン Ⅲ材

ゾー ン Ⅲ 材の 転圧試験結果 ほ 図- 18 ～ 2 2 の と おり で あ

る｡
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図- 21 ダ ラ サテ ン グ施工 順序 (左右 岸)

5 - 1 ゲ ラウ ト

l) 概要一堤体, 左右岸部で は 主 力 ー テ ン ダ ラ ウチ ン

グを孔間隔3 m
, 列間隔2 m の 千鳥で 行い ( 設計は 孔間

隔4 , O m 列間隔2 . 5 m ) また 河床部で は 孔間隔2 . O m 夕■り間隔

2 . O m の 千鳥 ( 設計孔間隔1 . 5 m 列間隔2 . 5 m ) で 孔深は 左

右岸 で14 ～ 3 0 m 河床部で 訓 m の 施工 とな っ た ｡ 尚全部 に

補助 ダラ ウ † ( 孔間隔3 . O m 列間隔3 . O m ) を施工 した
｡

2) 注入 計画

施工 の 手取一補助及び 主 カ
ー

テ ン グ ラ ウ トは 中間挿入

法を採 用す る
｡

また 各 ス テ ー ジの 施工 惧序は , 1 ス テ
ー

ジ を完 了させ 2 ス テ
ー

ジかこ移 り
,

以下 2 ス テ
ー

ジが完了

した後, 下位 ス テ
ー

ジ に 移 る方法 で施工 した ｡

3) 施工 順 序

表- 25 設

表- 23 注入圧 力と透水試換圧 力

ス

訂
ジ

憎警翳諜馴詣
-

1蒜壷
カ ‾

1え
ノ

岸
(乙丁壬)

0

1

2

3

4

5

6

7

m

O . 0
′

- 1 . 0

1 . 0
′
-

･

4 . 0

4 . 0 ～ 7 . 0

7 . 0 ～ 1 2 . 0

12 . 0 ～ 1 7 . 0

1 7 . 0 ～ 2 2 . 0

2 2 . 0 ～ 2 7 . 0

27 . 0 ～ 32 . 0

m l m

3 . 0

3 . 0

5 . 0

5 . 0

5 . 0

5 . 0

5 . 0

地表よ り
1 . 0

3 . 5

6 . 5

1 1 . 5

1 6 . 5

2 1 . 5

2 6 . 5

3

5

7

爪
U

5

0

5

1

1

2

2

2

4

6

8

0

0

(

U

l

l

l

表- 21 注 入 実 績 量

名 称 l 総 延 長喜違甘呈は当室
パ イ ロ

ッ ト孔 ダ ラ ウ ト

補 助 カ ー テ ン 〝

主 カ ー テ ン 〝

テ ス ト 孔

649 m

l
,
3 0 2

7
,
7 2 8

6 1 9

5 9
,
3 3 91く9

8 7
,
8 3 1

3 6 1
,
9 8 9

1
,
0 1 5

9 1 . 4l(辞

6 7 . 5

4 6 . 8

1 . 6

① パ イ ロ ッ ト孔 ② 補 助 カ ー テ ン ③ 主 力 ー

テ

ソ ④ テ ス ト 孔

4) 注入圧力 と透 水試験圧力

注入圧力 と透水試験圧力は 表- 23 の とお りで あ る｡

5) 注入濃度及び 切香えは 次の とお り

1/ 1 0 で 40 0β/ 2 0 分

1ノ6 で 2 00 βノ10 分

1/ 4 で 15 0β/ 1 0 分

1/2 で
,

1 00 β/1 0 分

1/5 で 50β/1 0 分

占う 実蹟 注入量

計 条 件

注入 して 1/ 6 へ 切香

以上 の 時 1/4 〝

〝 l/2 ク

〝 1/1 5 〝

〝 1/ 1 〝

計 算
ケ

ー

ス
堤 体 条 件

貯 水 位

水 位 l 標 高

上下流側 地 震係数 摘 要

1

2

3

4

5

6

イ

7

8

常 時

〃

完 成 直 後

ク

常 時

〝

/ケ

ノケ

ノケ

満 水 位

〝

空 虚 時

〝

中 間 水 位

〝

〃

〝

水 位 急 降 下

H W L (1 00 % )
W L . 3 3 8 . 6 00

ノケ

な し

〝

(8 0 % )
W L . 3 3 2 . 4 8 0

(6 0 % )
W L . 3 2 6 , 3 6 0

(4 0 % )
W L . 3 2 0 . 2 4 0

(2 0 % )
W L . 3 1 4 . 1 20

W L . 3 3 8 . 6 0 0

W L . 3 1 1 . 0 0 0

流

流

流

流

流

上

下

上

下

上

ノケ

〝

ノケ

0 . 1 5

ノ′

0 . 0 75

//

0 . 15

〝

/ 7

〝

0 . 0 7 5

貯水 に よ る 間隙圧 あり

ノ/

建設 中の 間隙圧残存

ノ7

貯水 に よ る間際圧 あり

ク

/7

〝

貯 水に よ る間隙圧残存

- 17 - 水 と土 第56 号 1 9 8 4



表- 26 設 計 数 値

Ⅰ
-

I l I - 1 1 Ⅱ-- 1 【 Ⅰ- I l Ⅲ

垂

比

比

水

隙

比

合

間

G S

W

e

密

度

度

量

量

密

重

重

燥

潤

和

乾

湿

飽

d

t

a t

γ
一

γ
l

S
γ
l

佃

″

ク

t 1 . 4 9 9

1 . 8 5 9

1 . 9 4 2

1 . 4 8 3

1 . 8 7 3

1 . 9 32

1 . 6 7 3

1 . 9 4 7

2 . 0 5 0

1 . 4 5 0

1 . 8 3 9

1 . 9 1 4

1 . 8 0 0

1 . 9 9 4

2 . 1 3 4

直

後

完

成

部 摩 擦 角

着 力

如

C u ｡

1 2
0

3 0
/

4 . 5

2 5
0

0 0
′

8 . 8

31
0

0 0
/

4 . 1

2 8
0

0 0
/

5 . 3

3 1
0

0 0
′

1 . 7

常

時

摩

着

部内

粘

擦 角

力 t/ ぷ

23
0

3 0
/

4 . 5

2 8
0

0 0
/

3 . 6

3 1
0

0 0
/

4 . 1

2 9
0

0 0
′

3 . 4

3 1
0

0 0
′

1 . 7

係 数 I k 卜皿/ s e c】3 ･ 1 × 1 0- 6

】5 ･ 3 × 1 0- 9l 4 ･ 6 × 灯 唱
､

】6 ･ 0 × 1 0- 5 】ヒ?よま
1 . 0 ×1 0‾3

蓑- 2】 安定計算条件並 び に 計算結果

電算横 に よ る
｡

計 算 結 果 ( 最小)

堤体条件

水 位 l 標 高 上棟

R の 座 標

下洗】震 度声全率声全率

1 1常 時l満 水 位
E W L (100 % )
E L . 3 3 8 . 6 0 0

0 .‾15 1 . 20 1 . 3 4 4 1 1 0 . 0 1 1 0 . 0 7 5 . 0

ノケ 1 . 2 0 1 . 4 1 1 28 0 . 0 1 4 0 . 0 1 3 0 . 0

3 王完成直径t空 虚 時 0 . 0 7 5 1 . 20 1 . 6 31 4 0 . 0 1 9 0 . 0 1 8 0 . 0

〝 1 . 2 0 1 . 5 1 5 2 3 0 . 0 1 0 0 . 0 9 0 . 0

建設 中の 間隙圧
残存､

中間水位
(8 0 % )

E L . 3 32 . 4 8 0

(6 0 % )
E L . 3 26 . 36 0

0 . 1 5 1 . 2 0 1 . 3 0 31 1 1 0 . 0 1 1 0 . 0 7 5 . 0

1 . 2 0 1 . 2 7 0王12 0 . 0 8 0 . 0 4 5 . 0

貯水 に よ る間隙
圧あ り

〃
( 4け%･う■

E L . 3 20 . 24 0
1 . 2 0 1 . 29 51 8 0 . 0 1 5 0 . 0

E L .主至2竺≧｡, ○ 1 . 2 0 1 . 3 0 6】 8 0 . 0 1 4 0 . 0 1 3 0 . 0

匝

盈 ③ 堤 体の 間隙圧 及び土 圧 ④ 池内の 設 備 (枚械

器 具等) の 作動 状況と調 査_ ⑤ その 附 帯施設 の 横能 と

調 査及び 調整 ⑥ 水面 降下 時の 法面 の 状況 ⑦ 流 入

量 と貯 水位 ⑧ 水質 の 化学分析

2) 貯 水位 と試験項 目

試験 中の 貯水位 と試験項 目, 貯水曲線,
観測計器の 位

置, 及び 地下水, 漏水量観測 デ ー タ は 表- 2 8
, 図2 6≡28

に 示す｡

〃

実 績注 入 量は表- 24 の と お りで ある
｡

6 . 完成後の 堤体安定計算

堤体完成後 の 安定解析 を行 っ た結果は 表25 ～ 2 7 及 び 図

- 25 の と お り で ある
｡

丁. 貯 水 計 画

1) 調 査試験 項員

貯水 しながら次 の 調査, 試験項目を行う
｡

① 堤体の 変 形 ( 水平
, 鉛直,

候斜, 移 動, 層別沈下,

法面の′状況 .② 魔轟及 び 周辺 地 山の 漏水上 漫盤量 の 謁_

- 1 8 - 水と土 第56 号 1 9 8 4



表一28 貯 水 位 と 試 験 項 目

憎芸事期 間l 調 査 試 験 項 目水 位

E L = 3 0 8 . 3 7 0 8 /1 0 各関係施設機械器具の 点検整備, 滞 , 湧水測定用三角堰の 設置, 三 角, 水準 測
量 に よ る位置,一高さの 確認, 各自記計の 作動状況確認, 水質化学 分析, 法面等
の 確認, その 他

E L = 3 0 8 . 3 7

E L = 3 1 4 . 1 2

71 1

7

1

2

′
′

/

/

8

8
漏水量

,
湧永量

,
堤体内永位,

施設橡器 の 作動, 表示 の 調整
, 沸定機 器の 作動

状況, そ の 他

E L = 3 1 4 . 1 2

( 20 % 水位)

01 0
02

6

′

/
′

/

8

9
堤体変形 測定 , 観 測データ ー の 解析, 法面状況 の 確認,

そ の 他

E L = 3 14 . 1 2

E L = 3 1 3 . 0 0

9

1 ;ク言5
放流 に 供う諸機器の 作動状況, 法面の 状況の 確認, そ の 他

E L = 3 1 3 . 0 0 6

8

1

1

/
/

9

9
法面の 状況調査, 低水層 ゲ ー ト 等の 漏水調 査, 水位上 昇軒こ対す る検討

E L = 3 1 3 . 0 0

E L = 3 2 0 . 24

2 6

拭
漏 水, 湧 水, 堤体 内水位 の 各 測定 , 測定計器 の 作動状況確認,

施設計器 の 作動
状況, 法面 の 状況, 確認

'

E L = 3 2 0 . 2 4

(4 0 % 水位)
03 6

4

1
1

/
′
J

′

O
1

1
1

堤体変形 測定, 水質化学 分析, 各節準叫デ ー タ ー の 分析, 水位上昇 に 対す る検
討, 法面 の 状況確認

E L = 3 2 0 . 24
E L = 3 26 . 3 6

0
02 5

2

1

1
/
/

1

2

1

1
漏水, 湧 水, 堤体内水位測定, 測定計器 , 施設 計器の 各作動状 況確認, 法面状
況確認

E L = 3 2 6 . 3 6

(6 0 % 水位)

01 3

2

1

2

/
/

2

2

1

1
堤体変形測定, 各観 測デ

ー

タ
ー

の 分析, 水位上昇 に 対す る検討, 三 角, 水準測
量 に よ る チ

ェ ッ ク
, 法面状況等

E L = 3 26 . 3 6

E L = 3 32 . 4 8

83 3

9

2

2
/
′

/

2

1

1 漏 水, 湧水
, 堤体内水位の 各測定

, 測定及び施 設計器 の 作 動状況 の 確認, 法面
の 状況確認, その 他

E L = 3 3 2 . 4 8

( 8 0 % 水位)
03 0

8

3

2

/
/

1

2
堤体変形測定, 水質化学分析, 各種観測デ ー タ ー の 分析, 法面の 確認

E L = 3 3 2
, 4 8

E L = 3 30 . 0 0

2 3

3

1

2
/
/

3

3
法面の 状況, 確認, 堤体内水位の 測定, その 他

E L = 3 3 0 . 0 0 4
(

U

2

3
ノ
/

3

3
各種観測 データ ー か ら水位上昇 の 検討,

法面の 状況確認

E L = 3 3 0 . 0 0

E L = 3 3 5 .-9 6

0
05 l

q
U

3
2

/
/
3

5
漏水

, 湧水量
, 堤体 内水位の 各観測, 測定及び 施設機器の 作動状況の 確認,

法
面の 状況確認

E L
= 3 3 5 . 9 6 1 0 放水路及び 多 田野川 の 安全確認, 関係機関 へ の 通報, 水位急降下に 対する検

討, その 他

E L = 3 3 5 . 9 6

E L = 3 3 3 . 2 9
堤体 内水位 の 観主臥 計画放 水量 に 対す る安全 の 確認, 各施設磯器の 作動, 法面
の 状況確認, その 他

E L = 3 3 3 . 2 9 2

8

1

1

/
/

6

6
各観測 データ ーよ り水位急上昇 に 対す る検討, 導水路 の 安全確認, 法面状況確
認

E L
= 3 3 3 . 2 9

E L = 3 3 5 . 9 6

9

3

1

2

′

′
一′

･

′

6

6

堤体 内水位観 軌 導水路の 安全確認, 取水量の チ ェ ッ ク
,

貯水量と貯水位の チ

ェ ッ ク
, そ の 他

E L = 3 35 . 9 6 4

0

2

3

′

′
′

/

6

6
各種 観測デ ータ ー よ り異状の 有無の 検討, 水位 上寿の 検討,

その 他

E L = 3 3 5 . 9 6

E L = 3 3 8 . 0 0

2 3 7/ 1

7/ 2 3
漏水量 , 湧 水量 の 測定, 堤 体内水位 の 測定, 施設棟器 及び測定計器 の 作動,

法

面状況 の確認 そ の 他

E L
_

= 3 3 8 .

_
0 0

(1 0 0 % 水位)

01 2 4

2

/
/

7

8
堤体変形, 三角, 水準の 各 測量, 各観測 デ

ー タ ー より安全の 確認､
そ の 他
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【報 ､文】
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2
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5

市街地 に お ける農業用 パ イ プラ イ ン の 計画及 び

施工 に つ い て (馬見ケ 崎川導水路)

目
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1
. は じ め に

最上 川中流農業水利事業ほ, 深刻な用水不 足を改 良 し

用水系統の 合理的再 編成を 図り, 併 せ て附帯事業 に よ る

区画整理, 暗渠排水, 末端 用水路等 の 工 事 を行 い
, 農業

生産基盤を 整備 し, 農業経 営の 近代化 に 寄与す る こ とを

目的に
, 昭和47 年度 に 着手 以来,

西部,
中央,

中部幹線

を 主体に 工 事を 実施 して きて い る が
,

昭和56 年度 よ り鳥

見 ケ 晦川導水路工 事に 着手 した と こ ろ で ある｡
こ の 導水

路は
,

山形市内の 中心地 を縦断す る軍要路線 で 国道下 に

管埋設すろ土事 で あ り
, 交 通の 確倶 , 尉辺住 民なこ 及なます

影響を考慮 に 入 れ,
工 事を計画 し実施 して いる と こ ろ で

ある
｡ 本報文 に お い て は

,
工 法の 検討,

施土実績等 に つ

い て 紹介す るもの で あ る
｡

2 . 事業の 概要

本事業計画地区ほ , 山形市の 西部に 位 置 し
, 最上 川 の

支流領川の 左右両岸 に 拡が る約497 0 血 の 水田 で あ っ て
,

最上 川を 中心 に して 言えば
, そ の 中流右岸 に 存在す る

｡

主要水源は , 最上 川本流で ある が
, 補助 水源 と して

, 最

上川支流馬見 ケ 崎川 妙見寺地内に 馬見ケ 崎Ji一合 口頭首工

を築造 して
, そ の 上 流 に 建設 された 蔵王 ダ ム ( 多目的 ダ

ム) の 貯 水を導水 し, 最上 川本流 よ りの 取水 とあわ せ て ,

本地 区の 用水量 を確保す る計画 で ある
｡

即ち 馬見 ケ 崎川

合 口頭首工 よ り最大3 . 2 5 ロ子/ s の 取水 を行 い
,

_
約30 0 m 下

流 で1 . 1 0 Ⅱ～/ s を分 水 し
, 残 り2 . 1 5 Ⅰ遥/ s を約 7l 皿 導水 し,

山形市 の 西 部商館分水工 で
, 中部幹線用水路 に 連絡する

｡

こ の 馬見 ケ 崎川導水路は
,

山形市中心 部の 市街地南側を

東か ら西 へ 横断 し
,

その 間国道を 3 ケ 所, 奥羽本線 1 ケ

所 と交差す る｡

*

東jヒ農政局最上jll 中津農業水利事業所

沼 田 義 春
音

大 沼 岩 男
*
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蔑見 ケ崎 川導水路ほ , 蔑見 ケ 崎肌合 口 頭首工 の 取 水位

( W L = 2 26 . 24) と , 末端商館分永工 ( W I 一 〒 1 1 8 . 4 3)

と の 森高羞が約11 0 m と大きく, 路線延畢の 由? . 0 血 の ほ

と ん どが 山形市 の 市街地を 通過す る
?

との ような環境条

件 を持 っ て い る こ とか ら, 開水路は 水理的 に 11 0 m の 落

差 を減勢す畠構造 と なる こ とか ら技術的 に 困難 で あ り,
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図一1 位 置 図
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¢

Q : 施設 の 良人涜量 ( m ソs )

o

q : 分水量 (最大値) ( ′′ )

o L : 延 長 ( m )
｡
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社会的, 経済的に 不可能で あ る
｡

した が っ て 導水路ほ パ

イ プ ラ イ ン 計画 と した が, ほ ぼ全線に 亘 っ て 市街地の 道

路の 下を 通過す るの で , 管種選定をこ当 っ て は 安全性を 最

重要視 した ｡ 又施工 方法に つ い て は , 工 事期間中の 交通

規制を最少野とす る こ とと
,

工 事の 安全 触土っ い て 最大

限の 注意を 払 っ て計 画 した
｡

3 .

‾ ‾
路線及び工 種の概要

馬見 ケ 崎川の 水を 農業用水と して
, 受益 地に 導 水す る

た め に は
, 馬見 ケ 崎川合 口頭首 工 の 位 置 ( 山形市大字妙

見寺地 内) か ら受益地の 最南端 で ある 商館 分水工 を結 び

市街地を 検断す る こ と に なり,
ル ー ト は どの ル

ー

ト を 通

っ て も市街地を 通る た め
, 道 路敷以外の ル ー ト に つ い て

は
,
工 事の 施工

, 用地の 確保の 上 か らみ て 不 可能 で ある｡

した が っ て導 水路の ル
ー トは 国道286 号線 及び 国道348 号

線下に 敷設す る もの と する
｡

こ の 道路 は 片側 2 車線計 4

車線, 中央分離帯及び 西 側に 歩道 を有 する道 路で あ り,

した が っ て下 記の こ と を 重点 に 設計 し施工 を行 っ た
｡

● 交通量 の 多い 道 路で ある の で
, 交通規制を 最 小限

至仙台

国道 286 号線

噂
首

エ

於

債

分

水
エ

F
掘

去こ
レド工

む-
･'lll 至

モ空
[コ
LLl

形

殿

庁

国道 13 号線

推進耳法

減

勢
コニ

高
飴

詞
整

弛
推進工法 シール ドエロこ(機械)

20 0 m 4 5 0 m 4 4 0 -n

( l ス パ ン) ( 3 ス パ ン)

※ 上記以列 に ､ 交通量 の 多 い 交差点は
､ 推進工はとする

｡ (
∫1 0 m

- 抑 ふ矧
_
空か 18

ヶ 所 )

園- 3 路線計画 図及 び 工

昏争

¢1 5 0 0

水理 諸元

D = 1 5 0 0 %‾ A = 1 . 7 6 7 m 2

Q V Ⅰ

Q 血 a )く 3 . 2 5 2 1 . 8 4 0 1 /6 2 0

Q m i rl 1 . 4 7 2 0 , 8 3 3 1 /2 6 8 9

Q 冬期 1 . 2 2 3 0 . 6 9 2 1 /3 7 8 9

オ ー プ ン タイ7
0

′ ヾイ プライン

馬見ヶ崎川

導水エ(Ⅰ)

Q l = 3 ､ 2 5 2 皿リS

L = 3 5 0 1 Ⅵ

T

W L = 224 .500

と す る構 造及び 施工 方法 を検討 した
｡

● 出来 るだ け短期すこ 工 事を完了す るた め- ,
工 区割 を

容易に す る構造を 選定 した ｡

● 将来の 維持管理を考えて , 地盤沈下,̀
て 地震を考 慮

して 設計 した
｡

以上の こ とか ら, 国鉄( 奥羽 本線) , 国道 ( 山形バ イ パ

ス) , 県道, 地 方道等と の 交差 部及び交 通量 の 特 に 多い 所

は
,

シ ー ル ド工 法及び 推進工法 と して 計画 した
｡ 主 な工

程 は ( 図- 3 ) に よる
｡

ヰ. 水理計画及び管捷の 選定_
‾

ヰー1 導水路 の水理計画

(1) 馬見 ケ 崎川導水路( 1 ) は
, 馬見 ケ崎川 に 頭首工 を

_設 け, 烏 見 ケ 崎川 よ り取 水 し
,

オ ープ ン タイ プ の パ

イ プ ラ イ ン に て
, 松 原分 水工 (開放型水槽) に 流入

す る ｡

(2) 鳥見ケ 崎川 導水路( Ⅰ) は
, 松原分水工 よ り下流紛

7 血 の クーロ ー ズ ドタ イ プ の パ イ プ ライ‾- ン で 末端 に 減

圧弁 (流量調整 を兼ね た ス リ
ー‾ニ

ブ弁) を 設置 し, 中

部幹線用水路 の 需要 に 応 じて
,

流量調整を 兼ね そな

え た パ イ プ ライ ン で ある′｡

や) 管径の 決定 ほ, 土地改 良事業計画設計基準 ( 水路

工(そ の 二))_
よ り , 設計流速の 標準値の 範囲で 決定

した
｡
(設計流速 の 標準値 ク

= 1 . 3 m / s ～ 〃 = 2 ･ O

m / s)

一 導水路( Ⅰ)
… 0 桝 α∬ = 3 ⊥ 2 5 ぷ/ s

… 管径 β = 15 0 0 皿
‥ ･

わ
= 1 . 8 4 m / s

一
一

導水路 川 ) ･ ‥ Q 桝 αズ = 2 ･ 1 5 d / s
･ ‥ 〝 β = 1 2 0 0 血 …

〝 ± 1 . 9 0 m / s

(4) 松原分水工 と末端南館分水工 に 設けた 調整水槽の

必要性 に つ い て

( 冬期Q = 0 ･2 2 3

､
が / s )弓 亭

モ ニ ニニ

ヽ‾く▼7 y
J V

諌 芸還
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水妄蒜
==ミミ

ミミ≦; =: =

D = 1
,
2 00 % A = 1

,
1 3 1 山

2 ミ±⊇= :

Q Ⅴ Ⅰ

Q m a x 2 . 1 5 7 1 . 9 0 7 1 /4 7 7

Q m i n 0 . 8 2 0 0 . 7 2 5 1 /2 6 81

Q 冬期 0 . 2 2 3 0 . 1 9 7 1 /2 9 41 Z

こ:=
二: = :

セ ミ クロ ー ズ ドタイプ パイプ ライ ン
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図- 5 属見 ケ 崎州導水路 の 水管理 シ ス テ ム に おけ る境器配列系統図

馬見 ケ 崎川 導水路の 流量調節 は
, 供給量 に 応 じた

供給主 導型 で
, 各倭器配列系統 図は

, 図- 5 の 通 り で

ある｡ 流量 に 変化 が起 り, 異常状態 が発生 し
, 供給量

が 極端に 減少する と
, 松 原分水工 の 水位 が下 が り , 最

悪の 場合管内に 空気 を吸収す る恐れ が ある た め
, 松原

分水工 の 水位を監視 して 水位が
,

一 定 以下 に 下が っ た

場 合 ‥ 馬見 ケ崎 川合 口 頭首工 の 取 水ゲ ー ト を操作一して

水位 を 確保する もの と する
｡ 更 に 水位 が 下が る 場合

ほ , 末端南館分水工 ( 調整水槽) 以 降の 需要量i こ関 係

なく,
ス リ ー プ弁を閉 じ管内 へ の 空 気の 吸 収を 防止す

る｡ 又 ,
ス リ ー プ弁を操作す る場 合管に 水撃作用 が起

こ らな い よ うノ ミ ル ブ操作速度を出来 るだ け緩くす る必

要が あ る｡ した が っ て 松原分水工 に は あ る程度の 貯水

容量が 必要で あ り, 又 , 南館分水工 も下流の 需要 に あ

わ せ て 調整水槽を 設け る必要があ り, 調整水槽を 設け

る計画 と した
｡

1 - 2 二管種の 選 定

当パ イ プ ラ イ ン の 管種選定 に つ い て は , 全線に わ た り

県管理の 国道 ( 28 6 号 ,
3 4 8 号線) の 主要道路下に 埋 設す

る こ とと
, 内水圧 ( 静水圧で 約100 m ) が大きく , 管程遠

建 に つ い て は 下記の 設置条件と , 機能を 満足す る管種を

選定 した｡

● 補修が 困難で あ る事か ら, 漏水及び 管体の 破損が

な い 事｡

● 施工 地盤 が礫層 で 固く, 矢板の 打込み が 不 可能 で

あり, 交通量も 多い こ とか ら施工 性を 重要視 して 検

討す る｡

● 都市化が 進t r計こ つ れ て
, 水質の 汚染が 進行す るも

の と予測 さ才1 るが
,

こ れ に 対 して 充分に 耐え得 る管

種 で ある啓｡

● 交通量の 増加 に 伴な い
,

埋 設管 に 対す る振動の 影

響 が増大さjl る が
, 此の 振 動に 対 して充分安全 で あ

る事｡

以上 の 項 R を満足す る 管体 と して
,

ダ ク タ イ ル 鋳鉄管

及び綱 管に つ い て
, 腐食性, 施工 性を検討 した 結果, 鋼

管 は現場 溶接で あ り, 施行期 間が 長く な る ｡ したが っ て

当導水路は
,

■高内水圧で も使用突蹟 が あり, 管体 と して

の 性能 もす ぐれ て い る ダ ク タ イノ㌣鋳鉄管 と した ｡
■

ダ ク タ イ ル 管管厚計 算

管厚決定の 計算式は , 土地 改良事業設 計基準 に 基づ い

て 算定 した
｡

以下算定式を示す ｡

∫ =
幽 巫
2 t7 α､

た だ し f : 管厚 ( C m) .

β: 管の 内径 ( 伐)

ガ : 内圧 ( k9/ c遥)

〃 : 外圧 に よ っ て 管体i こ 作用す る最大曲げ モ

ー

メ ソ 丁 ( k 9/ ぷ)

6 α : ダ ク タ イ ル 鋳鉄管の 許容引輩 応力真

( k9/ cd)

以上の 計算式を 使用 し
, 各測点毎に 計算 し,

こ れ を ま と

め て最終的ケニ は更 に 腐食及 び公差余裕を見込ん で 管種を

決定 した ｡

5 . 施工 計画及び工 事の 実施状況

■馬見 ケ 崎川 導水路は
, 全線県管理の 国道下埋 設 で

, 道

路下に は土被 り1 . 20 m で 水道管, ガ ス 管及び 電 気 電話

ケ
ー ブ ル 等 が埋 設 されて い る の で , 埋 設物 を避けて 埋 設

する必要 が ある｡
した が っ て道路管理者 と の協議 に よ り

馬見ケ 崎川導 水 掛･ま, 最 小土被 り1 . 5 0 m を原則 と して縦

断計画を 行 っ た ｡ 又, 国道, 県道 及び市道 の 主要道路 との

交差部は
, 推進 工法むこ て 施工す る の で , 縦断計 軌 こ対 し
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て 土被 りは充 分考 慮 した｡ 導 水路 の 勾配ほ道路下埋設 の

た め 道路の 勾配と同 じに なり, 約1/ 50 と 比較 的急 勾配 で

下 に 向か っ て
■一

定勾配で あ る
｡

地質状況は 扇状地堆積物

で あ る玉 石湿 り砂嫌層が 分布 し
, 卓5 00 皿 ～ ¢60 0 皿コの 転

石が 現出 され るもの と 想定 され る こ とか ら, 綱矢板工 法

は矢板の 打込 が不可能で あ る｡ した が っ て 簡易矢板土留

工 法 に て開 削す る こ と と した｡ 又 , 推進工 法は
, 地下水

位 が 高い こ とか ら全線 に わ たり地盤改 良工 法( 薬液注入)

を 行 っ て止 水及び切羽 の 崩壊を防 ぎ, 立抗は ラ イ ナ ー プ

レ
ー

ト工 法 と し止 水は薬液注入 工 法 に よ る計画 と した
｡

5 - 1 開削工法につ い て

本 工 事の 開削に よ る施 工 ほ , 県管理 の 国道 で道路周辺

は商 店, 学 校, 病 院等の 都市施設 及び住宅が 密集す る市

街地内の 工 事で ある た め , 道路上 で の 施 工幅 は
, 道路管

理者との 協 議に よ り̀ , 道路 中央部 幅600 m の 範 田で施 工

す る よう決め られ て い る こ とか ら土留 工 が必要 で ある｡

土留工 施工 時に お け る振動, 騒音, 交 通対策 等に 十分 注

意 し, 工 事を 行うた め 工事 用俵 筑 ･ 機材 の 選定 を含 め開

剤工 事i こお ける 土留工法 に つ い て は
, 基 本方針 と して 公

害防止法に 準拠 し つ つ 検 討 した｡

(1) 基 本方針

(9 ‾市 街地工 事 で ある こ と か ら
, 振動, 騒音 規準 を考

慮 した 無公害 横に よ る 施工 とす る
｡

② 作業幅員を考慮 した使用扱 種の 選定 に つ い て検討

する 必要が あ る
｡

③ 工 事期間を出来 る だ け短縮 する よ うな構造 及び 工

区割を検討 す る｡

以上の こ とか ら, 土留工 を検討す る と, 建込み 式簡 易矢

板土留工 が最も適 して い る と判 定 した｡

建込み 式簡易矢板土留工 法と は , 掘削と 平行 して 支柱,

土留 パ ネ ル を建込 む工 法で, 掘 削壊械 ( バ
ッ ク ホ ー

0 . 4

む

d 級) をその ま ま利用 して 作業を行 う こ とが 出来 る
｡

又
,

一 般的 な土留工 法 で ある網矢板土留工 法及び 横矢板土留

工 法 と比較す る と
,

大型機械の 使用を必要 とせ ず, 又 ,

無 公害 工法 と して の 利用 も可能 で ある｡

(2) 施工方法

の バ
ッ ク ホ ー に て掘 削後, 建込み 式簡易矢板 土留工

法で 矢板を建込 み,
た だ ち に 掘 削土 , 又は 山砂 で案

込め を して 管布設を行う｡

② 建込み式 簡易矢板 土留工法 は
, あらか じめ ス ライ

ド レ
ー

ル と ,
ス ピ ン ド ル 及び ロ

ッ ドを対一iこ 組 立て を

し であ るもの を,
バ

ッ ク ホ
ー･ に て 建込む もの で ある｡

③ 管の 布設方法ほ
,
1 0 t の 門型 ク レ

ー

ン に て ダ ク タ

イ ル 鋳鉄管を つ り込み 布設す る｡ 管埋 設按は 従来 の

舗装と同等の 舗装を 復旧 す る｡ 舗装修理 幅ほ 損傷 を

与えた 幅は もち ろ ん の こ と 最小幅ほ , 掘削幅＋ 片側

1 . 5 m と した ｡

④ 工 事の フ ロ ー チ ャ ー ト

囲- 6 の と お りで あ る
｡

弟 工

完 了

+二車 用 腐 蝕

保 安 施 設 殺 ;荘
管基礎工
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没 前

円型ク レ ー ン
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荷k 去
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3 0 1ロ

ロー丁- シ オ
ン

/
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欠ク
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ま で

し
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写真- 1

⑤ 施工機種

④ 簡易矢板の 建込み ほ ,
バ

ァ ク ホ
ー

(0 . 4 d 級)

を使用す るこ

⑥ 簡易矢板 の 引抜 きは
, 門型 ク レ ー ン (1 0 t )

を 使用す る｡

㊤ ダ ク タ イ ル

_
管布設は , 門塑 ク レ ー

ン ( 1 0 t
′) を

使 用す る｡

③
__

腐 起
_
L り設置数去は

, 門型ク レ ー

ン ( 1 0 t ) を

使用す る
.

｡

⑥ 施工 の 標準断面は
, 図- 7 に よ る ｡

5 丁一之 シ ー

ル F エ 涛に つ い て

(1) 工事の概要

当工 事は
, 馬見 ケ崎州導水 路始点紅 位置 し

, 鳥見 ケ 崎

川合 ロー頗首工 より松原分水工 ( 開放型 水槽) 監 導 水す る

た め
, 松原分水工 を発進立坑 ( オ ー プ ン ウ

‾
ェ ル エ法) と

して 手掘 シ ー ル ド工 法に よりナミイ プ ライ
_

ソ の 築 造を計画

したこ

●松原分水工 ( オ
ー

プ ソ ウテ
ル 工法 で 施工 し, 発進立

坑 匠 利用 した) …
… ･ - … … … … 1 ケ所 .

● シ ー ル ド延長 … … ･ ･ ‥ … … ･ ･ ‥
† L = 3 4 5 血

● セ グ メ ン ト延長 ･ … ･ ･ … ‥ … ‥ ･ ･

L = 3 4 1 m

●管布設エ( p S アC 管 5 穫管) - ≠1 騎0 址 L = 3 歯 m

● エ ア ー モ ル タ ル 充填工
･ ･ … ･ ･ ‥

L = 3 4 5 m

●地盤改良工
… 無磯溶液塾水 ガ ラ ス 系 の 瞬鈷タ イ プと

浸透型を 二 重管 ロ ッ ド2 シ
ョ ッ ト方 式で施 工 した｡

分水工 部･ … ･ ･

薬液注入量Ⅴ = 4 78 . 翻 β

シ ー

ル ド東‥ 儀 液注入 量Ⅴ = 1
,
5 1年15 2 腰 ･-

( 2) エ琴の 検討■‾

① 立境 (松 庶分水土) の 工法検討

立 境ほ
,

_
地質凍渡, 環境等匠 よ っ て 工法が限定され る

こ
_
とか ら,_

一 般的 旺 三
尊･

一

寸 チ ッ ク ケ ー ブーア ユ 法,
オ ー

プ ソ ウ ェ ル エ 法,

‾
遵故地中盤土法, 錮衰夢二 汝等が奉る ,

次の 諸条件,

○比較 施 療造物嘩硬密葬芸可､ さい ｡

○玉 石, 転石群 が想定 きれた｡ (礫径 卓500 皿 ～ 軒1
,
0 0 0 地)

0 盤琵の 二 辺 が国道 匠一隣接 ⊥て い る
｡ .

0 住宅区域 で ある｡_
○馬見 ケ噂州 の 伏線水も含め , 地下薮が豊富や ある

｡

○分水 工とシ ー ル ド東進立坑の 蝉鮨を 果 し, 且 つ 工 期の

短鯨, 経済性及び 安全性を 因 る6

を前渡と･して 橡封んた 結 晃
一 奴工 法の 明 り据 掛 こ よ

る分水 工築造 よ りも山嶺を寮ね,

一
し かも分泰工草 して

の 橡能 をそ なえ缶 ク ェ ル 工法を拷用 した ｡ L か し ,- や
†

エ ル 工 法に よ る水中凝翻で 払_三_
舶8 0 甲､ヤ 申10 0母野 の

疎層を掘削す る こ
_
と棟困難で あ季｡‾した が サ て ク よ ル

･周簡及び 底蔵の 地盤薮鼻を葱い
,

止 薮
_
地中安定を図

り,
ドラ イ状態で 掘削する こ とと した

｡

② チ据 シ ー

ル F エ 準申療軒
_

㊥ 工 法検討 の 姦粋

土質
… ･ …

∴砂壊層-( 環経卓静 蜘氾 ん
一重1 脚 )Ⅰ5 % ん

_. 却%

地下 か ･ こ い ･

伏渡来も含め 襲藻琴率転, ,′感 激痍数通ミ

10 : a
伽/ 錐 C ■

土被 り … …

5 Ⅰ芯 ～ 6 m

⑥ 環境保全の 条件

● 国道 の 陥没防止

∵●地下水野渡 み 上む割こ よ る■周辺井戸 匠 対す る枯渇 防止

●地盤改良に よ る薬液の 浸透防止
一

●地 下埋設物防護 ( ガ ス ･ 永亀 電琴等)

以上 よりエ 法は
, 手掘 シ ー ル ド工法, ある い

■
ほ芋菰陵

道工 法が考えられ る
｡

い ずれ 申工 法を選定 する に‾して も,

工 法検討条件及び 環境保全を図る 盗紅 凍 助工法として,

地 盤改良が不可欠と判断 した
｡

しかも 当該 工事 ほ, 助 台

～ 山形 間を結ぷ主要 国道直下 で あり手 国造 の 降没蛛万 匠

一

つ も避 けなければ ならない ｡ 耳, 搾業安全艶 ∴ 辣覆

工 の 倍額性か ら判断 して 事務 ツ ー ル ド工 漬を採挿した ｡

零真 ｢ 立

脚 補助 工法 (地盤敦盛) 紅-らも
‾

Y 宅

① 目的

け ネプ中二革疫
,

エ溌 晩封で 述べ変温■玩善感或単一∵
ル

F エ 法を採用 し
, 叉 , 補 助王改 も不可欠 である 乏判僻 し

た｡
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補助工 法採用に 至 っ た経緯 を述 べ る
｡

現地の 環境条件は
, 一

一

般国道2 86 号線, しか も シ ー ル ド

ル ート と並行 して 暴れ 川と言わ れ て い る馬 見ケ 崎川がす

く
｡

膀を流れて い る｡ 付近 は民家も密集 して お り, 発進立

坑の 下流に ほ 馬見 ケ 崎川及び 地下水を集水使用 して い る

浄水場が あ る
｡

一 方当地 の 地質 は主 と して妙味層で あ る

上
, 直径¢10 00 皿 程度の 大転石が 介在 して お り透 水性 は

大きい
｡

こ の ような現場条件に 於ける シ ー ル ド推進iこ 対 して の

問題は 次の 通 りで ある
｡

㊤ 民家の 井戸 (使用 中) 枯れ を防 止す る
｡

:一番 シ ー

ル ド施工 箇所か ら北側 (下流) に は 浄水場が

ある 為, 地下水 の 汚染 防止をす る
｡

(互I 透 水性 の 大 きい 砂疎層は
,

シ
ー

/ ン ド推進時に 湧水

が 予想され る為, 止水処理が必要で ある
.

｡

④ 砂礫層 は殆 ん ど粘着力が期待出来な い 上 に
, 大転

石 も有り掘進時 の 切羽及び 周辺の 崩壊が 懸念 され る
｡

㊤ シ ー ル ド ル ー トは , 国道28 6 号線の 下を掘進 し し

か もこ の 国道 は仙台 ～ 山形間 の 主要道路 で あ る為, 安

全 に 施工 しなけれは な らな い
｡

(D シ ー

ル ド ル
ー

ト に 並行 して 馬見 ケ 崎川が 流れて お

り, 河床 とほ ぼ同 じ深 さを掘 進する｡

② 工 法検討

前記の 諸問題を解決す る方法と して
.

(彰 地下水の 止水処理

(昏 粘着力の ない 砂疎層の 自立性 の 確保で ある｡

④を解決す る方法と して は , 圧気工 法が 考えられ る が ,

付近の 地盤があ ま りに も透 水性が大きい 事か ら, 民家井

戸の 醸欠, 浄水場の 集水井の 酸 欠, 道 路及び 馬見 ケ 崎川

へ の 漏気な どの 現象発生が 予想 され
,

当工 法 で は実 効が

上がらない 上 ひ い て は 公害問題が生ずる危 険がある
｡

次 に ウ エ ル ボ イ ン ト ( デ イ ブ ウ ニ ル も含む) と
, 薬液

注入 に つ い て述 べ る｡

ウ エ ル ボ イ ン ト に つ い て王も 良透水性地盤 で は 打設本

数が多く な る上 に , 用地確保も難 しく, 道路上に ほ 施工

で きな い
｡

又
, 井戸枯れ が生ず る事か らも問題が 多 い

｡

薬 液注入は
, 当地盤 の 透水係数 E = 1 0‾3

c m / s e c か ら

1 0‾5 c m/ s e c 程度 に 改良す る こ と は-吋能 で あり,
止水処理

は期 待出来 る｡ 更 に , 止水処理 と 同時 に 地盤 の 粘着力を

付加す る事も出来る 為, ⑥ の 問題も解 決出来 る
｡
ただ し,

薬 液注入 の 場合, 井戸 へ の 流入, 地下水の 汚染等を 生 じ

和
､ 様充分管理 が必要 で ある

｡

以上 の 書か ら当該工 事 に 於け る シ ー ル ド靡 遊工 事に 対

す る補助工 法を, 採用す る こ とと した
｡

③ 地質概要

当地の 土質は新 第三 紀中新世 の 硬質 頁岩
,

凝灰岩 集塊

岩 等か らな る草薙眉 を基盤と し, その 上部に 砂疎を 主体

と して 沖積層が厚く 堆積 して い る
｡

こ の 砂礫層は ,
ロ ー ム と土 石を混人 した居 で あ り

,
地

下水を多く含ん で い る上に , 直 径¢1 00 0 ∬m 以上の 大転石

が10 % 程度み られ
,
透 水係数 K = 1 . 1 7 ～ 4 . 8 & × 1 0‾a

叫/

S e C とな っ て い る
｡

蓬) 薬液注入 工 法の 検討

現在使用 されて い る代車的な注入工 法は
, 単管 ロ

ッ ド′

注入 工 法,
二 重管 ロ

ッ ド工拷,
ダブ ル パ

ッ カ し エ法 な ど

が挙 げらj l る ｡ 各種工 法共 一 長 一 短が あ るが, 当地の 様

に , 地下伏流水 の 流れが 早 い 砂疎層 へ の 注入 で ある こ と ,

砂疎屑 の マ ト リ ッ ク ス に 細粒分が多い こ と , 長大 ス パ ン

の シ ー

ル ド防護注 入で
, 高い 止水効果を必要と す る こ と

等を綜合的 に 判断 して , 種 々 検 討 した 結果 二 重管 ロ ッ ド

工 法を 採用 した ｡

⑤ 注入言‡･ 画

④ 注入乾田

ト ン ネ ル 工 事むこ於い て 注入範囲を決定す る 要因 は
,

｢ 地盤の ゆ るみ 範囲+ か ら求め る場 合,
｢ 土の 塑性領域+

か ら求め る場合, 又
, 実蹟例を 参考 と して 決め る場合等

が あ るが
, 当地の 場合 は 塑性 債域に よ る事 と した｡

地【如こ ト ン ネ ル を掘削する と . 地 中の 応 力の ノ ミ ラ ン ス

が 失 なわ れ ト ン ネ ル 周辺に 付加応力が 発生す る｡
ス ベ

リは
, 最大主応 力と最 小主応力 と の 差 が ある限界以上 に

なる と発生す る こ とがわ か っ て い る
｡ す なわ ち

, 地中の

ある 点の 面 に お ける応 力状態 が モ
ー

′ンの 包路線 に 接す る

r
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周一川 注入 計画 ( 注入改 良範囲及 び注 入 札配置)

よ う に な ると ス ベ リ が 起 こ る
｡

こ の 線は , 土の 粘着 力と

内部摩擦角 に よ り蔑超 され る か ら,
ダ ラ ー〉 ト に よ り粘着

力を 増加 させ て や れ ば 図- S の よ うに な り, ダ ラ ウ ト 後

の 直線 に 対 して 余裕が 生 じる こ と とな る
｡

図一1 0 の よう な注入 に よ り粘着力 ( C ) の 増加 した 他

山に ト ン ネ ル を 掘 る と
,

d < r < R で 表わ され る r の 範

囲ほ 塑性簡域 と な る ｡ 塑性領域の ♂
I は 次式に よ り求め

られ る
()

一旦吐
=
ヱ中二 牡

(応 力平衡式)
∂′ r

∂0 一∂
,

= 2 C ( 破壊条件式)

r = 丘 の と き ♂
r

= ♂
均 ( 土被 り圧) と して

岬 桝 ＋2 C l 凸芸
裏道 め注入 せ 行う前 で は r = d で ♂f

= 0 で あ るか ら,

1 n 月 = 昔＋1皿 d

げ
れ

= ( 万一月) れ と おく と,

1 n 糾 告 = 告＋1n d

が 得 ら れ る
｡

こ こ で d = 1 . 2 2 5 ロー
,

g = 6 . O m
, r 土

=

1 . 9 t/ d C = 6 . 2 t/ c遥 を代入 す る と
,

月 = 2 . 3 m が 得 られ,

月- d = 1 . O m とな る
｡

した が っ て
, 当地 の シ ー ル ド防護の 注 入範囲と して は ,

上部, 側部 共1 . 0 皿 と した
｡ 底部は 経験値 よ り 0 . 5 m と し

た ｡ 又 ,
シ

ー

ノン ド掘進す る境部分は , 外周の 止水処理 に

よ り自立性 ほ 得 られ ると の 考 えか ら中抜き断面 と し , 内

部残留水 に よ る崩壊をも考え2 0 m 毎 に 厚 さ1 . O m の バ ル

ク ヘ
ッ ドを 設け る こ と と した ｡

なお , 発進立坑の 注 入範囲は , 本体が ウ ェ ル 工 法で あり,

1L 水 と地 山の月 立性を得 るた め■に , 側部を1 . 5 m
, 庶盤厚

さ2 . O m と し た
｡
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園一11 立 坑 概 要 図

⑥ 注入 材料

注入 材料 の 決定 に は , 特 に 現場の 土質条件が 重要な要

田と な っ た
｡ 従 っ て . 土の 透水係数, 土の 粒皮紐成か ら

み る と . 溶液型水 ガ ラ ス で なければ 十分な 地盤改良効果

が期待 出来な い こ と, 又 , 前 に も述 べ た 通 り, 当地の 砂

凍層か ら集水 して い る浄水場の 集水井が近 接 して い る事

か ら
,

公害防止上の 点も考慮iこ 入れて
, 無楼中性型水 ガ

ラ ス の 薬液を採用 した ｡

▲
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園一1 2 シ ー ル ド工 施工計 画図

(4) 実施状 況

① 松原分水工 ( 開放 型水槽) の 施 工 に つ い て

今回 の 工 事 で は
,

シ ー

ル ドの 発進基地 と して 使用す る

行 か , 将来の 農業用水路の 分水工 と して使用す るた め ,

オ ープ ン ウ ェ ル 工法 に よ り,
コ ン ク リ ー ト構造物を 地 中

に 構築する方 法を採 用 した
｡

ボ
ー

リ ン グ調査の 結果, 地

下水位 が 比較 的高 い た め , 止水及び 周辺地盤強化の た め
,

ウ ェ ル 底盤部及び周辺部は 立 坑嘩工 前 に 薬液注入 を 行 っ

た
｡ 立 坑の 概要 ほ 図- 11 の とお り であ る

｡

④ オ ー プ ン ウ ェ ル 工 法に て 施工 する こ と か ら, 立坑

の 施工 性を 高め るた め に , 止水, 及び 地盤 強化 の 目

的で
, 薬液注入 を行 っ た

｡ 改良範巨酌ま底盤 部を 底盤

コ ン ク リ ー ト の 下端か ら 2 . O m
, 匁 口 の 先端 か ら1 . O

m
, 周辺部に つ い て ほ , 立 坑外壁部か ら 1 . 5 m の 範

囲 で 地下水位と 想定さ れ る 高さま で施工 した
｡

⑥ 綱製 シ
ュ

ー

の 製作は 8 分割 して 現場 に 搬 入 し, 補

強板を 当て , ボ ル ト で 締 付 して 組立て た
｡

据 付に 当 っ て ほ
, 均 し コ ン ク リ ート ( ♂2 8

= 13 5 k 臥
/ c m

厚 さ 10 c m
, 巾5 0 c m ) を打設 し, 水平 に 据付けた ｡

(9 打 設 ロ
ッ ト害すり ほ ,

1 ロ
ッ ト3 . 5 m

, 2 ロ ッ ト 2 . 2

m 3 ロ
ッ ト4 . O m と した ｡･

④ 沈下掘削ほ , ウ ニ ル 中央 部を ミ ニ /
ミ

ッ ク ホ ー

( 0 ･ 2 Ⅰぜ) に て 行い
,

周辺部は 人力に よ り行 っ た
｡ ･掘

削は 対角線上 に 行うよう に して
, 傾斜 を極力生 じさ

せ ない よ うに した
｡ 薬液 注入 の 効果 に よ り

,
掘削中

に お ける 浄水は ほ とん どなく , その た め 刃 口 部分の

掘削状況が 容易 に 目視 で き, 沈下状況の 把握が ス ム

ーズ に 行わ れた
｡ 現場の 地質ほ , 玉 石 混 り砂礫で あ

り, 掘 削途 中 に お い て ¢500 ⅠⅦ ～ ¢10 0 0 m m 程度の 玉

石が10 % 程度含 まれて お り, そ の 取 り除きに か な り

の 時間を要 した｡ 特 に 匁 口部分 に 転石 が 出現 した 場

合 ほ
, 小割 り等だ い ぶ 難渋 した

｡

1 日 当りの 沈下量は 平均 して 30 c m ⊥4 0 c m の 間 に あ

り,
4 隅の 高低差ほ 最大で20 c m 前後とな っ て い る ｡

最終沈下完了後, 基準高 ほ 計画高に 対 して - 70 m m

( 平均) と な っ た
｡

又
,

4 隅の 高低差 は 最大30 皿 で

C

代

ト

■【
も

藍
舌
‥
什

叶

U

L

∽
(
}

土砂 ス トノ クヤード

′
‾

あ っ た
｡

当初, 必 配された 分水工 本体の ひ び割れも無く,

ス ム ーズに 沈下完了す る こ と が 出来た の は
,

薬液注

入 に よる 補助工 法と ,
コ ン ク リ ー ト壁 を厚く し

,
鉄

筋を 十分入れ た 為と 思わ れ る
｡

② 手掘式 シ ー ル ド工 法 の 施工 に つ い て

シ
ー

ル ド工 法の 成否 は
,

一

般に 地盤構成 に よ るも

の が 大きく 当該工 事 に 於 い て も, か なり難航が 予想

され, それ に 対応す べ く薬注 に よ る地盤改良を 施工

ェ アモ ル タ ル 充填

ニ

〇

に

ご
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賢
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セグメ ント番号

(1 リング≒ 0 .9 M)
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( m m)
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図一柑 シ ー ル ド 管 理 図

し万全 を期 した ｡
シ

ー

ル ド推進を開始 した が 予想通

り,
玉 石

, 転石 が 出現 し, それ らを取 り 出す作業 に

時 間を要 した｡ 昼 夜 2 リ ン グ ～ 4 リ ン グの ペ ー ス で

進捗 して 来 た が , 発進立坑 よ り90 m 付近 で湧 水が発

生 ( 毎分240ゼ 前後) , そ して 大転石 及び 木工 沈 床等

が 出現 した ｡ その 為に ,
シ v ル ド上 部, 進行方 向右

側面か ら肌落, 崩壊現象が発 生 し
,､ 道 路陥没 ,

ト ン

ネ ル 作業員の 安全上 掘削作業を 余儀 無く中止 せ ざる

を得な か っ た
｡ 切羽部分 の 土質照合を 行 っ た 処

,

¢50 0 m ～ ¢10 0 0 皿 の 転石が 多く,
マ ト リ ッ ク ス の 粘

性土 シ ル ト 分は 殆ん ど無く,
9 0 m 以前の 土質に 比較

して 急変 して い た ｡ 切羽 に 山留を行い 完全に 閉塞 し

た
｡

その 後 の 対策調査 と共 に , 付近住民か ら聞き と り

を 行 っ た 結果, 烏見 ケ 崎川氾濫後復 旧 した 人工 地盤

つ ま り土質 の 2 次構造を 呈 した 地盤 で ある こ とが判

明 した
｡

地質 内容は
,

玉 石転石 が多く,
シ ル ト粘土

分 が 無い こ とか ら間隔 が大きく‾な り , 又 , 既存注入

ゾ ー

ン で ほ転石 除去 に よ り , 止 水 ゾ
ー

ン が 繍少 され

る 為, 上半及 び 山側 に 更に 補強 ゾ ー ン を設けた ｡ 補

強注入 工 事に は
, 約 一 ケ月 の 工期 を要 し

,
再掘進を

開始 した が, そ の 後 は昼 夜2 リ ン グ ～ 4 リ ン グの ペ

ー

ス

_
で , 掘進 を 終了す るこ と がで きた ｡

5 一 さ 推進 工法 につ い て

(1) 施工 条件

導 水路は
, 全線に 亘 っ て 市街地の 道路下に 埋設 され る,

従 っ て
, 国鉄 , 国道, 県道 及び地方道 との 交叉 ほ避 けら

れず,
こ れらを 横断す るた め 全路 線を 開削に よ り施 工す

る こ と は
, 交通対策上困難 で あ る

｡ 従 っ て 先の 横 断 ケ所

は , 推進工 法及び シ ー ル ド工 法に より施工を 行 っ た
｡

そ

の 中で 推進工 法は , 国道横断を含め て18 ケ 所と な っ た
｡

(2) 地質概要及び 施工 計画

本地域ほ
, 馬見 ケ 崎川の 流域で あ る こ と か ら砂鎌, 玉

石,
‾転石が 不整で 沖積層を 形成 して い る地域 で あ る｡ 地

下水位 は G L - 2 . 0 0 m 前後 に 有 り
, 管埋設予定 よ り高い

位置 に ある
｡ 従 っ て 推進工 法を 行う場合, 立 坑は 鋼矢板

の 打込 み が不可能 で あり ラ イ ナ ープ レ ー ト小判型で 計画

した ｡ 管体 の 推進 に あたり,
地 山の 崩壊 と地下水の 止水

対策 が必要 で あり, 補 助工 法 と して全断面 の 薬液注入 を

行 っ て対処す る こ と と した｡

(3) 補助 工法 (地盤改 良) の 計画

推 進工法 を採用 した 箇所 は 交差点 部 で ある こ‾とか らそ

の 安全対策は 重要 な ポ イ ン ト で あ っ た ｡ ま た推進 ル ー ト

の 土質は 玉 石 転 石混 りの 砂 疎層 で ある こ と, 地下 水が

豊富な 事か ら注入 工 法は 5 - 2 シ
ー

ル ド工 で採用 した も

の と 同 じ二 重管 ロ
ッ ド工 法と した｡

注入の 範囲 に つ い て ほ
, 推進管上部の 注入 厚さ は シー

ル ド工 で の 考え方と同 じで
,

土の 塑性領域 に より断面を

決定 した ｡ 推進管側部の 注入厚 さは
,

テ ル ツ ァ ギ
ー の ゆ

るみ 範 囲か ら求め たd 即 ち囲- 17
,
･ 下式で 得られ る側部

ゆ るみ 線 を 包含す る 巾( B )‾か ら注入厚 さを決め た もの

で
,

下部 ほ シ ー

ル ド防護 と同様経験値 と し0 . 5 m と した
｡
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テ ル ツ ァ ギ ーの ゆ るみ 土正式を 示す｡

ゐ =号i l ＋si n(45
｡

一号)‡

恥 β c o s(45
0

一号) ･ … … ･

β = 糾 2 仙 m(45
0

一号)
ゐ｡

=

盲 志 -(1 イ 且 叫 号)
β : ゆる み 巾( m )

ゐ0 : ゆる み 高 ( m )

β : ト ン ネ ル 直径 ( m )

g : 土圧係数 ( ≒1)

¢: 内部摩擦 角

方 : 土 被 り ( m )

ゐ: 滑 り面の 高 さ ( m )

r : 土の 単位重量 ((〃d )

G L

ゆ るみ 範囲

勺

園- 1丁

b o

桧波三 丁目ii
l1
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tl

重量塾注 入範囲

コ
舐

.り
ー
O

N
.

N

至
国
道
13

号
繰

又 , 立坑 は
, 発進及び 到達坑共 ラ イ ナ

ー プ レ
ー ト で 掘

削す るた め, 事前 に 止水を 目的 と した 薬液注入を施工 し

■た ｡

又
, 使用 した 注入 材は

,
シ ー ル ド工 施工 ケ所 と 同様無

機溶液型中性水 ガ ラ ス の 薬液 と した ｡

(4) 推進工 法の 施工 結果 ( 図- 16) より参考 例

(丑 工 事 内容

●推進管･ … ‥ 口 径12 0 0 皿( 推進用 ダ ク タ イ ル 鋳鉄 管)

β = 4 8 . 0 0 m

▲補助 工 法 … 薬液注 入工 法 で対処 し, 水 ガ ラ ス 系を

使 用した｡ ( 二 重管 ロ
ッ ド瞬時工 法)

● 使用揆械 ･ ‥ 元押 ジ ャ ッ キ10 0 t
,

4 0 0 ス
ニ

ト ロ 丁 ク 4

基 ,
1 2 0 0 ス ト ラ ッ ト 橋塑定置式 ク

レ ー ン ( 5 t )

● 土質 ‥ ‥ ‥ = ･ 全体が 礫層 で
, 如00 血 ～ ¢50 0 m 田の 玉

石が 主 で 時折100 0ⅠⅦ 前後 の 転石が 現わ

れた
｡

② 施工 結果 と考察

推進工 ほ
, 切郵 こお い て 玉 石の 取

.
り除き作業が 主 とな

り管 内掘削 と同時に 元押 し (10 0 t 4 0 0 ス ト ロ
ー ク 4 基に

ょ り) 管を 押 し込み切羽の 崩壊を防止 した ｡

又
, 時折申100 0 皿 I程度の 転石が 出 る為, 切羽で 削岩機

を 用い て 破砕 し管内 ト ロ 串に て搬 出 した
｡ 転石, 玉 石が

あ る為掘削面が平坦 で な い の で
, 管の 偏位 に 細心 の 注意

を 払 っ て 推進 した ｡ 地下水が 高く疎 層で ほ あ っ た が , 薬

液注入 効果 も十 分で あ り, 湧 水, 地 山の 崩壊も なく推進

する 事が 出来た
｡ 推進 精度 は

, 許容誤差 内で あ っ て
, 蛇

- 3 1 - 水と土 第56 号 19 8 4
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園- 1 8 推 進 工 施 工 管 理 囲､

写真-‾3

存は 小さく路面及 び 地下埋設物 に 障睾は 起 こ らなか っ

た
｡ 推進 力及び 管の 施工 誤差ほ 囲- 1亀の とお りで あ る

｡

8 . あ と が き

以上
, 市 街地 に おけ る農業用 パ イ プ ラ イ ン の 水理検討

か ら設計施 工ま で を述 べ た と こ ろ であ るが
, 市僻地の パ

イ プ ラ イ ン ほ
,

一

般飽 な農業土木事業 で は 山地や水 田飽

帯を対象と して 施工 して い るの と違 っ て
,

い ち い ろ な 問

題が あ り
, 特むこ 施工 に お い て は

, 環 境対 策を考 慮した特

殊 な対策等を, 多く取り入 れた施 工 計画を立て る必要舟ミ

あ り, 従来の 農業土木事業の 認識 を 新た に して
, 取 り込

む必要性を強く感 じた
｡

尚 , 現在設計施工 の 途 中で あり, 中押 し工 法を採用 し

た ｡ 長 ス パ ソ 推進 工 事及び 鉄道蹟 断部 の 閉塞塑機械据 シ

ー ル ド工 事等軒こ 閲す る報告 に つ しこて ほ稿 を 改め て報告 し

た い
｡

最後 に 本事業の 計 画, 設計 , 施 工 匠 あた り, 御指導, 御

協 力をい た だ い た(秩) 日 本水工 の 石月正 美氏 をほ じめ 閑

係老の 皆様むこ 感謝 の 意を表 する 次第です｡

参 考 文 献

1) 土地改良事 業計画設計基 準 ｢設計 , 水路 工 (そ の

二) + 農林水産 省構 造改善愚 .

2) 馬見 ケ 崎川 導水路洪q畳表評業萄報告 書

3) 下水道推進 工 法の 番 数と解 艶 日轟下水道協会

4) 最新 の 地盤注 入工法 , 理 工 図書
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【報 文】
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見沼代用水路改修 に お ける大型 ブ ロ ッ ク 護岸の

設計施 工 に つ い て

福 島 満 義
*

翠 川 英 男
*

日

ほ じめ に ‥■… … … … … … … ･ … … ･ ･ ‥ ‥ ‥ … ‥ ‥ … ･ ･3 3

主 要工事 の 概要 ‥ … … … ‥ … ･ ‥ … … … ‥ … ‥ ‥ … 3 4

基 幹線水路の 概 要 … … … … … ‥ … ‥ ･ … … … ‥ ‥ ‥ 3 4

基幹 線その 1 B 型 区間の 護岸構 造 … ‥ ･ ･ ‥ ･ … ･3 5

1 . は じ め に

見沼代用水路ほ 享保1 2 年(1 7 2 7 年) , 見沼代に 代 る用水

路 と して 利根川 に 取水 口 を 設け開削 された 歴史的な大用

利根大堰

｢

布 田◎

与 加頚

◎

身

漆

脅
〃

栗橋 ○

○

萄

○

や
上尾

○

大宮 ○

鴻巣

奇

一

ケ

轡

秋 ヶ 瀬取水堰
浦和

次

5

6

7

護岸の 設計 ‥ … … … … … … … ･ … ‥ ･ … … … … ‥ … ･ 3 7

大型 ブ ロ ッ ク の 施工 に つ い て ･ … ･ ･ … ‥ … ‥ … ･ ･ … 40

お わ りに
… ‥ ‥ ‥ … ‥ ‥ ･ 4 2

水路で ある
｡

以来2 5 0 年に 亘 っ て , 埼玉 県東南部か ら東京

都 足立区に か か る 地域( 1 区19 市 6 町 1 村) の 農地 に 農業

用水を供給 して きた
｡

一 方 , 昭和30 年 代か らの 経済 の 高

度成長に 伴い
, 都 市用水の 需要 が急激むこ増大 して きた た

凡 例

搾 ろクワ物 か んがい 受益地 域

⊂:= = : = コ 公団施工水路(共用区間)

⊂= = = コ J/ (農水 専用区間)

∈工⊆⊇ = コ J/ ( 都市 ′′ ) .
-

■■■■■ 県 営施工水路

⊂= == = = = = l 団体営施工水路

都県単独施工水路

江

戸
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-を 席
■

◎ 越谷
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＼
-

､

草加 ◎

簸
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1＼＼

久喜

図- 1 計 画 概 要 図

*

水 資源 開発公団埼玉合 口 二期建設所
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め , 水資源の 開発が 急務と な り , そ の 一環 と して 東京都

及び 埼玉 県の 都市用水を供 給す る 利取 導水事業 が実施 さ

れ, こ の 事業で 見沼代用水も, 他の 農 業用水と と もに 利

根大堰か ら合 口 取水する こ と と な っ た
｡ 近年, 見 沼代用

水路施設の 老朽化, 水路底の 洗 掘及び 機能の 低下が 著 し

く , 用水路の 管理 及び 営農上か ら, 支障を 釆た す状 態と

な っ て きた とともに
, 農地の 潰 廃, 宅地化等に よ り土地

の 利用形態が 著 しく 変化 して きた こ と に 伴い
, 需要の 減

少 した 農業用水を 都市用水に 転用 し, 水資源の 有効利用

を 国_
るよ う さけばれて きて い る

｡

こ の よ うな背 景を うけて
, 埼玉合 口 二 期事 業と して

, 見

沼代用水の 施設 を 改修 し, 農業 用水の 安 定供給 と水利 用

の 合理化 を 図る と と もに
,

こ の 事業及 び 関連事業 の 施 行

に よ り , 新た に 利用可能と なる 水( 約3 . 1 Ⅱ2/ s) を , 埼玉

県及び 東京都の 上 水道 へ 転用す る こ と を 目的に
, 農業 用

水と 水道用 水の 共同事業 と して 計 画され た もの で ある
｡

取 水及び導 水の 計画ほ , 利根大堰 を利用 して , 最大毎秒

約4-3 . 5 Ⅰ丘/ s を取水 し, 基幹線水路並び に 東縁幹線水路

及 び西 経幹線水路 に よ り , 農業用水 と し て 最大毎秒 約

40 . 4 ぷ/ s を 関係農地約 16 , 0 0 0 血 に 補給す る ととも に
,

基幹線水路並び に 幹線水路の うち 西 縁幹線水路及び 荒川

連絡水道専用水路 に よ り , 新規利水量約 3 . 1 Ⅰ遥/ s ( か ん

がし､ 期平均) を 荒川 へ 導水す るもの‾で あ る
｡

本事業 の 計画 は2 . に 示す とお り で あ るが
, 今回の 報告

ほ 基幹線水路 の う ち
一

級河川星川 と共用す る区間の 護岸

の 設計施工 に と どめ る
｡

2 . 主要 工 事の 概要

基幹線 水路 (共用) 約32 b l (
一

級河川星川区

間約18 b lを 含む)

東縁幹線水路( 農水) 約6 1 皿

西緑幹線水路( 共用) 約111 皿

荒川連絡水道専用水路( 上 水) 約9 l 皿

揚水壊場 1 箇所

3 . 基幹線水路の 概要

( り 基幹線水路 の概要

概要ほ 表- 1 の と お り で あるご

表- 1 基 幹 線 水 路 の 概 要

幹 線 区 分l 型式j 延 長 現 況 水 路 構 造 l 改修後の 水路構造 圭 摘

基幹線 その 1

/ /

ノケ

基幹線 その 2

A

B

C

1 . 6k m

1 6 . 9 〝

0 . 8 〝

1 2 . 4 〝

平板 ブ ロ ッ ク張

〝

コ ン ク リ ー ト矢板護岸

コ ン ク リ ー ト ブ ロ
ッ ク積

コ ン ク リー ト フ ル
ー

ム

平板 ブ ロ
ッ ク 蚕

L 塑 コ ン ク リ ート擁 壁

コ ン ク リ
ー

ト フ ル
ー

ム

見沼代用水路

一 級河川星川 との 共用水路

〝 〝 (市街地)

見沼代 用水路

計 1 3 1 . 7 血l

…

m

l

臣= = =墨 筆 cw s

捨 石 工( 剖 要石 250山10伽 感 度)
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図一2 大型 ブ ロ ッ ク護岸水路標準囲
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野( 2 ) 基幹線その 1 B 型区間の計 画

河川計画諸元

① 計画河床勾配 ･ … … ･ ･1/ 3 0 0 0

② 計 画高水流量 ‥ … ･ … 5 0 Ⅰ遥/ s

③ 計画高水位 … ‥ … … ･ 計 画河 床よ り3 . 0 5 m

④ 計画標準断面

a . 河床幅14 . 8 5 m ( 最小幅員)

b . 法勾配 護岸部 1 : 1 . 5

士 羽部_ 1 : 2 . O

C
. 護岸 高 計 画高水位

現況断面が標 準断面 よ り広い 場 合は
, 計 画上 支障の な い

限り現況断面 を確保 す る
｡

d . 堤防天端幅 … ‥ ‥
‥

3 . O m 以上 と する｡

( 3 ) 基幹 線その 1 B 型 区間の 現況

現況の 水路ほ
, 昭和2 0 ～ 3 0 年代頃 に わ た っ て 改修 され

堤防の 盛土用土ほ 主 に 周辺の 耕土を 用 い
, 内法面ほ

,
コ

ン ク リ ー ト ブ ロ
ッ ク に よ り護岸 されて い る｡

ブ ロ
ッ クの

基礎 コ ン ク リー ト の 下 は コ ン ク リ
ー ト矢板及び 簡易鏑矢

板等 で 施工 され て い る が , 基礎 コ ン ク リ ー ト の み の 箇所

もか な り存在 して い た
｡
河床 は , 昔 か ら洗掘 が あ っ た と

思わ れ, 曲線部は 主に 粗采 沈床と捨 石等で保 護さ れて い

るが , 場所に よ っ て ほ 木杭等に よ る群杭が 施工 され, 洗

掘及 び水位低下を防く
"

工 法が とられて い た
｡

しか し, 河

床は 軟 弱な粘性土が 主体の た め
,

た び か さな る洪水等に

よ り洗掘 され, 場所 に よ っ て は 約2 . 5 m に 達す る箇所もあ

り,
コ ン ク リー ト ブ ロ

ッ クの 老朽化 と相供 っ て 法面崩壊

が随所 に 生 じ 全線 に わ た り毎年崩壊の ひ どい 区間 を部

分的な 改修 工事 を行 い
,

一

時 的に 凌 い でき たの が現状 で

ある｡

4 . 基幹線 そ の 1 B 型区間の 護岸構造

( 1 ) B 型区間の 概要

一 級河川星川と の 共用区間 で あ るた め , 河川管理 者と

の 予備協議で ほ 護岸構造ほ
,

原則と して 鉄筋 コ ン ク リー

ト ラ イ ニ ン グ構造( 薄 い ラ ン ク リ ー ト ラ イ ニ ソ グ) で 行う

こ と と した が
, 一当区 間は 既設水路の 改修で あ り断面が

一

様 で な い こ と
,

さ らに水路横断構造物 ( 道路橋 ･ 鉄道橋

等) が多い こ ともあり ライ ニ ソ グ マ シ ン の 移動 ( その 都

度解体, 組 立が必 要) に 問題が ある こ と と , 施工 時期 が

非 か ん が い 期に 限定され る こ と
,

周辺耕地 の 地下 水位 が

高い う
_
ちすこ施工 を開始せ ぎるを得ない 条件 等か ら･ 他 の

護岸型式も含め て 再検討す る こ とと
′
した

｡

( 2 ) 護 岸型式の 検討

水路の 護岸型式は
, 構築材料及び 施工 方法等 に よ り種

々 の 型式を選択す る こ とが 出来 るが 構造的安定性, 耐久

性等を第
一

に 考え本水路に 適合す る型式ほ
, ① 薄い コ ン

ク リ ー ト ライ ニ ン ク
, ②鉄筋 コ ン ク リ ー ト フ ル

ー

ム
, ③

ブ ロ ッ ク ラ イ ニ ソ グ
, ④ ア ース ラ イ ニ ン グ

, ⑤ ア ス フ
ァ

ル ト ライ ニ ソ グ
, ⑥特殊 ライ ニ ン グ (石疎 ラ イ ニ ソ グ

,

擁壁護岸) と して
, 経 済性も含め 検討 した

｡

② に つ い て ほ
,

一 級河川星川で あり, 河積を縮め られ な

い とい う条件か ら必要以上に 大きい 断面となり経済的な

見地か ら不 利で あり, そ の 上 河川 と して の 磯能上か ら

問題が ある こ と｡ ④ に つ い て は
, 粗度係数が 大きい た め

断面 を拡 幅 しなければ ならない こ と
,

その 上 締固め に

含水比が微妙 に 影響す る の で 完全 な ド ラ イ ワ ー クが 要求

され, 高度な 施工 管理 を必要と する た め 新設 水路ならと

もか く, 改修水路に ほ 適合 しな い こ と
｡ ⑤ に つ い て は

,

ア ス フ ァ ル ト ラ イ ニ ソ グも基礎の 施工 精度に 左右さ れる

の で ④と 同様本水路 に ほ 採用 しが た い こ と
｡ ⑥に つ い て

ほ , 擁壁護岸等･も考 えられ るが, い ずれも高価なた め 採

用 しが た い こ と で 上 記 の うち ①,- ③ の み を 比較の 対象と

して
,

以下そ の 検討 を記述す る
｡

( 3 ) 護岸型式の 比較

薄い コ ン ク リ ー ト ラ イ ニ ン グ( 現場打) ｡ 大型 ブ ロ
ッ ク

ラ イ ニ ン グ
, 平板 コ ン ク リ ー ト ラ イ ニ ソ グの 3 型式 に つ

し
_

､ て
, 施工 性, 維持管理

, 品質管理 を 含め 検 討を 行 っ た

もの で ある｡

以上 検討の 結果, 薄 い ラ イ ニ ソ グの 基盤ほ 特 に 入念な整

形 が必要 で ある が , 土工 に 関 して ほ
, 現地調査の 結果,

以下 の よう な 問題点 が考えられ る
｡

① 水路 断面 の 法面整形 に 当り新設水路 の 場合 ほ
,

掘削盛土と も人力に よ り
一 次整形(厚 さ2 0 c m 程度) 二 次整

形( 厚さ10 c m 程 度) を 実施 して 精度 の 高い 基盤整形 を して

い る
｡ 既設水路の 場合ほ

, 断面が非 常に 不整 で ある た め

精度の 高い 整形は 困難で ある
｡

② 新設水路で ほ 余盛30 c m を 施工 して ラ イ ニ ン グ基

盤を 完全 に 締固め る
｡

土質が 悪い 場合は 置き換え盛土を

す る が
, 本水路の 場合ほ

, 法面の ゆ るみ 調査を 実施 した

結果, 法面か ら1 0 ～ 3 0 c m の 深 さが ゆ るん で い る場合が多

い
｡ そ の た め 所定の 基盤強度 を得 る に は 所定の 工 法が 必

要 で ある｡

(カ 置 き換 え盛土 が必要 で ,
こ の 場合幅が 狭 い と十

分 な締 固め が 出来 ない の で, 暗 は0 . 5 ～ 1 .

_
O m 必要で ある

｡

打) 断面 の 大 きく ゆる ん で い る部分 を掘 削す る必要

があ る
｡

こ の た め に ほ 工期 及び 工費 の 点 で 問題 が多す ぎ

るの で
,
そ の 部分だ け簡易な方法で 転圧せ ざる を得 ない

｡

(カ 前述 した ように 非か ん が い 期の 工 事で 工 期が短

か く掘削盛土が殆ん どない 本工 事に お い て ほ
,

水田 落水

後直 ち に 法面の 整形 に 入 るた め , 地下水位は 高く (基 盤

と なる ブ ロ
ッ ク背面土砂の 含水比も高く法面か ら地下水

が しみ 出る) 法面整形転圧,
コ ン ク リ ー トの 打設が 非常

に 困難 で ある
｡ 従 っ て

, 大型 ブ ロ
ッ ク ラ イ ニ ン グ と平板

ブ ロ
ッ ク ラ イ ニ ン グ型式 を 採用す る こ とが 適 当 と 考え

た｡

一 3 5 - 水と土 第56 号 1 9 8 4



表- 2 護 岸 型 式 比 較 表

検討項 目l 薄 い コ ン ク リー ト ライ ニ ン グ(現場打) l 大型 ブ ロ
ッ ク ラ イ ニ ン グ( P C S ) l 平板 ブ ロ

ッ ク ラ イ ニ ン グ

造

法勾配 1 : 1 . 5

コ ン ク リー ト ラ イ ニ ン グ厚1 5 c m

単鉄筋 S D 3 0 D 1 3 @ 1 5 0

法 勾配 1 : 1 . 5

規格 4
,
0 0 0 × 1

,
8 3 3 × 1 0 0

裏込め コ ン ク リ ー ト厚10 c m

法勾配 1 : 1 . 5

規格 500 ×5 0 0 × 1 0 0

裏込 め コ ソ ク リ ー ト厚10 c m

施 工依械

ラ イ ニ ソ グ マ シ ン

汎用機種で な い た め 施工機 械の 台数 に

制約さ れ ス ピ ードア ッ プが 困難｡

ト ラ ッ ク ク レ ー ン

汎用椀種 で あ るた め 工 事の ス ピ ー

ドア ッ プ に 対 して 容易に 対処 で き

る｡

な し

人力に よ る手作業で あ るた

め 工 事の ス ピー ドア ッ プほ

困難｡

施工 速度1
ライ ニ ン グ マ シ ン 1 台当り片側16 m

( 4 パ ネ ル)
ト ラ ッ ク ク レ ー ン 1 台当り 約 210

ぷ/ 日 以上
1 斑( 2 . 8 人当り約14 Ⅱぞ/ 日)

施 工 性

1 . コ ン ク リ
ー

ト打設 に は あ る程度の

熟練が 必要で あ り, 最近ほ 指導者が

少な い
｡

2 . 現在 ま で の 実績は , 原則と して 鉄

筋 コ ン ク リ
ー ト ラ イ ニ ン グ で 特殊 な

ケ 所 の み鉄 筋を使用 して い た が , 今

回 は 全線鉄 筋 コ ン ク リー ト ライ ニ ソ

グの た め , 鉄筋組立 ス ペ ーサ ー

に よ

る配置等地質 の 悪 い 法面作業 の 繁雑

さ, 基盤面 の 乱れ及び 鉄筋の 基盤面

へ の 押込み が 懸念され る｡

3 . 現況水路 に 合せ るた め 曲線及び 断

面変化が多く, 調整 パ ネ ル と コ ン ク

リー ト打設が 繁雑 で あ る｡

4 , ス ロ ー プホ ー ム
,

ス ラ イ ド ガ イ ド

用の 型枠 据付 に 当 りノ 基盤面 に 凹凸

ま た は 土質不 良ケ 所 がある場合,
ホ

ー ム の 自重 で型枠が 沈 み
, 通過後浮

上 して 打設面 に 凹凸が生ず る恐 が あ

る
｡

5 . 水路 巾員が 広 い こ と と断面が 変化

す るた め ガ ン ト リ ー 式の ス ロ ー プホ

ーム の 使用は 不 可能で 片側式の ス ロ

ー プ ホ ー ム とな るた め 仮設用地が 広

く必要で あ る
｡

6 . 平面な コ ン ク
_
リ

ー

ト 打設で あ るた

め 降雨気温に よ る稼動日 数の 制約を

うけ, 特に 冬期施工 で ある た め 気温

が 低い 場合 コ ン ク リ ー ト 打設 時間に

制 約をうけ, ま た型枠 が な い た め 特

別な冬期養生 が必要 で ある｡

7 . 施工 期 間が非か んが い 期 に 限定 さ

れ るた め
, 短く, 施工 期 間で 年間施

工 延長が 長 い た め ス ロ ー プ ホ ー

ム 必

要台数が 多く なり不経済 で あ る｡

8 . 橋梁 ケ 所等が 多 い た め
,

ス ロ ー プ

ホ ー ム の 解体組立回 数が 多くな り,

仮設費が 多大に か か る
｡

1 . ブ ロ
ッ クの 据付け,

コ ン ク リ

ー ト打設 とも とく に 熟練を 要 し

ない
｡

2 . 基盤上 で の 作業が 比較的少な

く
,

コ ン ク リ ー ト も裏込め 投入

で ある た め 問題は ない
｡

3 .
バ チ 部分 に ほ 現場打 コ ン ク リ

ー

ト で 充填す る
｡

4 . 既製品 ス ラ ブの 脚部の 転圧を

重点的に 行な え ば良い
｡

5 . ト ラ ッ ク ク レ
ー

ン ( 1 0 t 級)

の み の 施工 で 借地 巾は少 ない
｡

6 . 既製品の P C S を 型枠代 りと

して 打設す るの で 通常の 工 法と

同様で あ る
｡

7 . ト ラ ッ ク ク レ ー ン で施 工 出来

る

8 . 特 に 費用 はか か ら ない
｡

- 3 6 -

1 . ブ ロ
ッ ク 工等 多数 の 技

能労働者 が必要 と なる
｡

3 . 同左

4 . 法面及 び基盤の 悪い ケ

所 で の 施工 ほ 好 ま しくな

い
｡

5 . 人力施 工 で あり借地 巾

は 少ない
｡

6 . 同左

7 . 多数の 技 能労働者 が必

要 となる
｡

8 . 同左
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検討項 目 f 薄い コ ン ク リ ー ト ラ イ ニ ン グ( 現撃打)
_._
l 不撃アヲア

ク ラ イ ニ ン グ( P C S )l 平板 ブ ロ
ッ ク ラ イ ニ ン グ

施 工 性

9 . 都市近効の 水路と して 地域 住民に

密着 して 親 し まれる た め 美観 的に も

優れた もの が必 要となる が
,

そ の 点

表 面加工 が 困難で ある
｡

10 . 自然含水比の 高い 所 で の 施工 が由

難 で ある｡

9 . P C S の 表面模様 に よ り美観

を 良くす る こ と が 簡単 に 出来

る
｡

1b . 含水比が ある程度青くモも施

工 ほ 可能 で ある｡

9 . 美観上 は, は ぼ固定 し

て い る｡

1 0 . 同左

品質管理

1 . 現場打 コ ン ク リ
ー

ト で あ るた め 品

質管理 , 出来形管理を 充分配慮す る

必要が ある｡

1 . 工場製 品で あるた め品質 管理

が容易で あり行き届 い て い る｡

1 . 小規模 工 場で の 製 作が

殆 ん どで ある が品質管理

ほ され て い る｡

維 持管理

1 . 地 山の 凍結, 凍上 に より コ ン ク リ

ー

トの 崩壊す る例が 多く, 他に 比較

して 耐用年数が 短い
｡

2 . 陥没, 破壊に 対 して 部分的補修が

困難
｡

1 . 凍結融解 に 対す る耐久性を 考

慮 して製造 されて お り
, 強度,

耐久性
,

出来形が 優れて い るた

め 有利 で あ る
｡

2 . 大型 ブ ロ ッ ク 1 枚単位の 破壊

取替 えが 可能｡

1 , 水 セ メ ン ト 比及 び圧縮

強度か ら比較 して 大型 ブ

ロ
ッ ク よ り劣 る

｡

2 . 補修は 比較的簡単 であ

る
｡

( 4 ) 大型 ブ ロ ッ クの 採用に つ い て

大型 ブ ロ
ッ ク ほ

, 建設業 に お い て 年 々 深刻化 して い る

労働者 の 高齢化並び に 熟練労働者の 不 足及び 護岸 ブ ロ
ッ

ク の 在来工 法 に おけ る難ノ点( 施工 速度, 作業の 効率性等)

を 解決 し省力化 出来 る構造と して 開発 された が 部分的な

改修等わ ずか な施工 量 で は 経済的に あわ ず, 従来の 工 法

と比較 して 施工 費 が 割高とな るた め 実蹟 が 余 りな か っ

た ｡ 施工 実爵 に つ い て は , 中国地建 の 太田Jll(広 島) 護 岸

に 於い て 昭和48 年度に 試験工 事を 行い 昭和51 年,
5 2 年度

に
一

部施工 された 実績が ある ｡

今回
, 埼玉 合 口 二 期事業の 星川区間 で の 施 工 を検討 す

る に 当 っ て
, 施工 量が 多い( 約19 万 ㌶) た め 生産 コ ス ト も

割安とな っ て 在来工 法 と 比較 して 施 工 費的 に も遜 色な

く ,
ま た

, 本工 事の 施 工 が非か ん が い 期 に 工 期 が限定 さ

れ る こ と に よ り
,

施工 速 度が 重要 な要素 に な るた め 大型

ブ ロ
ッ ク を採用 したも の で ある

｡

( 5 ) 大型ブ ロ ッ クの 特長

① 品質 の 均 一 化

工場 に お い て
, 良好 な品質管理の も と で製作 され るた

め 均 一

な 品質の 製品を製造で き る
｡

なお
, 裏面が 平坦な

う えに ブ ロ
ッ クの 布設能力が 良い た め

, 裏込め コ ン ク リ

ー トの 1 回 当り打設量も多くな っ て
,

コ ン ク リ ー ト の ロ

ス も少 なく な り ,
バ イ ブ レ ータ

ー

の 使用に よ り裏込 め コ

ン ク リ ー トを完全 に 充填する こ とが 可能で ある｡

(卦 省力化及び 単純化

在来工 法に 比較 して施 工 が単純化 され ,
ブ ロ ッ ク工

,

石工 等の 技能工 員を殆 ん ど必要 と しない
｡

③･ 工 期の 短縮

プ レ ハ ブ工 法 で ある こ と か ら
,_ ト ラ ッ ク ク レ

ー

ン 等 に

よ り簡単に 布設 が 可能 で あり
,

一

日 当 り施工 畳 も在来工

法 と ほ 比較 に な らない 程 ア ッ プ させ る こ とが で き,
工 期

を非常 に 短縮 でき る｡

④ 広 い 応用範 囲

護岸工 事, 法面保護, 擁壁工 事等, 広い 範囲に 応用が

可能 で あ る
｡

⑤ デ ザ イ ン の 多様化

大型 ブ ロ
ッ ク 製造用の 型枠 に 特別な模 様を 加工す る こ

と に よ っ て , その 地域 に マ
ッ チ した デ ザ イ ン が 可能 で あ

る
｡

( 6 ) 護岸構造 の 内訳

基幹線その 1
,

B 型 区間ほ
, 既設 水路 の た め 曲線部 が

多く, 全 長16 . 91 皿 の うち約4 . 3 k m が曲線 区間(46 箇所) で

ある
｡ 大型 ブ ロ

ッ ク は規 格が 大き い た め
, 曲線半径の 小

さ い と こ ろ や , 既設分水工 及 び既設橋梁の 取付部等で ほ
,

種 々 検討 の 結果, 施工 上も困難なの で
, その 部分は 一 般

的 な平板 ブ ロ
ッ ク ( 5 0 0 × 5 0 0 × 1 0 0) を使用す る こ と と し

た
｡

大型 ブ ロ
ッ ク 使用 ‥ … ･ 直線部及び 曲線半径400 m 以上

の 曲線部｡

小型 ブ ロ ッ ク 使用 … … 曲線半径4 00 m 以下の 曲線及び

分水工
, 橋梁取付部｡

5 . 護岸 の 設計

( l ) ブ ロ ッ ク基礎矢板

法面の す べ りを防止 し,
■‥

堤 防用土 の 流 出を 防くや

目的 で

加 圧 コ ン ク リ ー ト 矢板 (β = 2 . 5 0 0 m
,

S P C W = 0 . 5 0 0 B )

を打込 む
｡

( 2 ) プ ロ I

y ク基礎 コ ンク リ ー ト

プ レ キ ャ ス ト部材 の 基礎 ブ ロ
ッ クも 製造可能 で あ る

が, 経済性 の 問題か ら現場打 コ ン ク リ ー トを 採用 した ｡

( 詳細は 図- 3 参照)
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4 0 0 4 , 5 7 5

モ ル タ ル

○

焉
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岨

【

003

基礎砕石

虜

海

クラッ シャ
ー ラン4 0

-

0

大型ブロ ック t = 1 00

土 木安定シート

裏込 コ ン クリ ー ト

∂
,

.
0

ぜ
ぜ

ウイ
ー プホール

V P . 50
J吸い 出L 防止材

400 × 4 0 0

加圧コ ンクリ ー ト矢板

SPC W-050B一旦= 2
,
50 0

3 0 2 5 0

A 部 詳 細

諾｢
如言

古
｡

:- ｡

0

.･

5 0

一

; ¢ ･
一

○

也

【

0
0
岨

0

〇
一

皿

卜

止

N

の

さ1

50 0

鉄 筋¢9 且 = 1
,0 0 0

Ct C l
,
0 0 0

横断ドレ ーン

30 0 × 3 0 0

ウイープホ
ー

ル

A 部

2 5 0

く>

⊥( つ

く>
爪

フ トン竜

2 ,0 0 0 × 1
,
2 0 0 × 5 0 0

加圧コ ンクリ ー ト矢板

SP C W- 050Ⅰヨ一見
ニ
2

,
500

+

図- 3 大型 ブ ロ ッ ク ( P C S ) 計画断面図

( 3 ) 法面整形及び法面転圧

ブ ロ
ッ ク 布設法面が現 地盤を掘 削 して施工 す る場合 及

び 盛土 して 布設す る場合と も法面 バ ケ ッ ト ( バ
ッ ク ホ ウ

0 . 6 ぷ級) を 使虎 して 整形及び 転圧をす る こ とと した
｡

( l ) 横 断 ドレ
ー ン

護岸背面の 水圧を 減圧 す る目的 で 設置する が
, 設 置場

所 施工 性を 検討 の 結果, 当工事 で ほ河床 は捨石 で あり,

二 面舗装水路で ある こ と か ら次 の ごとく 決定 した｡

間隔 4 . O m ( 大型 ブ ロ ッ ク長 の 中間部)

ド レ ー ン 断面 30 c 皿 × 3 0 c m

( 5 ) 土木安定シ
ー ト

(丑 使用 目的

裏込め コ ン ク リ ー ト打設時に ブ ロ
ッ ク 背面土と コ ン ク

リ ー ト の 混合を 防止 し
, 充填を確実に 行うた め と

,
工 事

完了後地下水 の 吸 出 し防止を 目的 とす る
｡

② 材質 の 検討

施工 性, 経済性を 考慮して 次の 3 種 に つ い て 工 場 に お

い て 現地試験を行い 織物系 シ
ー ト を採 用 した

｡

a . 不 織布系 シ ー ト

b . 織物系 シ ー ト

C
. 不 織物系 シ

ー ト

③ シ
ー トの 固定

捨石工

1 0 0
-

2 5 0

シ
ー ト を法面 に 敷設す る場合, 風等 に よ りあお られ る

の で
, 法面 に し っ か り固定す る手段 と して ,

ピ ン ( 鮨番

線) に よ り,
2 Ⅰ遥/ ケ の 割 で 法面 に し っ か り固定す る こ と

と した
｡

( 6 ) 模 帯 工

梼帯工 の 構造は , 河川 管理者 と 協議 の 結果 図- 2 と お

りで ある
｡

設置間隔 ほ標準20 m ( 大型 ブ ロ
ッ ク 5 枚 ス パ

ン) と 決定 した が ス パ ン 割 に よ り 4 枚 ス パ ン 及び 3 杖 ス

/ く ソ も混在 し
,

か つ 桟帯 工 ほ ブ ロ ッ ク布設前の 施工 とな

るの で
,

ブ ロ
ッ ク の 円滑 な布設を 図る た め

,
ブ ロ ッ ク の

製造誤差,

‾
余裕幅を考慮 して 1 ス パ ン 当り の 延長を 表

⊥

3 の ごとく と した｡

( 丁) 護 床 工

河床洗掘を 防止 して 護岸を保護 する 目的で 図- 2 に 示

す ごと く決定 した
｡

布団籠
…

網目1 3 c m
, 高さ50 c m

, 幅1 20 c m
, 中詰め 石

( 部栗石) 15 ～ 2 5 c 血
｡

捨 石 ･ ･ ･

敷 厚30 c 叫 捨石(割乗石) 10
～ 2 5 c m 程度

( 8 ) 大型 プロ I

y クの 設計

(D 形 状 ･ 寸法 の 決定

大型 ブ ロ
ッ ク板 の 形状 ･ 寸法は

,
施 工 上 の 作業機械 及

び 労務編成 との 関連 で あ る程度大きい 程 有利 と なる が
,

一- 38 一 水と土 第56 号 19 8 4



表- 3 大型 ブ ロ
ッ ク 1 ス パ ン 当 り延 長

種 別 l 5 枚 ス パ ン 1 4 枚 ス パ ン ! 3 杖 ス パ ン

大 型 ブ ロ ッ ク 幅

ブ ロ ッ ク の 製作誤差

ジ ョ イ ン ト 間 隔

接 続 部 の 幅

据 付 け 余 裕 幅

4 , 0 0 0 Ⅱ l/ 枚 × 5 杖 = 2 0
,
0 0 0 m

2 . 2 Ⅲ m/ 枚 × 5 ク■= 1 1

5 〝 × 4 ケ 所 = 20

2 7 〝 × 1 〝 = 27

10 〝 × 2 〝 = 20

4
,
0 0 0 皿/ 枚 × 4 枚 = 1 6

,
0 0 0 Ⅲ m

2 . 2 〝 ×‾4 〝 = 8 . 8

5 〝 × 3 ケ 所 = 1 5

2 7 〝 × 1 〝 = 2 7

1 0 〝 × 2 〝 = 2 0

4
,
0 0 0 m m / 枚 × 3 枚 = 1 2

,
0 0 0 m m

2 . 2 〝 × 3 〝 = 6 . 6

畠 〝 × 2 ケ所 = 1 0

2 7 〝 × 1 〟 = 2 7

1 0 〝 × 2 〝 = 2 0

計

改 め

20 , 0 7 8 m

2 0 , 0 8 0

1 6 , 0 7 0 . 8 m

1 6 , 0 7 0

1 2
,
0 6 3 . 6 m

1 2
,
0 6 0

1 枚 当 り 長 さl 20 . 0 8 /5 = 4 . 0 16 m / 杖 l 16 . 0 7/ 4 = 4 . 0 17 5 m / 杖 】 1 2 . 0 6/ 3 = 4 . 0 20 m / 枚

現場で の 施工 護 岸長及甲進入 道路条件, 製作工 場で の 製

造及び 貯蔵, 運搬 車輌等を考慮 して 次の ごとく 決定 した ｡

a . 幅の 決定 当水路の 護 岸法長ほ5 . 5 m で ある が ,

裏込め コ ン ク リ ー ト の 確実な施工 , 普通 ト ラ ッ ク (1 1 t

事程度) で運 搬可能な 幅等か ら5 . 5 m を3 分割 した1 . 8 3 3

m と した
｡

b . 長 さの 決定 法面に 設 ける伸縮 目地 (横 帯工)

間隔 ( 標準 20 m ) , 施工 後の 横目地と 縦目地と の ノ
ミ ラ ン

ス
, 施工 時の 能率性 , 普通 ト ラ ッ ク の 荷台長 等を考 慮 し

て4 . O m と した ｡

C . 厚 さの 決定 大型 ブ ロ ッ ク 工 法ほ ,
ブ ロ

ッ ク 板

と 現場打の 裏 込め コ ン ク リ
ー

ト と
一 体 と な っ て 法面 を 保

護 する 設計で ある こ と か ら, 大型 ブ ロ
ッ.

ク板 は可能 な限

平 面 図

り薄くする こ と が 有利で ある が
,
脱塑 時及 び運搬 ･ 据付

け時の ク レ ーン に よ る 吊込み に 必要 な 鉄筋量 等の 関係か

ら, 最小厚と して10 c m に 決定 した
｡

d . 表面形状の 決定 大型 ブ ロ
ッ ク を施 工 する護 岸

の 法勾配ほ 1 : 1 . 5 で あ るた め
,
ブ 自

ッ ク板 の 表面を平 滑

に 仕上 げ ると 布設作業時に 足元が 滑 っ て 危 険な た め , 危

険防止と 施工 後の 芙観を 考慮 して 粗 虔係数 に 影響を与 え

な い 範囲と して , 図- 4 の 如く 高さ15 皿 E
, 幅70 皿 の 凸形

の 模様を 設けた ｡

② コ ン ク リ ート の 品質及び 鉄筋量

コ ン ク リー ト 強度 ∂E 8
= 35 0 k9 / c遥 W / C = 3 8 . 8 %

G , 乃α∬ 25 Ⅲ m ス ラ ン プ6 ±1 . 5 c m
｡

鉄筋量 5 β30 D l O ～ 1 3

27 4
,0 00

｢
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(9 蓑込め コ ン ク リ ー ト

･ 星川区 間の 農業用水の 安定的供給 と水利用の 合理化を

図 るた め
,
B 型区間に 5 ケ 所の 水位調節 堰を設置する が

,

洪水時等 に は 調節堰の ゲ ー

トを全開 に す る必要があ る こ

とか ら, 短時間紅 急激 な水位低下が生.じた 場合旺
, 凝 防

内に生 じる残留水圧か ら護岸を守 る こ と
, 更に 堤防用土

の 吸出 しを防止す る目的で施 工 する
｡

去ソ ク リ
ー

ト強度 ∂28
= 1 6 0 軸/ ぷ G 桝 d ∬ 2 5 皿

ス ラ ン プ15 ±2 . 5 c m

なお ,
ス ラ ン プの 決定乾 つ い て ほ

,
工 場に お い て10 ～

1 8 他 の 範囲で 現地施工試 験を行い15 c m に 決定 した｡

8
. 大型ブ ロ ッ クの施 工

大型 ブ ロ
ッ ク 工法 の 標準的 な施工 方法は , 概ね図- 5

に 示す と お り で ある
｡

準

据

付

け

エ

〓

嘉

込

め

エ

〓

任
上
エ

法 面 確 認

横 帝 王 確 認

水 糸 を来 る

基 礎 清 掃

り 込 姦

付 け

勾配
､ 高 さ粛整

浮上 防止用金具取付

義込 めコ ンクリ
ー

ト充填

諸

表 面

ブ ㌢オ ー 叡､ 宋などの仕上

う経国め ､ 匂配等

エ ラスタイト取付

隣 接 療蕎 工 園

型枠用アン か 一 等除去

搬入 ､ ストック

教務整用スぺ
-

サ ー

バ ーール等

ぺ - サ ー

等

生 コ ン串､

バイブレ ー タ ー

､ 突き樺等

確 認 用 穴

コンクリ ー ト､
モ ルタル

図 十 き 施工 の 順序

各工轟 の 留意点

( 1 )･ 法 面沿確認

法面をこ 凸凹カミあ っ ノた■り
_

, 締固め が 悪 い
, ある い は 勾配

入 勤に くい

厚 み の不赫

基礎
コ ン ク ,

- ト

が 規定 どお りで ない と裏込 め寧の不 軌､､

･一 層母線の太 塑

ブ ロ
ッ ク の 沈下,･ 裏込 め後野 沈下? 按Å ロ が準く なる等

に よ り裏込め コ ン ク リ ー ト砂 塵き に 変動畠竜尊 じるり

( 2 ) 壌帯工 申確認

横帯工 を基準忙 して 水系を壌る 沿 取 壊発工 申義痙,

方 向, 高さ等を確認す ると ともに 垂線府 ア ツ､カ ー 隆義,

エ ラ ス タ イ トの 取付を行う｡

r
横帝エ

( 3 ) 永糸 を張 る

大型 ブ ロ
ッ ク据付時の 高 さ

, 勾.配をみ るた め
, あ らか

じめ債帝 王 間に 下端か ら,
1 . 9 ん 盗 加 療度⑳ と こ ろ に 水

糸を 張 るd

水糸

( り 基礎確認 , 清掃

大型 ブ ロ ッ ク の｢ すわ り+ ,
｢ 通り+ を 良くす るた 軌 塑

枠 ア ン カ
ー を除去 し

,

行 う｡

基礎 コ ン ク リ ー ト の 確認, 清掃 を

確認 ･ 清掃

型枠ア ン カ ー の除去

｡ク

一
〆

上′

コ ン ク リ ー

ト

( 5 ) 吊 り 込 み

大型 ブ ロ ッ ク 表面の 指 定の 箇所 ( 4 箇所) に フ
ッ ク

,

シ ャ ツ ク ル 等を取付 仇 静か に 吊 り上げ為
｡

ワイ ヤ
ー

の

･ 一 40 -

写 真 一

1
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写真 - 2

謁整
,

チ ェ
ー

ソ プー
ロ

グ タ使用 などで 吊り 上げた と きの 勾

寵 が1/1 ･ 4 5 程 度 (法勾配 よ り少 しきつ 吟) となる よ
_
うに

吊り込 む
｡

( ¢) 据 付 け

ク レ
ー

ソ の オ ペ レ 一 頭 一 挺 確実紅 合図を しながら静か

に 据付 ける
｡ (下側発端寧を発■監脅 せ る ｡) こ の とき基藻

の 縦断方 向の 直線牲を 見なが らプ ロ
y ク の 先端位置を決

め て い く ｡

P C S

一座
_
脇 勺 彪ン遠藤 コ ン ク

ス･ ペ ⊥サ‾-

ゼ ナ ト

( 了∋ ･ 勾配二i一高一巻灘整･

太盈プ 占･ ダ 義･の 凍 ペ + サ + プ ロ
ブ タ ほ 1 餓 の 沈下碍を

見産ん で あ､薮銑 番付鱈時紅 プ ロ

,ツ タが自沈す る よ うな

場合は ,
ベ ニ ヤ板, 木製キ ヤ シ′ ミ 一 等を利用 して , あら

か じめ 張 っ て あ る凍 糸 の 高 さ まで 圃塗す る
｡

な私 法面? 任上げが悪 い と謁重複 コ ン ク リ ー ト の 蓑

込時務 ま で紀 夫墾 ブ ロ ワ グ が沈下 し, 勾配が 変化 して し

まう
■
め で 充分家産す る｡

紬二き.
■
.一寒 軸 睡轟率蒋帝け

茅率 壷′率 敦手套率簿野 馳 よ 紙 塾 プ ロ ッ タ
? 浮

上を軽重する転覿-:
‾
渾醜戴転滑嵐垂真を取付 けや｡ (2 ケ/

簸き‾

写真 一

等--

( 争) 去込め コ ン ク リ ー ト囁 尭境_

裏込め コ ン グリ ー ト の潜 役者 旺 太塑ブ p 曾 ク が沈下 し

て い ない こ とを確認 し恵うぇ で 生て諜 ㌢尊顔 ら シ
ュ

ヤ ト 等

を利用 し, 裏込め コ ソ
ニ グわ ー

トを義喫す るQ 蓑込 勧 も

大塑 ブ p ヅ クの 浮上を防虫す準た 凝 必 らず 3 回 に 分けて

打設す る
｡

2 回 臥 3 回目の 紆設ほ 最初の 鹿 置 まで 戻 っ

て か ら1 回目と 同様に 打設す る
｡

写革十･ヰ･･

(1 め コ ンク リ ー トめ構蜜痛

棒状 ′ミイ
.

プ レ
ー 靡 十 琴驚 醜 苺 鈍 最下義, 横幕 工

取繚乱一癖轟鬱琴 線

3 回 目◎打葦時

固
､

日,

磨壷'三-
げ 顔 + 暫療下部衰で 入 れ る

と 1 回目の ヨ ソ グ タ て･㌢蓉覧経費
り, 大型 ブ ロ ッ ク の浮よ を終電∴ 螢 懲任意す 各

8

( 佃 コ ン､タ 頓′- ト魔境 輝
夫型 プ ロ

ッ グ愈 素顔菅笠一李腐悪魔 こ

るょ これ は,-. 舞込ぬ時め 典 ア

サ る､8 野背穀幣転写藩哲.

_華･‾･こヨ

ま セ充 藤紅療

ー 4 1
一

一

く な

野乗酪 連チ僻 の 兜が轟

点‾､魔境沿 輝線暫乗用

埠 華J レク
_

′㌢発申嘩る

承と一土 第与8 号 J‡ 触



エ ア ー

抜 き兼
確 認亨L

( 1 2) 中段 , 上段の 施エ

それ ぞれ, 下段, 中段の 裏込め コ ン ク リ
ー

トが 硬化 し

て か ら 同
一

手順 で 行う
｡

( 1 3) 仕 上 げ

吊り ア ン カ ー部の 切欠き
,

エ ア ー抜き 部分を モ ル タ

ル
,

コ ン ク リ ー ト等 で 充填平滑仕上 げを 行う｡

0
0

♂
-

吊りア ン カ ー

部

エ ア ー

抜 き孔

小

甘

も

転 基礎 コ ン ク リ
ー

丁. お ぁ り に

当事業ほ
, 既設水路の 改修が主体で あ り非か ん がい 期

の み の 施工 に 限られた 大規模工 事で ある｡
ま た

, 県道等

か ら進入 出来 る道路も少な い 等, 物理 的条件の 中で 護岸

構造の 決定に つ い て 種 々 検討を行 っ た 結果 , 可能 な限り

棟械施工 が で き, 現場条件に 合致 した工 法と して ,

､
大型

ブ ロ
ッ ク 護岸を 採用 した もの で ある｡

大型 ブ ロ
ッ ク を 採用する ま で に は 農水省を は じめ 関係

各位の 御意 見 御協力を賜 わ り昭和55 年度 か
_
ら施工 を開

始 した もの で あ り,
工期 的に も十 分施工 が 可能 で あ っ た

｡

現在 , 完成 し通水 して い る が
, 構造 的に も問題なく,

ま

た 大型 ブ ロ
ッ ク に 工 事中の 安 全性 を兼 ね て 凸型 の 模様を

付けた 結果美観的に も問題 ほ な い と 思われ る
｡

今後施工 上 研究すべ き課 題もある が
, 施工 量 さ え 多け

れば経 済性の 面 で も在来 の 平板 プ ロ‾
ッ ク と比較 して 遜色

なく, 将 来の 維持管理 費 の 軽減も想定 され る の で
, 今後

も っ と 広範囲の 工 事 に 採用 され る と思わ れ る｡

- 4 2 - 水と土 第5 6 号 19 8 4



【報 文】

都市汚水処理 の た め の 土 壌式接触循環曝気法 に つ い て

( 三 重県営水質障害対策事業田丸地 区)

森 本 繁 史
*
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水質障害対策事 業田丸地 区概要 図

次

4

5

6

受益地区

/

外城田川

1 . 概 況

三 重県度会部玉 城町及び 小俣町 に また が る本区域は
,

伊勢市の 北西部 に 位置 し, 伊勢湾に 流下す る 外城 田川 の

支流 , 相合川沈域に 展開す る平坦 な 水田地帯で
, 昭和47

年度 に
,

圃場整備事業を 完了 した 地域 で あ る｡ 本地域の

地質は
, 相合川流域 に 形成 された 現世層に 属 し, 土壌統

区 は
, 宮古統, 戸木統 で

, 灰色を呈 して い る｡ 土性ほ ,

C ～
S C l で , 表土深は 地区全般に 亘 り0 . 1 5 ～ 0 . 25 m で あ

る
｡ 本計画受益地 ( 10 5 . 3 b α) の 用水は , 国営宮川 用水計

軌 こ 則 り, 外城 田川 に 設置 された 佐田統 合頭首工 ( 県営

外城 田川沿岸排水改良事業に よ りS 42 年虔 施工) か ら取

水 した 用水 ( Q = 0 . 2 7 2Ⅰば/ s) と国営宮川用水第 1 号幹

線 水路の 支 流で ある
, 県営有 田 1 号線水路か ら の･用水

( Q = 0 . 0 1 5 ぷ/ s) と合流 し
,

下流地域は 更に こ れら用

水に 加えて 相合川 か ら湯 田揚水機 ( 県単 S 44 年設置) に

て 反復水を揚 水 し, ( Q = 0 . 0 2 2 ㌶/ s) か ん が い を行 っ て

事
三 重県農林水産部耕地第2 課災害防災頻長

､
-

-
-

-
､

事業 の 推移 = ‥ … ･ … … … ‥ … ‥
′ … = … ‥ = … … ‥

‥ ･

4 9

維持管理 に つ い て …

_

‥
… …

‥
‥

･ ‥ … … … ‥ ‥ ‥
‥ ‥ 4 9

あとが き ‥ ･ … ･ … ･ … …
･

… ‥ ‥ ‥ … … … ‥ … … … ‥
‥ 49

『

10 5 .3 b a

@
'

処理 場

い る
｡ 模式化すれば

, ( 園 丁 l) の 通 り で ある
｡

上記頭首

工 か ら取水 した 用水は
,

玉 城 町田 丸 市街地 の 中を通過

す る 用排兼用 の 幸平川 ( 田丸用水路ともい い
, 右横並び

に コ ン ク リ ー ト壁で ,

業 で
,

■s 4 0 年度改修)

国
営
宮
川
用
水
1

号
幹
線

ー

43 一

有田2 号嶽
Q

= 0 , 50 93

県営有田1号漁

Q = 0 . 5 24 2

で きて お り , 県営宮川用水改良事

を 流下 し, 本計画受益地域 へ 導 水

相合川

A
=

15.1

B 三 0 . 03 57 ll
⊂y

有田 1 号線

Q
= 0 .0 149

Q = 0
.
2 740 Q = = 0 .2383 A

=

90 .写
Q = = 0 . 26 03

(

紫
野
居
監
)

一

芸
即

.

〇

=

ぴ

C
.

り

ヨ
=

く

地街市

ヨ
ト
N

.

e

1 -

ロ

ー

.〇
一

一

=

ヰ

A 三 4 . 8′
Q =

0 . 0 127

外城 田川
一

佐 田頭首工

図 -

1 用水模式図 ( 現況用水系統図)
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表
-

1 水 質 調 査 表

水 質 名l歪禦苦憎悪劉畢苧 値

流域下水道 紅 よる 推 算億

S 45 1 S 6 5▲
備

カ

ン

ガ

イ

期

P . H

C . O D

D . o

T - N

S - S

p p m

6 . 7

1 . 4

6 . 6

0 . 8

2 3 . 7

p p m

9 . 3

1 5 . 3

3 . 5

4 . 8

3 0 1 . 7

p p m

6 . 5 ～ 7 . 0

6 . 0 以下

5 . 0 以上

1 . 0 以下

1 00 以下

実謝辣量0 . 3 血ぎ/ s

S 4 7 . 6 . 10 ～ 8 . 19

計4 回の 平均値

非

カ

ソ

ガ

イ

期

P . H

C . 0 . D

D . O

T - N

S . S

B O D

4

心

2

め

4
.
め

2

の

J

釣

. 6

6

鵬

･
8 2

細

仇

施

与
弘

幻

諷

脚

り
凸

1

2

2

(

(

(

実測流量0 . 0 1 4Ⅰ遥/ s

S 4 7 . 11 . 10 の 平均

値 ( ) 内数字 は

0 . 0 1 1 ⅡF/ $ に換 算

45 . 8

2 5 . 0

8 3 . 3

9 1 . 7

p p m

8 7 . 5

2 7 . 1

1 5 8 . 3

1 7 5 . 0

p p m 3 0¢0 人

20 0 1/ 人 ･ 日

日最 大3 蛎1/ 人i 日

時 問最大 48 8 1/ 人 ･

日

Q = 0 . 0 1 1 Ⅱ～/ s 換算

写真一1 佐 田統合頭首 工

‾‾‾写真
⊥

王 市街地を涜観る用 都路

して い る
｡ 当 晩 森地区を£

,

′･ 太一
‾
口 も少なく, 廃液 ほ,

ご

く少量でi 農業鬼森と して
, 何 ら支障 の ない 状況 で あ っ

写真一声 処 理 場

た が
, 現在 払 住宅密集地 とな り, 4 7各戸,

1
,
9 0 5 人 の 人 自

首こ達 した｡ 従 っ て
, 本地 区紅 は

, 下水道設備が ない 為,

用排兼用 の 喜平川 へ 排水きれ る家庭下水も 一

段 と増え
,

そ の 汚濁 は
, 非常 に遂み

,
ふんが い 用水基準値以上 の 水

質 (表- 1 参照) とな っ た
｡

こ の 汚濁水 の か ん が い が あ

た える被害 は
, 酋濁泰 の 毒性,

窒 象 右横物過多等軒こ よ

る直接め 収量減 の 練 熟 長期匠∴翼る壌性的な飽力低 下及

び 裏作業 の普 働環境鞄 悪化等非藩医 衷 ぎも､もの-があ る｡

今【表
- ′1 〕カ

ナら汚染度を為 る匠
, 市 街地 嫁入前轍 島で は,

醜題は ない が,
‾宙衝地通過後地点でほ ,

か 鬼 釣 項 及療

罪か ん が い 期何れ電農業用水茎単層盤上廻ら で い 畠¢

で
,

水質障善対策事轟に よ りこ の 対策暫請 じよ-うとする

も嘩 で あ る｡ 対策と して 考えらあ る こ一連虚無i 紅 泉源 へ

の 汚水溌入防血 集塵滋古壷由痍食感一監 よ聖廟遍路車ぺあ

ー 44 - 水と土 第56 号 19 8 4



汚濁水流入 の 防止が 考えられ るが, 特に 第2 の 用排水分

離 は
, 根本的対策 セあ

‾
り,

‾
ひ い 七ほ

, 農村 の 生活, 衛生

環境 の 改善 を促 し, 営農効果を 向上 させ る こ とに なる
｡

本事業 の 用水計画 に つ い て は
,

上述 した よ
こ
ぅ に 用水路 に

汚水 が流入 す るた め
, 取水 口 よ り管葉 ( 如 00 m / m

,
ヒ

ュ ーム 管, 延長 β = 1
,
1 2 0 m 勾配 i = 0 . 6 % )′で 住宅区域

外を 迂 回 して 有 田 1 号用水路の 下流部かこ 合流 させ
, 完全

な用排水分離方式 に よ り , 水質の 汚濁を防止す る計画 で

あ る
｡ ( 図- 2 参照) 又 , 排水計画 に つ い て は

, 用水を 分

相合川

A = 15 . 1

Q =

0 . 03 5
ll

くy

有田 1 号線
Q =

0 .0 14 9

ト

N

岩
.

〇

=

ロ

の

.寸
=

く

三
0 . Z383

一

宏
N

.〇
=

ロ

叩
.

(

岩
【

…

く

省

蜜

月

臣

盟

宙

A
: =

90 . 2

Q = 0 . Z6 03

城 田川
_

一

佐 田頭首工

周一2
‾

用水模式図 ( 計画用 水系統囲)

相合川

L` つ

I l

句::

M

ll

⊂y

有田 1 号線

0 . 0 1 4 3 (常時)

〇
.

の
【

=

可

O

N

岨
.

〇

=

ロ

く
等

寛
恥

だ
廿

守
一

?
○

=

ロ

争

図- 3 排水模式図 ( 現況)

相合川

巾

.m
喜
‖

可

の

軍
E

川

℡

Q = 0 . 0 2 2
処理場

〇
.

叫
【

"

句

E

岩
.

e

川

ロ

く
○

毒
N

t

;
.

〇

=

ロ

図一I 排水模 式図 (計 画)

ン
′

離す る為, 在来水路 (善平川)- ほ , 下水路専用 の 排水路

とな ケ;
=

‾‾‾都市汚水巧み を 流下 さす事 と なる が
,

下流部で

ほ
, 農業用水と して反復利用 を して い る為,

こ の 対策 と

して 下水処理場 を設置 じ 生活環境基準及び か ん が い 用

水基準 内の 水と して こ れを 公共用不域で あ る外城 田川 に

放流す る計画 で ある-｡ ( 図- 3 , 図- 4 参照) 上記処理場

計画 に おシテる考え方ほ･,
‾次の 如くで あ る

｡ 本事業に お い

て用排 水を 分離す る こせ に よ り , 善平川の か ん がい 期に

お け る流況は 従来の 非か ん が い 期と傾向を 同 じ く する

為, 非か
_
ん が い 郡の 実測値を も っ て 検討する こ と と した

｡

( 表- 1 参照) 汚水処理計画ほ
,

1 人 1 日 当り 汚水量

200 1
, 同百■最大汚水量30d β

, 計画処理 人 口 ほ
, 現在住宅密

集地 で ある こ とか ら目療年次を20 年後 と しても多大 な人

口 増加は 無い もの と 思われ る の で
,

2
, 0 0 0 人と し, 時 間最

大汚水量に ? い てむ羊, 小規模施設 で ある
_
と とを 勘案 の 上,

上記計画､1一日最 大汚水量 の 60 % 増 を採用 して 0 . 0 1 1 ぷ/ s

と した
｡

しか し,_ 本地区は合溌式下 水処理方式 で ある為, その

規模 に つ い て ほ , 次 の よ うに 決定 した ｡ 即 ち , 本地区内

降雨 が,
3 0 m m を超 えた場合 は; 農業用水の 取水は しな

い とい う前足 に 立 ち
,

こ の 場合は , 下水の 全量を相合川

に 放流する
｡ 降雨が

,
3 0 m m 以下の 場合に づ い て‾は どれ

だけ の 量を 処理す る と下流 に ぉい て 鹿業用水基準 以下に

な るか を試算 に よ っ て 求め た と こ ろ ,
ピ ー ク時 に お い て

,

0 ･ 0 2 2 Ⅰ謹/ ･

一

処理す る と , 下流相今川ほ
, 農業用水基準値

を 下廻 る こ ととな り
,

よ っ 七処理 場の 規模 ほ 最大 Q =

0 . 0 2 2Ⅰ遥/ ･

●

と した
｡ 又 , 処理 施設流入汚水の 水質 に つ い

て は , 前記検討に よ る非 か ん が い 期 の 実 測値をも とと し,

20 年後の 目標値を推 定 して, その ま ま設計 に 使用す るに

は
, 実測デ ー タ ー むこ 乏 しく

,
又, そ の 信煤塵が薄 い こ と

か ら ｢ 下水道局 流域下 水道整備総合計画調査指針+ に よ

る 昭和65 年度 の 推算値 を使用 した
｡ 排 出水質ほ

,
三 重県

環 境部 の 排 出基準 に 従 い
,
S S 日平均 70 P P M 及び B O D

日平均20 P P M 以下とす る
｡

こ の 条件を 具備す る為にをよ

除去率を B O D に つ い て は
,

8 8 . 7 %ノとす る必要が あり
,

本地区 に 合致 した 種 々 の 処理方法の 検討を お こ な っ た
｡

2 . 処理 方法の 検討

下記比較表の 結果, 本地区の 様に 化学薬 品汚水の 流入

が な い 雑排水処理に は , 設備 費の 安価 な維持管理費 の 少

な い 土 壌式接触循環曝 気法を採 用 した｡ 土壌接触循環曝

気法と ほ
,
土壌 浄化法 と よばれ

,
か つ て , 私達 が経験 し

た こ と で すが
, 汚水 ･ 汚物 の 処理 に 当 っ て は 家庭用雑排

水 ほ濱 他に 集 め た り , し尿は 肥料 に 利用 し, 汚物は 地中

に埋め る などの 方法を と っ て い た ｡
こ れらは 土壌の 浸透

性, 土壌微生物 の 分解作用 ･ 臭気防止等浄化能力を応 用

したも の で あ り,･ 土壌浄化法ほ こ の ような土 壌の 浄 化能

力 を利用 した 処理方法で ある
｡

土壌式接触循 環バ
ツ 気槽

-
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処理場設計 諸元

処 理 対 策 人 口 2 , 0 0 0 人

汚 水 排 除 方 式 合 流 ･ 式

処

理

水

量

1 人1 日 平均汚水量

1 人1 日 最大汚水量

1 人1 日 時間最大汚水量

雨水時 日最大汚水量

2 00β/ 人 目

300 〝

2 8 0 〝

0 . 0 2 2 Ⅰ謹/ s

2 , 0 0 0 人 ×2 0 0β/ 人日

2 , 0 0 0 人 ×30 0 〝

2 , 0 00 人 ×48 0 〝

(6 0 0 ＋95 0) =

40 0 t才/ 日

60 0

9 6 0

1
,
5 5 0

水 質一流 入汚永水質l 処理 水質】除 去 率

B O D

S S

1 8 0 p p m

1 6 0

2 0 p p m

7 0

8 8 . 7 %

6 0 . 0 %

排水処理場 の 比較表

土壌式接触循環曝気法 l 標 準 活 性 汚 泥 法 l 回 転 円 板 法

用 途

設 嘩 費 (処理場 の み)

維 持 管 理

除 去率( 原水 200 p p m の とき)

処理 水 水 質 ( B O D p p m )

維 持 管 理 費 ( 年 間)

処 理 装 置 ( 本 体)

泡 . 大 腸 菌 の 飛 散 公 害

消費電力 ( 処理 装置 の み)

騒 音 及 び 対 策

汚 泥 発 生 量

負 荷 変 動

温 度 変 化

臭 気

施 設･ の 増 設 又 は 拡 大

窒 素･ 処 産 能 力

寒 冷 地 の 冬 期 の 性 能

景 観

生活 廃水の 二 次処理

1 5 ～ 2 0 万円/ t

随時巡 回管理

90 ～ 9 5 %

2 0 p p m 以下

4 , 5() 0 千円

土 壌 内

無

555 E W H / D

騒 音 無

0 . 27 Ⅰ才/ 日( 小)

安 定

影 響( 中)

無

極め て 容易経済的むこ行え る

大 き い

殆ん ど変 らない
｡

不 要

不 要

同 左

25
～ 3 0 万円/ t

維 持管理技術者を要す る

90 %

2 0 p p m 以下

6
,
9 0 0 千 円

塵 外 可

有

44 8 K W E / D

騒 音対策必要

0 . 5 6 5Ⅰば/ 日( 中)

影 響( 大)

影 響( 中)

中

複雑,
不経済で ある

低 い

悪化す る｡ 対策必要

対 策 必 要

同 左

25 ～ 3 0 万 円/t

随時巡 回管理

90 ～ 9 5 %

2 0 p p m 以下

5 , 30 0 千円

畳 内

有

536 K W E / D

騒音( 小)

0 . 8 1Ⅰば/ 日( 大)

安 定

影響( 中)

小

同 左

やや ある

一 同 左

同 左

維持管理 費 (1 カ 月 当り)

名 一称】 土 壌 式 接 触 循 環 曝 気 法 l 標 準 活 性 汚 泥 法 l 回 転 円･ 板 法

1 . 電 気

料 金

基本料金

使用料金

21k w x 9阜5 円/ k w = 19
,
8 4 5 円

16 ･ 6 5 0 Ⅰ( W 耳/ 日干
11

,
9 4/

E W H = 1 9 8
,
8 0 1 円

計 l 218
,
6 4 的

(注) ブ ロ ワ ー (5 . 5 ＋7 . 5) k w

ポ ン プ 5 . 5 k w

9 4 5 円/ k w / 月 ×34 k w ＋1 1 , 9 4

円瓦W 珪 ×44 8 E W H / 日 ×,

3 0 日
=

い92
,
6 0 3由

9 45 円/ k w /月 ×20 k v ÷ 5 3 6 円

/ 日 ×11
, 9 4 円/ k w x 3 0 日 =

2 1 0
,
8 9 5 円

2 . 消毒剤

ハ イ ク

P
'

/

6 0 0 Ⅰ遥/ 日 ×5 g/ ぷ ×10‾8
÷ 0 . 7_

= 4 . 2 8 6 也

/ 日

4 . 2 8 6 × 3 0 日 = 1 2 S . 6 k 9/ 月
/

1 2 8 ･ 6 × 6 0 0 円伽 = 】7 7
,
1 6 0 円l

同 左

i 77 , 16 0 町‾l

同

い7
,
1 6 0 叫

- 4 6 - 水と土 第56 号 19 8 4



盾
只

査

水

検

3 P H ‾

B O D

S S

T - N

大腸菌群

600 円 年 間4 回

3 , 3 0 0 円

2
, 2 0 0 円

4 , 50 0 円

3 , 30 0 円

計 1 3 , 9 0 0 円

1 カ 月 当り13 , 9 0 0 円 ×4 回/ 1 2 =

4 , 6 3 3 円垂

同

4
, 6 3 3 円

同

1 4 , 6 3 3叫

4 . 汚泥処

理 費

点検 15 , 0 0 0 円/月

処理 15 , 0 0 0 円 ×4 回/12 カ月 = 5
,
0 0 0 円

計事20
,
00 0 円

運転技術者 2 00
,
0 0 0 円

発生汚泥 0 . 5 6 5Ⅰ遥/ 日

0 . 5 6 5 Ⅱ～/ 日 ×30 日 ×3 , 5 0 0 円

/ ぷ = 5 9
,
32 5 円

計 1 259 , 3 2 5 叫

点検 15
,
0 00 円/ 月

処理 60 0 遥/ 日 ×0 . 1 8 k9 / ぷ

×0 ･
′15 = 1 6 ･ 2 鳴響

= 0 .- 8 1 1遥/ 日

0 . 8Ⅰ㌔/ 日■×'30一日 ×
=

3
,
5 00 円/

ぷ ± 85 , 0 5 0 円

計 l l()0
,
0 5 0 円

5 . 横根修

理, 償

却費

循環 ポ ン プ 5 . 5 k w

水中 ブ ロ ワ ー 7 . 5 k w

〝 5 . 5 k w

計

45 0
,
0 0 0 円

1
,
4 0 0

,
0 0 0

1
,
2 5 0

,
0 0 0

3
,
1 0 0

,
0 0 0

耐用 5 年3
,
1 0 0

,
0 0 0 ÷( 5 × 3 6 5) =

1
,
6 9 8 円/ 日

償却費
修理 費

3
,
10 0

,
0 00 × 3 0 × 1 0‾¢

= 9 3

.計 _
1

,
7 9 1 円ノ日

1 カ月 分 1
,
7 9 1 × 3 0 日

=l■53 ,
7 3 0 円

( 5 . 5 ＋7 . 5 ＋5 . 5) × 30 = 5 5 5/

k w

k w 当ら墜
孟㌘

= 9 6 ･ 8 1 円/

k w

9 6 ･ 8 1 × 4 4 8 k w =! 4 3
,
3 7 0 円l

同

96 . 飢 ×5 3 6 k w =J 5 1 , 緋 円l

計
4

,芸誌去宴冨罠堤t 6 ,芸濃胃堤 .:
444 ,

■8 6 3 円/ 月

鶉338 , 3 5 6 円ノ年

ほ
,

コ ン グリ ー ト水槽に 直径100 ～ 30 0 m m 程 度の 礫 が 詰

め られ
, その 上 に 通気性, 水持ち

,
水ほ けが 適当で微生

物土中勤勉の 生 息に 適 した 土壌で 覆わ れ,
上面に 芝 生が

張られ て㌧
､ る

｡ 汚水 の 浄化は
,

/さッ 気槽に 流入 した 汚水

が
, 汚水 中の 栄養 と酸素に よ っ て

, 汚水の 浄化 に 適 した

土壌 微生物が, 卓越 して 繁殖 し, 常時汚水中に 種付用と

して供給 され, 散気管の 働きで
, 水滴と泡と な っ て

, 土

壌 に 供給 され る｡
こ の 結果, 土壌微生物は, 土 壌と汚水

問を連続的 に 循環 し,
こ の 過程で 好気性 及び嫌気性微生

物 と土 中生物 に よ っ て 有俵物が 分解 され汚水は 浄化 され

る｡

長所

① 施設 が全面被覆されて い るの で 悪臭等の 二 次公害

が ない
｡

② 従来の 工 法に 比較 して 余剰汚泥 の 発 生が非常 に 少

な い
｡

③ 土壌被覆の た め 季節変動 ･ 時間的負荷変動 ･ 断続

的使用 に も安定性があ る｡

④ 維持管理 が容易で あ る｡

⑤ 上面に芝生などを植え糞観上 もよく, 緑地 と して

利用で きる｡

(む 窒素の 除去に も効果が ある｡

3 . 密 計 溜 針

設 帥 こあた
_
ら て

,
毛管浄化研 究会 の 指導 に より下記指

針を作成 し
, 設計をお こ な っ た｡

｢ 本地区は , 雨水の 流入量 が 多く, 負荷変動あり標準値

として ほ
,

下記の 通りとす る
｡

各槽の 構造

(1)沈澱分離槽, R C 造 , 内部中空 穴あけ ス ラ ブ
, 毛管

操充填, 毛管ネ ッ ト
,

毛管土壌覆土, 底部汚泥引抜

桝, 雑排水雨水の 計画汚水量に 対 して,
6 時間程度,

又は 雑排水の 2/3 漏流と し,
こ の 槽 の B O D 除去率を

20 % 以上 とす る｡

(2)接解曝気櫓 ( N o . 1
,

N o . 2 ) E C 造 ,
ロ ス ト ル

,

毛管礫充填, 毛管ネ ッ ト
,

_
毛管土壌覆土, 底部汚泥

引抜桝, 拷触曝気 槽 (甲0 .

_.
1 ) 琴排水量の 掩入 B O

D 稔量 に 対 して容環負荷0 . 3 0 k 9/ ぷ程獲と し
,
こ の 槽

- 4 7 - 水と土 第56 号 19 8 4



(単位 : m )

G 工
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土 壌式沈澱分離槽

戸
更

2 7 . 4 5

1 .
20

○
伯

.

町

O
N

.

寸

阿
山

｢'‾‾■一‾‾
‾一‾

土壌式接触姦槽
l

岨
即

.

寸

∽

N
.

廿

O

N
.

寸

○
ト

.

N

【

+
｢

四
L

町

｢
声
寸

+

排水管断面図

㌍雫措こ

甜
_+

罰

2 . 00 1 .
4 0 2 0 .6 0

25 .2 0

【 ■‾
‾

▼■̀
■

1 .20

土 壌式毛管浸潤装置

機械 設備工事等

汚泥貯漕槽

図 - 5 排水処理場 工事 ( 平面配置図)

｢ ÷
r

‾ - ‾
‾

∵ ‾
‾ ‾

‾
詣 土壌式毛管浸潤装置

l

l

l l

雇示ii
‾一‾‾Ⅵ‾‾l †

l

l

､

｢

‡

+呈膠｡ ∴ … 吉山 ↓ ､ … ､ し ｡ ｡ 謂
l

土壌式接触曝気槽 N 仇 1

‾ - ‾‾‾ ‾ ‾ - ‾ -‾
真

土 獣 毛管浸混装置

歴 二 苦 心 二璽柑

土壌式沈澱分離槽

亡‾-
-

‾‾

… 亨
㊤

土壌式接触曝気槽 N 仇 1

1 北 山 神 棚 ン

ア . 土 恕 毛管浸潤装置

土壌式汚泥 貯滑稽
ー

懐≡苧≡〒葦 … ヨ由
土壌 式接触曝 気槽 N (1 2

処 理水0 血
p

消毒紆 脱 窒用循環ボ ン フ槽

図- $‾ 排水処理 フ P･
- シ ー ト

の B O D 除去率 を70 % 以上 とす る
｡ 接触曝気槽

( N o . 2 )｢卜雑排 水量の 流入B O D 総量 に 対 して容積 ′

負荷0 . 2k昏/ぷ程度 と し
,

こ の 槽 の B O D 除去率を60

i - 4 8 -

% 以上とす る
｡

(3) 汚泥貯濱槽,
R C 造 , 内部中空穴あけ ス ラ ブ

, 毛管

ネ タ ト 毛管土壌 覆土, 底部汚泥 引抜桝, なお,一 各
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処理 フ ロ
ー シ ー

ト

汚水輸送 パ イ プ
ライ ン見取図

フ ロ ー シ ー

ト

E L = 1 2二8 0 M

沈澱槽

Lヒ 汚

R ep ¢3 m n

粗
.
目

ス ク

リ ー ン

抽送ポ ン プQ = 0 . 6 6 山ソ血n x 2 台

ポンプ槽
P

名 = 514 M

第 1 曝
気 槽
(N o . 1 )

i尼
貯 滑 稽

第 2 曝
気 槽
(N a 2 )

l l

, 1

l
一 くJ _ . . .

_ _ _ J

輸送パ イプライ ン高 さ の 略図

余水吐 P C P ¢30 0 m m

_
+｢ ｢ m

E L = 1 7 . 00 M

16 .0 0 (ら
V U p

▽ L W L = 15 .1 0

E L = 14 .00

V U ¢150

且 = 7 62 M′

消毒槽

▽ E レ = 1 8 . 50 ( 汚水流入 口標高)

以上既 設部分で処理場へ

放水( ▽E L = 1 7 . 20)

凡 例

本 工 事 排 水処理 場工事

既 設工 事
汚水輸送
パイプライン エ事--

未 発 注

エ 事
流入放 流管工事

計画 G L 18 . 7 0

¢150 m 四

E L = 柑 . 51 処理場

輸送 ポン プQ
= 0 バ6 m ソm in x 2 台

槽 と
_
も外部に 接する壁,

ス ラ ブ に つ い て ほ , 内部防

水 モ ル タ ル 仕上げとす る｡ 容積30 Ⅱi程度 と し, 分離

液ほ , 沈澱 分離槽 へ 返送す る｡

(4)消毒槽, R C 槽 , 必要 時に 固形消毒薬が投入 でき る

装 置とす る｡

(5)送 気装置, 水 中ブ ロ ワーを使用( 予備機を恵庭す る)

送気量, 雑排水量 に 称 し-_._接触曝気槽 N o
. 1 は ,

1 5 倍程度, 同 N o . 2 は1 0 倍程度とす る
｡

(6) ポ ン プ;
一

沈澱分離槽か ら汚泥貯歯槽 へ の ポーン プ
, 接

触曝気か ら汚泥貯溜槽ぺ め ポ ン プと接触曝気か ら沈

澱槽 へ 水 を戻す ポ ン プ とす声｡

(7) 電気, 操作盤, 地下 ケ‾ナ プ ル と して
, 導線 し, 装置

内に 配線す る操作盤の 内容iまポ ン プ ブ ロ ワ ー ク ス イ

ッ チ
, 機械の 運転ろう電, 過負荷の 表示程度と し,

警報装置 ( プヰ⊥う
‾
シプ) を 一 体的に 外部に 設置す

る タ イ プと す る
｡

ヰ. 事 業 の 推 移

47 年虔 ～ 5 0 年度

用 水分離 に よ る 迂回 水路を実施

51 年度 ～ 5 3 年度

排水処理 場迄 の 排水管桑を 実施

54 年度

処理 場予定地 の 地質調査を 実施

占5 年度

処理場本体工 の 実施･

56 年度

試 験運転 ( 水質 管理 6 ケ 月 間) を実施

5 . 維持管 理 に つ い て

▽ E L 1 7 . 20

表 - Ⅰ 田 丸地区排 水処理場維持管理経費

S . 5 7 . 4 .- ～ S . 5 8 . 3

管理委託料 j 水 道 代 l 電 気 代

4

5

6

7

0
0

9

0

1

2

1

2

3

4 3
,
90 0

3 4
,
0 0 0

34
,
0 0 0

3 4
,
0 0 0

3 4
,
0 0 0

3 4
,
0 0 0

8 4
,
0 0 0

3 4
,
0 0 0

3 4
,
0 0 0

3 4
,
0 0 0

3 4
,
0 0 0

3 4
,
0 0 0

4 0 0

4 0 0

4 0 0

4 0 0

4 0 0

40 0

4 0()

4 0 0

4 0 0

4 0 0

4 9 0

4 0 0

2 24 , 3 3 5

2 0 0 , 3 0 1

20 7 ,
27 5

21 0 , 4 2 き

24 8 , 5 6 6

2 47 , 3 65

2 29 ,
2 4 0

2 2 0 ,
4 1 2

1 1 0 , 9 9 1

3 4 8
, 3 1 8

2 0 7 , 9 2 2

2 0 1
,
2 1 1

計 1 4 6 7
,
9 0 0 1 4

,
8 9 0 1 2

, 6 5 6 , 3 6 4

上 記の 外年間 70 , 0 0 0 円の 薬品代が か か っ て い る

維持管理 は 現在,
玉 城町が お こ な っ て お り町が 管理 専

門業老 と34 , 0 0 0 円/ 1 ケ 月 で 委託契約を 結ん で い る｡ 内容

は
, 月 2 回の 定期点検の み と し

, 水質検査, 緊急出動ほ

含 ん で い ない
｡ 5 7 年皮の 実積は , 蓑- Ⅰの とお りで あ る

｡

6 . あ と が き

益 々
,

農村の 都市化が 進み
, 農 業用水の 水質 汚濁 が大

きな 問題 と な っ て い る が
, 当田丸地 区で

,
い ち早く, 国

の 補助事業 と して 採択をい た だ き田 丸用水の 水質汚濁 問

題 に 対処 できた こ と は
, 幸 せ で あ っ た

｡
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1 . は じ め に

国際大 ダ ム 会議 (I C O L D ) 第51 回 総会お よび 各種委

員会が19 8 3 年 8 月31 日 よ り9 月 9 日 ま で イ ギ リ ス の 首都

ロ ン ド ン で 開催され
, 大会後 に は 5 コ ース の テ ク ニ

ッ ク

ス タ デ ィ ツ ア が行わ れた
｡

こ の 大会 に ほ37 ケ 国か ら約2 50 名 が参加 し, ダ ム の 問題

点 が色 々 論議 された
｡ 各種委員会 の 様子や ツ ア の･詳細むこ

つ い て ほ月刊誌
``

大 ダム
''

1 2 月 号に 発表 され た の で それ

を参考 に して頂く こ と
ノ
と して

, 守 谷 ･ 岡田 の 参加 した A

コ ー

ス で 見学 を した 7 ケ 所 の ダム ( 山瀬,
山下 の 参加 し

た D コ ー

ス も ダ ム と して は A コ ース 7 ダ ム の う ち 2 つ が

含 まれ て お り , 他 ほ イ ギ リ ス ･ オ ラ ン ダ の 主 と して防潮

施 設を中心 に 見学 を した) と大 会 ツ ア 後見 た フ ラ ン ス の

1 ダ ム に つ い て その 概 要を報告 する こ と とす る
｡

A ツ ア ー は 9 月 4 日 か ら9 月 9 日 ま で の 5 日 間に ロ ン

ド ン よ り約60 0 血 北方,
ス コ

ッ ト ラ ン ド州の エ ジ ン バ ラ

市に 亘 る広い 地域で
,

ダ ム 7 ケ 所を中心 に 大吊橋や防潮

ゲ ー ト等を見学 した
｡ 参加者は 各国合せ て90 名で 準備提

供 され た バ ス ほ 3 台で あ っ た
｡

ス タ デ ィ ツ ア の P - ド マ

ッ プほ 図1 の 通 りで ある
?

ロ ン ド ン 市街 に ある ホ テ ル か

ら1 時 間もバ ス に 揺 られ て北上す る とす っ か りイ ギ リ ス

の 農村地帯 に 出て い た
｡

バ ス は時速 1 10 キ ロ 前後 で択調

に 走 り つ づ ける｡ 水 田 を 中心 と した農村 しか 知 らない 我

々 は ハ イ ウ ェ イ の 左右 に 開けて い る牧野 や 麦炬, その と

こ ろ ど こ ろ に 点在する 農家と ヨ ー ロ
ッ

パ の 畑作地帯 の 風

景を
一 錠の 感銘 を 持 っ て眺 め 続けた ｡

* 近 雅 致腐建 粉 食
軸 日東漁業土木盤台帝究所舞査 研究 部長
* 榊

日米水エ コ ン サ ル タ ン ト会長
事 榊 * 日東技研株式会社会長
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後で 丸い 印刷前の 新開原紙の よ うに 梱包 された 麦藁が 点

々 と して い た ｡
イ ン グ ラ ン ド洲は 特 に 高い 山が なく

,
耕

作 されて い る農地は 比高差 40 ～ 1 0 0 m 程度の 高低をも つ

ゆ る やか な丘 陵地帯 で あた か も広 い ゴ ル フ 場を走 っ て い

る よ う な光景で あ っ た ｡
ロ ン ド ン か ら 30 0 血 位を走 っ た

所 で, 最初に 見た の が,
エ ソ ピ ソ ガ ム ダ ム ( E m pill g b a m

D a m ) で あ っ た
｡

〔イ ギ リ ス〕

2 .
エ ン ピ ン ガムダム 1) ( E m p 血g b a 血 D a m )

こ の ダ ム は 転圧 した 粘土で 造られた ダ ム で イ ギ リ ス 国

内七は 最大の 貯水容量を も ち
, 周辺市街に 29 5 , 0 0 0Ⅰ才/

d a y の 水を供給 して い る
｡

ダ ム の 線形は 非常に ゆ るく,

恰か も河川敷 に 皿 をふ せ た ような感 じで あり, 愛知用水

公 団の 東郷 ダ ム の の り勾配 をゆ るく した 様な感 じで あ っ

た
｡

表 1 に エ ソ ピ ソ ガ ム ダ ム 諸元 , 国2 に エ ソ ピ ソ ガ ム ダ

ム 概略平面図及び 図 3 に 標準断面図を示す｡

表- 1 ェ ン ピ ン ガ ム ダ ム 諸元

項 目 l 数 量

名

蹟

横

量

式

長

高

積

式

量

度

川

桐

畑

約

諾

体

椚

棚

H

河

淀

湛

総

ダ

堤

堤

堤

洪

最

施

グ ワ ン 川

7
,
4 0 0 血

1
,
2 6 0 血

12 4
,
0 00 千d

ゾーン 型 フ ィ ル ダ ム

1
,
20 0 m

4 0 m

4
, 7 0 0 千ぷ

タ ワ ー

1 8 . 0 Ⅰぜ/ s e c

19 7 2 年完

一Lil刀 e St O n e

B e a cbi n g

D i v e r sio n a nd

O

G E N E R A L A R R A N G El 旺E 阿 T P L A N

周一-2 エ ソ ピ ン ガ ム ダ ム 概 略平面図 ･

ダム の 基礎ほ 青 い 石灰岩層で ダ ム の 基礎地盤 と して の

強度が 不足す るた め
,

ダ ム 上 下流の 勾配むま‾図3 で 見 られ

る よう に ,
1 : 5 ～ 1 : 10 と非常 に ゆる やか で あり, 又

基礎 に は 施工 中の 基礎地盤の 排水の た め 基礎 の 下方18 m

の 深 さ まで 広く サ ン ド ド レ
ー ン が 配置 されて い る｡ その

径ほ 60 0 皿 で 教ほ10 . 8 7 3 本で あ り, 1 . 8 6 m x I . 8■6 山 か ら

4 . 0 0 m X 2 . 5 0 1 n の 格子状に 配置 されて い た
｡

8 年を 経過 した 現在は 非常に 安定 した 青い 草 で お おわ れ

た きれ い な ダ ム と して
, 我 々 の 目を果 しま せ てくれ る｡

む ずか しい 設計 と施工 の うえ完成 されて い る ダ ム だ け

に , 施工 中甲み ならず, 完了後の ダ ム の 挙動 に つ い て
,

神経質 と 思 わ れ るほ ど観測が続けられて い る
｡

5 ケ年

の 施工 期間中に お け る 最大断面 に お け る沈下 は 17岳皿

(1 9 8 2 ) で貯 水彼 の 水平移動は 下流側軒こ30 皿 で あ っ た ｡

完成後の こ の ダム を見 て驚 い た こ と は
, 完成 した 貯水

池が ,
こ の 地方 の 景勝の 地 と して, 観光 に レ ジ ャ

ー

に活

用 され
,

一 般 大衆 の もの と な っ て い る事 で ある
｡

こ の 様

子は
, 図4 エ ソ ピ ン ガ ム ダム 周辺 開発 図を見れば 明らか

R ip･ R a p

R o c k Rip 心 p 8 0 0 d e e p
W a v e W all

亀 A c c 缶 S R o ad

T

撃≡望藍
箋差等
蓋c l a y

T y ｡ e
･

A
･

Fi l1
2
.

5 . ｡ r ain a が 1 a慧ご
y p e

冨£岩誌 /

/

T y p e
'

A l
'

Fill
w all ｡ r ai ｡ =

忘 忘摘‖=桓寧珊
S

｢ 品邑二k et町野
高a

『耶7
p D r a i n

S a n d D r ai n s 60 0 m m . d i a m et e r

T o p of
_
M a rl st o n e R o c k B ed

C e nt r al S 占etio I l

10 5 0 10
1字 義 転 ∃

S c a
■1e i n

.
M e t r e s

周一3
‾
.

土 ソ ピ ン ガ ム ダ ム 標準断面図

-

5 1 - 水 と土 第56 号 19 8 4 濁



の よう に, 広大 ピ ク ニ
ッ ク チ リ ヤや ボー ト ハ ウ ス

,
フ ィ

シ ン ク設 鳳 立派 なボ
ー

ト ハ ウ不等が設備 されて お りそ

の 規模, 構想 の 大き さ等計画的な発想は なか なか 我 々 日

本人 で は な し得 ない もの で あ ろう｡

3 . カ
ー シ ン トン グム (C a r si n g t o n D a m )

更 に
,

5 0 b l前後北上 した 所 で 施工 中の カ ー

シ ン ト ン ダ

ム を 見学す る こ とが 出来た
｡

こ の ダ ム ほ セ バ ン ト レ ソ ト水資源開発事務所の 建 設に か

か るも の で , 水は 下流の ダ
ー ビ ー

市や レ イ サ ー 市等に 供

給 され る計画 で あ る｡･ 図 5 かこ オーシ ソ ト ン ダ ム 概略平面

図
,

図6 に ダ ム の 標準断年 取水塔関係図を 示す｡

ダ ム の 諸元 は表 2 の と′ぉ り で あ る
｡

表土は ぎは す べ て ∴2 m 前後を剥きと る こ と を原則 と して

お り, 不適水性 ゾ ー

ン 部ほ 3 m 前後を キ
ー

ト レ ン チ は
一

般基盤 よ り更 に 3 m 前後深く, 剥き と る こ とに して い る｡

不適水性 ゾ ー

ン の 厚さは 基礎地盤上で フ
ィ

ル タ ー の 近く

が
,

2 : 1 の 動水勾配 に な る様に して い る
｡

不透 水性 ゾ

ー ン 基礎で 透水係数値 且 = 1 ×1 0‾4
～ 1 0‾8

を示 して い る

が,
グ ラ ウチ ン グ に よ っ て す べ て ゑ = 1 × 1 0‾5 を ク リ ヤ

す る まで 改良す る こ と と して お り ,
こ の グ ラ ウチ ン グに

使用 した 圧力は0 . 2 5 × 深さ( m ) で 使用 セ メ ン ト量 は
一 次

調k9/ ぷ ,
二 次21 kg / 滋 で あ っ た 由で ある

｡
ダム 上 下 流斜

面に は 硬質の 石灰岩を 使用 して お り, 施工 に 当 っ て ほ そ

の 粒度, 粒形に は 神経すぎ る程 注意深く 施工 され て い た
｡

なお り わ⊥
フ らェ ル と して 下流法 先に10 ～ 3 0- m 聞か く に

O m il e s 1 2

N

O A E H A M

G u n tb o r p e

図- ヰ ェ ソ ピ ソ ガ ム ダ ム 周辺開発国
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表 一

一重
- ‾カ 山 シ ソ ト ン ダ ム 諸元

項 日 数 量 他

層

蕉

皇

軍
長

名

標

式

量

虔

約

鯛

約

軍
体

鵬

棚

H

流

湛

稔
▼
ダ

堤

境

港

洪

最

施

1
,き05Ⅰ氾

■
,
29 5 由

一鼠‾-り0()千 遥

ア 丁 ス フ ィ ′レク' ふ

1
,
2 50 m

3 5■m‾

2
,
2 0 0 千誠

タ ワ ー

畠4 . 0 諺/ s e c

1 9 8 1 ～ 1 9 8 蜂

深さ 6 +
～ 7 荘l の 井戸を設けた

｡ その 様子は 写真 1 の 阜お

り で ある｡ 左右両岸の 地山 との 接合部の 施工 は 当 日雨の

た め 実情は見られ なか っ た が
,

地山が 写真2･ の ように 亀

裂 の 多い ル
ー ズな岩で あるの で 十分注意 して 施工 され て

い ると思ゎ れた ｡

l . キ ル ダ ー ダム
1 )

( 払 1d e r I) 乱m )

√

更をこ 北上 する- こ二主3 脳 血 の 所セキ ふ ダ ー 事業計画地域

池 入る
｡ 娩夢旺 丘陵 蹄 ほ 少 L 急峻となり, あち らこ ち

:ち め 山配 嘘林藩範子も斗る覿が一自立らて 釆た ｡

夢 エ ･ ぜ

恰 かもみ翔

農琴ほ 唇焦 と-←て

牧場と棄蛸せ恵を滋養
t 犠寿都 鴫

‾
き耳･専政 軽申 野帝石横

顔盛ん どゃある
､
こ･ 気重琴興廃治;∴‾姦斗奉ら‾和 一ふ申さ) が栽

野草れ で 払 峯野卑 :奪 蕾愛妻異奉ワ て二』∴穂
｡･
`

ヰ 声♭ ダーニ ダ本･垂箆転逓孝義
､
準ネ タ シ ソ グダキ (巧 嶽

由 n 馳 益ラ∴之古壷萱-ちの
‾
ダ ム

‾J

壷ペ ア わ と怒 っ て お わ, 下

地 が キ ル ダ ー

ダ ム で上池が ベ イ タ ッ プ グ ダ ム とな り て い

曲盛

峰

井

草

昏
晃

竣
諾

ン

3
り

む

率
∽

〔

髭
由

g
四

.

取

≠

a

{

○

写真- 1 カ ー シ ソ ト ン ダム ガ ッ プ ラ プ プ旛 工状況

写専一2 カ ー シ ソ ト シダ ム 啓蒙部

る｡ その 様子ほ 写真 3 で よごくわか る｡

キ ル ダ
ー

ダ ム の 諸元を 表き･ に示 す｡

園7 紅 キ ル ダ
ー ダ 芸■め 概略平面囲, 国 名 に 標準断面図を

示ずや
キ ル ダ r ダム の 基蒔ほ 瓢 由前夜の 厚 い

, 砂岩, 頁

岩垂据岩層か らな 頭 て お り, 盛土ほ木筆 が氷河粘土の 上

中こ直接施 工 きれ て い 愚‾が
‡.取家格や 暗落 王取水管及び 取

ー
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写真- き ベ イ ク シ ソ ダ ム

蓑一冬 キル ダ
ー

ダ ム 諸元

項 R
口 数 量

名

標

層

量

式

長

高

硬

式

量

鹿

J

約

叩
約

諾

体

棚

爛

川

河

掟

湛

鐙

ダ

堤

堤

堤

浜

最

鼠

24 ,
1 5 0 血

1
, 0 8 6 血

18 8 ナ q O O 千招

中心 コ ア 塑 ア ー

ス ウ ィ ル ダム

: 1 , 1 4 0 m

5 5 m

‾4 , 4 0 0 千㌶

披越流型洪水吐

4 怒 題/ s 既 ( 地衣Ⅹ 1 壬8 0 0 ぷ/ s)

Ⅰ9 7¢～ 1 9 $ 2 年

薮塔 へ 由遠路通路を収め て し､ る∋ ほす べ て 密着を基礎と

して い る
｡

･ 1 9 7 9 年紅 は盛土施 工 の 速 度が早く.
不透 薮性ヅ ー ソ や

上寵 プ ラ ン ケ
ア
‾-ト部 ( こ の ヂラ ン ケ壷 卜時赤遽来任 ゾ+

ソ 嘩 底慈か ら上 線基礎 上匠設 けた 雛土層 を晋‾う‾の で あ

る) に 部分埠に 間際 薮正が急激をこ上昇 トた遼ミ
, 冬 期 間の

盛 土工 事の 中止や カ ウ ソ義 一 申立 イ 十施 工 に よ っ て
, ゆ

っ､′
くP と消散させ る こ 辛労喜田凍て た との こ とである ｡

盛 土や基痍地盤の 学費挙監視 ずる 恵め盛 土 如 酌こ グ リ

タ ドを鼠 ん で 表面の 薇教御髪の 魔 敦を浸 けた り , 層 別沈

下許や 傾斜 乱 覿陸水痙計やオ ー プ アビ ギ ず メ ー タ
ー

を

凌 置-♭て い 多古

盛主王事め 完了療事由8 年 恵 i 感窒寧あ頭髪繚最で ほ 水平

‾移動岳ミ26 弧 以下卓
, 沈下畠噛 ～ 唾益 であちた

｡
ダム 基礎

に 埋設 された カ ル ′
ミ ー ト の 移動は 少 なく漏水も少なく

,

紀蓼透 量46 β/ 駿 C 払下 で あ っ た ｡ また 間際水圧も全体的

に ほ設計嘩以下 で 申 し分ほ‾なか っ た ¢

･ キ ル ダ ー‾ダム で青も ダ ム 天端 匠 設け られ て い るノ
ミラ ペ

ッ ト が 軍睾 如 こ見 られ る ま
■ぅに現地 で産 出きれ る砂岩を

使 っ て お
ミ

り--; 我 が国一考ほ 最近 ア ル ミ製や
,

ス テ ン
.
レ ス 製

の 材料で相 当高価潜もわ を利 用す る摩向 に あるめ で
, 項

u p st r e a m

.

5 00 m

1 in 3 . 5

村野 L

G E N E R A L 岳 紙 基珂G E M E 封甘､ P L A 包

囲 一 丁 キ ル ダ ー ダム 枕崎平面酪

1 i n き 1 i l1 2 . 5 ‾
R o ad

母血

T Y P‡C Al , C R O S S S E C TIO N

園 - 8 キ ル ダ ー ダ ム 標準断面 国

門の 一 針をうけた よう匠 思 っ た¢

ち.

■
ぺ すウ シ ン ダム

1 )
( B 曲 d 血払 恥

■

ペ イ ク シ

_
アダ ム は キ ル ダ丁 ダ ム の 上流 敵 こ あ っ て

･ 洪

水調節 と沈泥 の た め お よび 減水時に もキ ル ダ ー ダ ム に お

い ても ポ ー ト遊び や 釣 ヨ
ァ ㌻ などの レ ク リ エ ーシ ョ

ン を

す るた め 文 恵親株持 の ため 計画された ダ ムで あ る｡

ー さ

5 4 て
-

写真 一

I キ ル ダ ー ダあ ダ阜ラ ヴ ッ ト

水と土 簸56 号 19 8 4



ま た キ ル ダ ー 計画 に ある 3 個の ダ ム の う ち
一 番小さ い

もの で ある
｡

ダム 諸元 を表 4 に 図 9 に 概略平面図を図10

に 標 準断面 を示 す｡

こ の ダ ム の 特長ほ ,
ダム 本体 は ロ

ッ ク と荒 い 材料 で築

堤 されて お り, 傾斜 不透 水性 ゾ ー

ン をも っ て い る ｡ 中央

に 設けられた 洪水吐は 潜れ痕とな
?

て お り洪 水吐の シ
ュ

ー ト 部は10 段前後の 垂直 ス テ ッ プ が つ けて あり, 滅 勢効

表- ヰ ベ イ ク シ ソ ダ ム 諸元

項 目 ; 数 量

河

流

湛

総

ダ

面

面

水

型

域

水

貯

ム

名

標

積

量

式

長

高

環

式

量

度

頂

体

椚

禁

足

堤

提

供

最

施

9 , 7 00 血

67 bα

､
.
4
,
∝氾千d

イ ン ク ラ ン ド塾 ナ ー ス フ
ィ

ル ダ ム

16 5 m

19 . 10 m

15 0 千ぷ

堤頂越波型

32 0 Ⅱi/ s e c

1 9 7 8 ～ 1 9 7 9 年

N W L 185.2

G E N E R A L A R R A N G E M E N T P L A N

図- g ベ イ ク シ ソ ダ ム 概略平面図

N W L 1 83 .5

S a n d st o n e

R ip- r a p O n

filt e r

ゝ
V l

C l a y

G r a n u l a r

m a te ri al

果をあげる よ う に な っ て い る
｡

こ れ らほ模型実験 に よ っ

て 定め られた｡ なお キ ル ダ
ー

ダ ム に どう しで も送 水 しな

けれ はならない 非常 の 場合 の た め , 径 2 m の 鉄管ケこ よ り

放 水出来る よ うに設計 され て い る
｡

移 動測定用の 標準 坑は ウ ォ ー ル や 堰頂に緊 結され , そ

の 記 録に よれ ば, 耽下ほ 2 Ⅱm で 水平 移動 ほ 5 m で あ っ た ｡

¢. メ ガ ッ トダム
1 )

(淑 e g g a t D a m )

更に11 0l 皿 前後北上する と メ ガ ッ ト ダム に つ く｡
ピ ー プ ル

市を出て か ら約 1 時間が か か っ た 0
ス コ

ッ ト ラ γド州に

近づ き周囲の 山々 は 更に 急峻 と
､
な り ,一斜面 払艶 々 軒こ ほ ,

岩盤が 鼓砕さ れ, 荒 々

_′
しい 崖錐と な りむき出 しに な っ て

い る所 が多い
｡

これ は 周氷河と い われ て い る
｡

ま た 山に

は ユ タ
ー ( H e a t e r) と 呼ばれ る 植物 で紫 の 花 をつ け,

よ

い 香 りの す る草花が 咲き乱れて い た
｡

こ の 草ほ ゴ ル フ 場

の ラ フ に も多い ようで ある
｡

.
メ ガ ッ ト ダ ム は ロ ー シ ア ン 地方 ( L o tb i a n R e gi o n )

の 大切な 貯水池で あ る｡
ダ ム の 基嘩岩磐を苓ツ ル リ ア系 集

塊岩,
シ ル ト岩, 頁岩か らな っ て い る

｡ 岩 の僚斜 ほ急 包

皮で あ り, 深 さ50
～ 6 0 m の 遮水用 グ テ ウ ト カ ー テ ン が施

工 されて い る
｡

表 5 に ダ ム の 諸元を , 囲11 に ダ ム 概略 平面 図/ 図12 に 標

準断面図を示す｡

わ が 国で ほ
, 本格的なア ス フ

ァ
ル ト コ ン ク リ ー トを使

用 した セ ン タ ー コ ア の ダム ほ ない
｡

こ こ で堤秦野 m 前後

の ア ス フ
ァ

ル ト コ ン ク リ ー ト の セ ン タ ー コ ア ダ ム を 築造

して 利用されて い る事は非 常に 興味が あ っ た
｡

コ ア を 中

心と し
,

上下流側の ロ ッ ク ゾ ー

ン は 池敷か らの 粒 度の よ

い 石礫が搬入 使用 されて い る ｡ 監査廊 ほ基礎 岩盤 に ダ ラ

ゥチ ソ グに よ り, 密着 し, さらに 盛土完成 後iま盛 土の 圧

力むこ よ り
一

体化されて い る
｡

ダ ム 基礎 よ りの 漏水に つ い

て は 垂直 ア ス フ ァ
ル ト コ ン ク リ ー ト 壁 で 完全な遮 水をも

くろん で い る
｡

こ の 設計は 表面舗装 よ りも工 事費や
,
‾施工 の ス ピ ー ド性

安全性が す ぐれて い る こ とか ら選択 された
｡

堤体 の 挙動の 把握め た め ビ ュ ゾメ
ー タ ー

や 土庄計 , 移

E ie ld e r N W L 18 5 .2

R ei nf o r c e d c o n c r e te f a cin g sl a b s

Filt e r

血

S trip p e d le v el

T Y P IC A L C R O S S- S E C T I O N

ロnd e rd r a in & filte r

図一川 ベ イ ク シ ソ ダム 標準断面図

-

5 5
一

｢
C b u te blo c k s

/冨三琵琶怒;

20 m
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義 一 ち メ ガ ッ ト ダ ム諸元

項 目 l 数 量

河 川 名

流 域 面 積

湛 水 面 積

総 貯 水 量

ダ ム 型 式

堤 頂 長

堤 高

靂 体 者

洪 水 吐 型 式

最 大 放 流量

施 工 年 度

400 b G

2 5 9 b

6 1
,
4 00 千ぶ

中央遮水型 ロ ッ ク フ
ィ

ル ダ ム

( ア ス フ ァ ル り

56 8 . O m

5 8 m

2
,
10 0 千ぷ

ク ワ +

2 10 ヱ㌔/ s e c

1 9 7 8 ～ 1 9 83 年

i T ロ
n 加 1

基 ､
r

a ■v e 】寸 内
訳

G E N E 良 A L A E R A N G E M E N T I
〉
m N

図- I 】 メ ガ ッ ト ダ ム 概略平面図

動測定 ゲ ー

ジ が設 置され て お り , 建設期間 中の 基礎沈下

は 約 1()0 皿 m で あり, 25 m 貯水後 の 水平移動 は 7 皿 を 越え

なか っ た ｡

ダム の 取水と洪 水吐 の た め . ダ ム 上 流部の の り さきに

鉄筋 コ ン ク リ ー

ト造 りの 取水塔が , 設置 きれて お り , 管

理 橋が な い
｡ 管理 権の 代 り に ダ ム 下流か ら写貢 5 に 示す

よ うな ト ン ネ ル が施工 され て お り ,
タ ワーの 中 で は エ レ

ベ ー タ ー

に よ っ て , タ ワ ー 上部 に出られ る ように な っ て

写真 一 5 メ ガ ヅ ト ダ ム 洪水吐 タ ワ ー 連絡 ト ン ネ ル

写声｢
.
8

ノ メ ガ ッ ト ダ ム 洪水吐タワ干 上部越流部
ごみ よけ ‾

い る
｡ ( キ ル ダー.

ダ ム の 場 合も同様) 洪水吐用の 堰は 円形

で58 m の 陰流延長 と在 っ て お り流入 ゴ ミ の 処理 の たあに

ほ , 写真 6 に 示 すよ うな 工 夫が 施工 され て い る
｡

丁. キ ャ ス ル ヒ ル1〉 ダム( 伽 stl 七山11 Ⅰ) a n )

キ ャ
ス ノン ヒ ル ダ ム は

,
ス モ ッ ト ラ ン ド州の グ レ ン デ ェ

ボ ン ( G l e n D e v o n ) 地区 に ある 5 個 の ダ ム の 1 つ で あ

る｡
ダ ム サ イ ト付近の ロ

ッ ク は 火山性 の 玄武岩 や凝灰岩

で ある
｡

そ
_
L て こ れ らの 岩磐をこ は 小 さな 断層が 走 っ て い

る
｡

とめダム ヰイ ト己
■
まⅤ 字形の 峡谷 で あ り, 基礎 や両岸

の 地盤の 強度もす ぐれて い るの で ( 写真7 ) ダ ラ ビ テ ィ

雪
肌 3 34 伽 芋ミ:賢二

33 8 ･O m

l
-
i ｡ 1 .5 ｡ 1｡ 2｡ 3 ｡ ｡｡ 5 ｡ m

芦1望;‾

V el Fjll

Z o n e s

1 i n l .7

1
.i n l .9

A ll Iti c

÷: ;y･〉
+ ゝ

ノ

野･
､

ミ

萱妻

主

T r a II Sit i o n

C o r早
1 in 2

二
1

■ C u t ･ O ff f
■

山g c o n 加 I G all e 汀
L B la n k e t F i】t e r

T Y pi C A L C R O S S S E C T I O N

図- 1 2 メ ガ ッ トダム 標準断面図

- 5 6
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写真
一

丁 背面 よ り見 るキ ャ ス ル ヒ ル ダ ム

表
-

¢ キ ャ ス ル ヒ ル ダ ム 諸元

項 目 l 数 量 他

域

水

貯

淀

甚

給

ムダ

凄

墳

墓

式

面

面

水

塾

堤 頂 長

堤 高

屋 体 稀

洪 水 吐 型 式

最 大 放 涜 皇

施 工 年 度

2
, 4 2 01 氾

2 4 血

2
, 7 0 0 千d

重力 ア
ー

チ 爵 コ ン ク リ ー ト ダ ム

20 2 . 6 m

4 0 . O m

1 8 . ㈱ d

越洗型

19 75 ～ 1 9 78 年

図 -

1 3 キ ャ ス ル ヒ ル ダ ム 概略平面図

珊 L 2 00 .8 m
D m 甘 巾ぽ T o v e r

R d

D e 亡k

回 一

川 キ ャ ス ル ヒ ル ダ ム凛 準断面図

- ア ー チ型 コ ン ク リ ー ト ダ ム が 築造された ｡ こ の ダ ム の

設計 に 当っ て は ,
モ デ ル テス トが実 施 され , その 確実性

と安全性が 確め られて い た｡ これ ら結果地盤 改良の た め

楷 グ テ ウ チ ソ グが なされ て いた ｡

写 暮 -

1 ビ ト ロ チ タ‾- ダ ム

ダ ム 完成後の 計器 等に よ る観 謝を見 る と ダム ク ㌣ス ト

の セ ン タ
ー

に お ける水平移動 昧13 址 で
, 浸透水 ほ冬期 で

1 . 馬β/ s e c で あり, 秋期 では0 . 1 51/ s e c で あ っ た
｡

一義 6 駐 車 ャ
ス ル ヒ ル ダ ム 諸元を 図13 紅 ダ ム の･概略平面

図, 国14 に標準断面図を示す｡

8 . ピトロ チ リ ー ダム (アitl o 血 町 D a m )
▲

ピ ト ロ チ タ ー

ダ ム は イ ギ リ ス 北部ス コ
ッ ト ラ ン F の タ

ン メ ル 河稔合開発事業の
一

つ で
,

こ の 事 業の ダ ム 群 の 水

管理を有効に 実施 して 発電効率の 向上 を図る た め河川液

量 の 逝 調整をす る ように設 けられた 重 力式 コ

_
ソ タ ワ ー ト

ダム で ある
｡

こ の 事業 は1 班7 年頃か ら始め られ. そ の 後更に 開発が

進 め られ て お り,
こ の ダ ム の 直下に ピ ト ロ チ リ 一 発電所

が あり, 2 台の 発電幾で15 万 E 町 の 水力発 電が な され

て い る
｡

こ の ダ ム に ほ 巾27 皿 の オ
ー

ト マ チ ッ ク の ロ ー ラ

ー

ケ ア トが 取付けられ て い る(写 真8 参照) ｡ 重 力 ダム で

は あ るが
,
2 乃 m も■ある 魚道が設 計され有効 に その 効果を

発揮 して い る｡ 鱒等が魚道をさ か の ぼる様子 が水路 の 側

面 に設 けられた ガ ラス 窓 で よく見 る こ とが 出来た ｡

争. ダム 見学後の 所感

イ ギ リ ス の イ ン グ ラ ン ド札 ス コ
ッ ト ラ ン ド州は 共紅

高 い 山が なく
, 非 常に肯 い 地質か らな っ て い て

,
お の ず

か ら高堰堤の 築造される葛所 は 少ない
｡

日本の 低標 高部 に 築造 され る ダ ム と よく に て お り,

必 らず しも よい 基帝岩盤 の 上 に ダ ム を 車道す ると い う よ

り, 現 地に ある土石材料 を有効 に利用す る こ とに 配慮 し

て ダ ム 計画をた て ると い っ た 僻向 の ようで あ る｡ ダ ム の

高 さ の割合に は
, 貯水両帝 の 広い ダ ム が 多 い｡ 又 日本の

よう紅 台尻に よ る降雨は 殆ん どな くて
, 年 間雨量 も少な

く
,

また 雨量分布も フ ラ グ ト型 で ある の で
, 直凄淀城 の

狭 い こ とを カ ノ
ミ ー す るた め 淀城変更型 の貯水池 が多 い

｡

土質助に も古生層の 風化物を利用す る ため ,

■
含水比の

高い 材料で も使用 され て い る こ とが多 い
｡ 盛土施工 紅 当

一

打
一
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つ て は施工 中の 間隙圧 の 消散 に ほ
,

どこ の ダ ム も注意 が

払 われ て い る
｡

イ ギ リ ス 大 ダ ム 会議資料 D a m s i n t b e ロE ( 19 6 3 ～

1 9 8 3) むこよれば フ ィ ル タイ ブ ダ ム が47 あ り, その うち 堤

体 内に 水平 ド レ
ー

ン をも つ も の15 ケ ≒3 2 % , 中心粘土遮

水壁の 基礎か ら上流側盛土の 下を通 っ て 仮 メ 切 ダ ム に 接

続 した 形の
, 遮 水プ ラ ン ケ､ ツ トをも つ もの 8 ケ 幸17 % も

あ る｡
こ の こ とほ , 提 体材料 に 不適 水性材料 を使用せ ね

ばな らない ケ ー

ス が 多い こ と と
,

ダム の 基礎処理 に づ い

て の 経済性, 地質状 況
, 速 水効果等 に つ い て

,
よく検討

して い る こ と の
一

端 を示 して い る｡

どの ダ ム も完成後 の 挙動 に は 特 に 注意を払 っ て お り,

各種観測計器 に よ る記録の 解析むこ は 力を入 れて い るよ う

で ある｡

地形, 地質,
土質の 関係で 大型の ダ ム は 少なく フ ィ ル

タ イ ブ で均
一

型の ダ ム が多い
｡ 貯水池の 利水に つ い て は ,

都市用水の た め の もの が多く, 農業用 と しては , 豚や 羊,

牛等い わ ゆる畜産用飲み 水や 洗源用 に 使わ れ る事が , 日

本 と は変 っ て い る
｡

〔フ ラ ン ス〕

川 . ゲラ ン メ ゾン 計画 の概要

東 フ ラ ン ス
,

グ ル ノ ー ブ ル 市 ( G r e n o b le ) で
一 夜を明

か した
｡

9 月12 日 は琴か ら小雨 で初秋 とい うもの の 少 =し

肌 寒い
○ 小雨 の 中でフ グ レ ア ( S o g r e a b ) の 水理実験所

の 見学 を した後,
ロ ー ヌ川 ( R b o n e) の 支流イ ゼ ー

ル 川

(I s e r e) をさか の ぼ り更に 支 流を上 流に 向 っ て フ ラ ン ス

ア ル プ ス に 分け入 っ た ｡ 舗装 の ない 所も 多く小型 バ ス の

ゆれも大きい
｡

イ ギ リ ス と オ ラ ン ダ等平坦地に 馴れた 我

々 の 目に ほ
, 久 し振 りに 日本 の 山道 を走 る の に 似て な つ

か しく さ え思わ れた
｡ 丘陵地帯は 次第 に 急峻とな り渓谷

の 様相 を呈 し始 め
, 山の 切れ目に は そそりた っ た ア ル プ

ス の 山 々 がの ぞい て い る古部落は こ の 道 を中心 に 発達 し,

農家の 外甘ちほ ア ル ミ 工 場, 電気 関係 の 小工 場 や商店 が点

在 して い る｡ 家 々 の 壁 は 石造 りの も の が
, 目立 つ よう軒こ

な っ て きた ｡

1 2 時近くに グ ラ ン メ ゾン の 事務所 に 到着 した｡ 事 務所

の すぐ上流に は グ ラ ン メ ゾ ン ダム と ペ ア に な っ て い る プ

ル ヌ イ ( V e r n e y) ダ ム の 下流法面が せ ま っ て い た
｡

こ

の グラ ン メ

_
ゾ ン 計 画は フ ラ ン ス の 水力発電計画の う ちで

は最 大の もの で あり
,

グラ γメ ゾ ン ダ ム ほ 標高約170 0 m

と い う高位 に 建設されて い る堤高 160 m の ロ
ァ

ク フ
ィ

ル

ダ ム あ り,
1 24 百万ぶを貯 溜され るも の で

,
1 0 血 下流 で標

高750 m 近く に 建設 され つ つ ある下地 ブ ル ヌ イ ダ ム ( V e-

r n e y D 可 m ) とを ト ン ネ ル で 連絡す る こ と と な っ て い

る
｡ そ して こ の 間の 落差約950 m を活用 し, 4 段 の 可逆 ポ

ン プを利 用発電 し
, 流末を下流 ベ ル ヌ イ ダ ム むこ 放流す る

事 と して い る
｡ なお 下流むこ 放水された 水は 発電用ポ ン プ

に よ っ て
, 電力の 余 っ て い る 時間に ダ ラ ン メ ゾ ン ダム に

逆 送 し, 発電量の 増加を計る と共に 電 力の 質 の 向上 を計

る こ とと して い る
｡
その 発電量 は約180 万 E W に 達 し

フ ラ ン ス 水力発電量の-10 % を占め る とい う優秀 な事業や

あ る｡

1 1 . ゲラ ンメ ゾン ダム2)

グラ シ メ ゾン ダ ム は こ の 計画の 内で 最大の 規模 をもつ

構造物で 天端標高1 7p O m とい う 副 如こあ り, 堤 高160 m の

ロ ッ ク フ
ィ

ル ダ ム で , 貯水量も140 百 万ぶで ある
｡

ダム の

諸 元を表 7 に
,

ダラ ン メ ゾ ン ダ ム 標準断面図を 図15 に 示

す｡

堤体 ほ セ ン タ ー 不透水性 ゾ ー

ン の ロ
ッ ク フ ィ ル ダ今

で
, 堤 高160 m で 小石 の 多い 地盤の 上 に 建設 され, 不 適水

性 ゾ ー

ン の 底 巾も 100 m 以上 とな っ て い る｡ 水位の 変化

に 対応 で き るよ う上流の ロ
ッ ク ゾ ー

ン
,

ト ラ シ ジ ョ
ン 材

料は 透水性材料で しか も ダ ム 下 流左岸 の 原石 山か ら採取

され る片麻岩を使用 して い る｡ 不 透 水性 ゾ ー

ン 下流 の 透

水性 ゾ ー

ン は ダ ム 上流側 で 採取 され た崖錐等 を使用 して

い る
｡

フ
ィ

ル タ ー と ド レ ー ン は砕石 を使用す る こ とと し

て い る
｡ 材料 の 質を コ ン ト ロ ー ル す る ため 特に 不適 水性

ゾ ー ン に つ い て は ス ト ッ ク ヤ ー ドをもうけ十分に 管理 さ

れて い る｡ 盛土材料は50 ソ
トの ダ ン プ

■
ト ラ ッ ク に よ っ て上

下流 の 表層 ロ ッ ク の 上 に 傾斜 道路を造 り, 輸 送され て い

表一丁 グ ラ ン メ ゾ ン ダム 諸 元

給築堤量

上流側築堤輔警ニ;; ヨ ソ( 崖錐)

コ ア 築堤量

下流側築堤量i羞
流

孟
ア ク

フ ィ ル タ ー

,
ド レ ー

ン 量

堤 頂 長

天端標高

堤 高
l

底 部 排 水 管芸警
F .

1

Ⅳ . L .

墓君
面積 j

流域面積

年平均 流出量
(4 月 ～ 9 月問･ $7 x l ぴd )

計画洪水量

12
, 9 0 0 , 0 0 0 Ⅱf

3
, 7 40 , 0 0 0 Ⅰ丘

1
, 6 40 , 0 0 0 ぷ

1
,
8 5 0 , 0 0 0 b瓜

1
,
1 30 , 0 0 0 Ⅱ～

3
, 6 5 0 , 0 0 D 丘タ

89 0 , 0 0 0 ぷ

55 0 m

E L l
, 70 0 m

16 0 m

3 . 6 0 m

8 6 5 m

E L l
, 6 9 5 m

E L l
,
6 9 8 m

E L l
,
5 9 0 n

1 4 0
,
0 0 0

,
0 0 0 Ⅰ才一

13 2
,
0 0 0

,
0 0 0 Ⅰぜ

2 25 b α

2 20Ⅰ氾

5 0l皿

1 0 5 ､ 0 0 0
,
0 0 0 遥

50 Ⅱ～/ s

- 5 8 -
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聾唖蔑び 倒 ギ研 一

{ 卓 即 妙 ∴i

空 文⊥
乱 1孝男

ビ
タ ア勾

底藻捗 椅

慧
+ 置換

- し貯 蟹 汐癖 ジ殉 唾 輔

j
毒
-

嶺

脚

国- 15
■

ダ ラーシ メ ゾ γダ阜標準斬両 国

写真 一 争 グ テ ン メ ゾソ ダ卑施工 状況

る
｡

不適 水性 ゾ
ー

ン 材料キミ餞カ150 0 T/ b r の ベ ル ト コ ン

ベ ア が併 用され て い る｡

ロ ッ ク材 料 まダ ム 現場ぞ 荷掬 しをす る際,
ニ チ

ニ タ
ー

ボ

ソ プ で岩石襲面 の 串静暫洗い 乾すエ汝をと り､
, 各盛土材

料 の 転圧を鼓すべ 青線野戸､ ｢ ラ ー で 締め 固め られて い る
｡

孝 則 ､旺盛王聴溌海鳥る
.
己 車 軸 来慈よ ダムゐ沈下に ?

い て ほ 不達盤鞄 ダ ウ ア ､ の 中央で 2 益で 金棒的匠 ほ 綺1 . 為

% と予想 して
`
い 魯ようだふ ゃ

ダ 女帝抑まダ本末菰の 旛石

山に 求め て い るむ
P

タ グ擾囁鞄葺瀕 鞄岩盤面を痕あ よう

に水が凍れ畠事壷員鶉み , 景観を薬 L む ようや して い る

事で 薫か さぁる｡ 表層 戸
ヴ ク ¢表 面は すべ てJミ

グ タ ホ ー

で 整形す る程 度と して い る｡ 軽俸不適永性 ゾニナ ン と産地

左岸

洪水吐

締 夕蝉 ン

鑑設 穿沈着

盤と の 密着紅 対する連続性と遮 親睦及 野 基礎 の 冷 凍紅

は
,

格子状の コ ソ ブ リデ ー ツ ョ ソ ダ ラ ウチ ジ ダを施工 し

て い るら 自然岩盤の 割れ目惟 完全 紅 密着す る よう
,

セ メ

ソ トに よ る ダ ラ ウチ ソ グが実施されて い.るく｡ 深い 新をこ も

速水性を延長する た め
, 長 聾す王①吼 産経一番･ m の ギも ラ リ

ー を不適水性 ゾ ヤ ア め直下紅
.設けて い る

｡
こ こか ら深度

豹 鋤 m まで カ ー テ ン ダ テクチ ッ ダをするよ う 紅 し て い

■る｡: ギ ャ ラり - と床据面との 間をも 申開卑 ∴ テ ン ダ号ウ

チ ソ グを行な っ て い る¢
‾

車の ギ ャ ラ リ + ほ 又管理たも豹速され るぜ--ダー芸ヰ虹 設

置きれた 観測計夢の り 丁
‾F 線を集 軌 天磯 と同 じ高さ紅

あ る左岸 の 管理室狩 導びい て い る｡

また 不義水性 ゾ ー ン や基礎岩療の 中を通 る′, 濯 げられ

ない 海水量の 計謝をもす る £う紅-も して い る｡ こ れらほ

白鷹 臣 下洗ぺ洗出出来 る- よ彗直 きあて い る｡ 仮 排水路 ,

底部排厳格, 汲水放線骨べ で_左岸医 計画されて い′る
｡

ダ ム 建設匠 つ t ､ てを鼓舞象申開孫か ら 1 年間野戦-_
6 カ

月しか 出来ない ｡
一

日盛衰養車重は 琴 線 由 と し
,

地下

工 事ほ豆4時間地表の 工 事は望毎時間藩働 と して お･.
り

,-. 2 真

率で 施工 す畢こ と匠 七 て い 巻頓驚金管驚 に つ い て百草盆乱

施工 筆者と して 日本と同じ俸軽 費重曹琴嚢貞会 を 編成

し, 無事故を一巨蓼 こt て い る窮 すで に $ 名 の 犠牲者 が

出て い る 由であ っ た｡
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1 2 . プル ヌ イ ダム
g ) ( V e r n e y D a m )

ダラ ン メ ゾ ン ダ ム よ り下流約10k血把築 造さ れ_
つ･ 南二轟

る
｡

こ の ダ ム は
,
1■･ダ ム 上流斜面をァ■哀 フ ゲ ル 下

一

膜鞋: よ っ

て 表面遮 永を した ダム で , 堤高42 也与 淀裏430 血 であ る｡

総貯水容量は1 5
ん 邸8

.モ撫 で逸謁整地 の役 目-を果す･こ 去凌上

して い る･か 己 の ダ冬の 準用 で発電量 の 質 の 向上 ぽす峠 ち

しい もの で ある_｡

こ の ダ ム サイ ト 付掛こ ほぞ ム の 速 水に 使用す 遠海 質塞

が 不 足す るた め
,

セ
Y ク ー コ ア に よ る遮 水を 目論む蕾 計

を や め
,

上 流斜面紅 塵水 掛とァー･
ス フ ァ

′レ ト コ ン グ
_
一リ ーーート

を施工 す る与と と しそい‾るよ ブ ル ヌ イ ダヰ 諸≡融ち表8 に

写真一川･ ブ ル ヌ イ ダ･ム 施 工状況

1() m

表 ←
･辞

`
一ブん′畏 イ ダ ム 諸元

堤
㌧

体 原

産 項 長･

天 壌標高
与

蒔 ∴高

野 . 野∴♭

H ～
‾囁L L .

も. 幣‾■L 与

経貯水量

着感貯東量

虹 取 も .一時貯褒両替

野･
汐

扱流 出量
(4 月 ～ 9 月 開 虚 ×‾1 辞諒)

年 間保 留水量

利用可能都蚤
日月丁 野 間 感1一文‾11粍速写

童画轟永量 ･･

Ⅰ, 5 5() , 0 榊 ぷ

4 3 0Ⅰ恐
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4丑m
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E
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■15 ゝ 6 0 0 , 0 鱒遥

壬4 , 30 0
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0 0 0 滋

S5壬氾
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1 6 5 血1
号

怠46 , 0 0 0 , 0 0 0 d

戯 , 0 0 0 , 0 0 0 Ⅱ君

雄4美 ㈱
,
00 0 ぷ

2 紛招/ 嶺

標準断面図は 国事甲声す｡

ノ
ア ス フ

ァ
ル ト コ

‾
ソ ク リ ー ト は ダム 天満か ら堤体基礎 ま

で 連続 し
,
上 水用プ ラ ス テ イ

ク コ ン ク リ
ー ト に接線 し,

堤体表面をお お っ て い る
｡ 写 真1 伽こ ダム 施羊状現を 奉ずQ

ダム 本体ほ 直接沖環層の 上 院建喪登れて おり; 基轟 を

通 る漏水 に 対 して は プ ラス チ ッ ク 3

_
ア タ

_
好 一
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る こ とと し, そ の 厚 さは
,

1 . 2 m で あ る
｡ その 深 さは

,
4 7

m で沖積層や 堆石層を仕切 っ て い る
｡

こ の 連続速 水壁ほ 沖積層 の す べ て を遮水 して い
__
ない の が

特長 で
,

こ れほ ダ ム 下流地域の 河川維持用永め 確保の 為

に 設計 され たも の との 事 で,
パ イ ビ ン グ に 対す る心 配が

ある が
,

確 た る説 明は なか っ た
｡

ダム の 両岸か らの 迂 回浸透 に つ い て は す べ て グ ラ ウ チ

ソ グに よ っ て速水す る こ と に して い る
｡

又 ダ ム 上流の 河

川斜面 ( 地 山斜面) の 保護の た め に は
, す べ て リ ッ プ ラ

ッ プ に よ っ て 波浪 浸食や 法面す べ り に 対応 させ て い る｡

堤体左岸側 に ほ
,

基礎の 中 に 2 つ の 緊急放流用の 放水

路 が あり,
それ ぞれ, 1 0 8 Ⅰ〟s e c の 能力をも っ て

‾
し､ る ｡

又地表 に ほ280 ポ/ s e c の 洪水吐が 設けられ る｡

今 後, 事故 なく,

一

日も早く工 事が 完了 し有効な電力

の 開発 を望み た い
｡
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【水系 シ リ ー ズ】

石狩川水系に お ける農業水利

一目

1 . 地域の 概況･ ‥ ‥ … … ‥ ‥
･(6 2)

(1) 自然条件
･ …

… …
…

…
… ･ … ‥
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‥
… ‥

‥ = … ‥ ‥
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‥ ･ ･ …
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2 . 沿革 ‥ … … = ･ ･

イ6 5)

(1) 沿革
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‥

‥ … … ･ ･
‥
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=

･(6 5)

(2) 主な利水事業 ‥ … … ‥ ‥ ‥ ‥ … ‥ ‥ … ‥
!

… ･ … (6 8)

3 . 農業及び 農業水利 ‥ … … ‥ … ･ … ‥ ･ … … ‥ … ‥ (7 0)

l . 地域の 概況

( り 自然条件

(9 地域及び地勢

石狩川ほ
瓜

北海道の 屋根
''

を なす大雪 山系 に 源を発

し, 層 雲峡の 峡 谷を うが っ て 上川盆地 に 至 る｡
こ こ で 牛

朱別川, 忠別川,･ 美瑛川, 等の 支流を 合せ
,

再び 神居古

需 の 峡谷を うが ち石狩平野 に 出, 更 に 雨 竜川, 空知川
,

幾春別川, 夕張川, 千歳川, 豊平川
,

等の 各支流を 合せ

つ つ 商流 し, 石狩湾に 注 ぐ延長 342 血 の 河川で 流域面積

143 3 蝕 ㌔
,

1 6 市 ,
3 2 ケ町村 に わ た り

,
北海道 に おけ る水

田面積の 70 劾 こ 及ぷ1 7 万血 の 水 田を容 し
, 北海道の 稲作

の 中心地帯を形成 して い ろ｡

流域の 北側は 摺鉢,･ 和寒の 革山に よ っ て 天塩川水系 と

境 し, 東側ほ 北 見 日高山脈, 西側は 天塩, 増 毛山脈,

西南部は 都須火山帯かこ属 す る手稲, 朝里 , 無意 板等 の 諸

山紅 囲まれ
,

_
南側 は千歳 丘陵を経 て勇払原野に 接 し

, 僅

か に石狩jll 河 口働近 一 帯 が日本海 に凄 して い る｡

これ らの 山脈丘陵軒こ聞損 された 流域は 更 に 日高山脈か

ら分派 した 夕張山脈かこよ っ て 2 分され, その 北東部は 上

川, 富 良野, 等 の 大盆地 を形成 し, 南西 部は 広大な 石 狩

平野 をな して お り,
こ の 平野ほ 川沿 い に南 に 向■っ てや や

傾斜す る低平均で本施, 支流とも蛇行著 しく. 自然 堤 防

が発達‾して い る｡ 近年河川改修も進ん で い る
｡

河川 の 後背地 は広大 な泥炭地を な
‾
して い る｡

◎ 気象及び土壌

( i )･ 気 象

本地域は 本州に 比して やや冷 涼とは 言え, 北海道 に お

い て は 最も気象条件かこ恵ま れた地域 匠属する が上川地帯

と石狩平野地帯とで や や気象条件 を異 にす る｡

書
ゴと海道開発局札腐開発費安部水利冶合材策壷

ガ

が

孝

征

村

藤

田

斎

次

(1) 農業･ … … … = ‥ ‥ ･ ‥ … … ･ = ･ … ‥ ‥ (7 0)

(2) 農業水利 … … ‥ ‥ … ･ ･ … = ‥ … ･ … ‥ ‥ … ‥ … ･(7 0)

(3) 基準地点流量と農業水利
‥ ‥ … ･ … ‥ ･ … … ･(7 0)

4 . 石狩川 水系開発 と水 源開発
･ ･ ‥ ‥ … ･ t ･ ･ ‥ ･ ‥ …

(7 3 )

(1) 水系調査の 経緯 と必要性 ‥
‥ … … ‥

‥
= … ‥ ( 7 3)

(2) 水資源開発の 見通 し
‥ …

‥
･ … … ‥ ‥ … ‥ … ( 7 3)
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図- 1 石狩川水系概略図

上川地 帯ほ 内陸的気侯 を呈 し, 春季か ら夏季に か け て‾

は 高温 多照で ある が
, 秋季ケこは急激 に 冷涼

.
となり10 月初

旬に初霜 をみ る ｡ 冬期 の 気温 は著 しく低下 し, 寒気 は苛

烈 =
と な_り積雪

_
も 比較 的多い

｡ 年間降水量ほ ぃ
1 , 0 0 0 m m

以上 を示 し
, 北海道 で ほ や や 多し､ 地番 に底

､
し農耕期間 の

降粛分 布ほ春季 に少 なく
_

卜 夏∴ 鉄拳 に 多く特 に
.
■9 月かこ 多

い
｡

石狩平野地帯は 日本海気象の 疇徴を呈す る
｡
郎ち 気温

は 温暖で , 年平均気温は 上川地帯に 比 べ やや高く,
こ と

に 冬季 の 気 温は高 い
｡ 春季ほ 石狩低地帯を通過 する季 節

風 が 強く, 播遵期間 に 鍾 々 の 障 害を与 えて い る
｡ 年降水

- 1辺 - 水と土 第56 号 19 8 4



石･ 狩 川 水 系 の 気 象

表一1
_ 月別平均 気温 (単位 C

O

)

話 手 三ゝ
‾

l】1f 2l 3】
‾‾

三 5

1 2 . 7

1 2 . 2

6 【 7 1 8 9 】 10 】 11 】 12 】平 均

石 狩 平 野
札 幌

岩 見沢

-

4 . 5

-

6 . 3

-

3 . 9

一

瓦6

- 0 . 3

- 1 . 4

7 . 0

6 ∴1

1 6 . 5

16 . 4

2 0 . 9

2 0 . 7

2 2 . 0

21 . 8

1 7 . 2

1 6 . 8

1 1-. 0

1 0 . 5
,

4 . 5

3- i 5

-

2 . 1

-

3 . 4

8 . 4

7 . 6

川l 旭 川 --8 ･ 6l - 7 ･叫- 2 ･ 7】5 ･ 51 12 ･ 3l l叫 2叫 21 ･ 4 い5 ･ 8‡9 ･ 1l 2 ㌶ト4 ･ 8 6 . 7

表- 2 月別平均降水量 ( 単位 m m )

宗六ざ｢妄､ヱIl ll 2 年

1 . 1 9 6

1 . 2 9 7

2111019876543

石 狩 平 野
札 幌

岩見沢

113

111

1

9

9

0
0

4

6

0
0

6

盟

6 7

3

5

6

0
0

l

A
n
V

負
U

9

4

0
0

6

0
0

O

1

5

5

1

1

2

5

5

3

1

1

2

ご
U

3

2

1

1

0
▲
‖

X
U

2
(

ソ
ハ

l

l

▲
‖
)

O

l

凸

0

61

川 j 旭 ノ･t】l 90l 餌1 111721
∧

ひ311615 71211
.

4
一7876516 1 .･2 2 6

表- 3 月 間 日 腋 暁闇. ( 単 位 b )

扇
石 狩 平 野

札 幌

岩 見沢

117

1 3 0

1 49

1 6 4

2 0 5

2 3 1

22 1

21 5

2 20.
2 1 7

2 2 3

2 3 0

2 1 1

2 2 5

29 4

2 1 5

1 8 9

1 9 8

1 6 4

1 5 9

11 1

9 8

1 0 0

9 2

2 . 1 1 4

2 . 1 7 4

旭 12 2 い62l 239l 22 71 23 9! 2
甲l 22 21 21 7 1 1 9 0 1 5 1 1 9 8 1 9 5 1 2 . 2 0 0

量ほ 1
,
0 0 0 m m を越す, 農耕期間の 降雨分布は 上川地帯

とほ ぼ同 じ憤向を示す｡ 無霜 期間ほ 上川地帯に 比 しや や

長い
｡

( 弘) 土 壌

上川地帯 : 石狩ノーl本支淀沿い に は 平坦地が 分布 し, そ

の 周辺 に 波状性地,■丘陵地あ るい は傾斜 地が 広く 分布 し

て い るが
,

上川
, 美瑛 , 富良野 の 周辺 の 傾斜 地丘 陵地 ,

高原地は 主と- して 安山岩,
石英粗面岩 , 第三 紀 凝灰岩 ,

集塊岩 , 等に 由来する土壌か らなり, 大 半は壌土 ～ 埴壌

土型に 属 し
, 平 坦地むこ接 する緩債斜地 ない し緩波状地 は

洪 積土 で
, 主と して凝灰岩 を母材 とす る埴土型 の も の が

多い
｡ 平 坦地は 大部分が潮成 ない し河川沖積土か らなり

腐頓 に 富 ん だ壌土型 が多く, 埴壌土型 の 粘質土 がこ れ に

次 い で い る ｡
こ れ ら沖積土地帯 の 間i こ低位泥炭 を主 とす

る 集積土堆域 が介在 して お り, こ れら泥炭は 低位泥炭土

を主 とすろ 関係か らほ とん ど 水 田 として 利用 されて い

る｡

石狩平野地帯 : 北部丘 陵急傾斜地帯は 安山岩, 蛇紋岩

ある い は 第三 紀層砂岩に 由来す る疎旺 富む埴壌土が 多

く, 東西両側の 傾斜埠及び波状性丘陵地は 夢三紀庵砂岩

及び 貢岩に 由来す る墳 壌土及び囁 土に 属す る
_
もの がきわ

め て 多い ｡ 平野部に接 す る波状性緩儀斜地及び 段丘地は

洪 積の 埴 土ない し噂 壌土型かこ属 し, 堅 車重粘土で あ るが

( 農業気象10 年表昭和但 ～ 50 年)

表- 一 石狩川水系甲耕地土壌群

( 単位 血)

享
__
里甥

_
名1】上川地帯

_
】歪

狩平
引水 系

岩 層 土

砂 丘 未 熟 土

黒

多

畢

褐

灰

グ

暗

褐

灰

グ

一
黒

泥

ボ

削

卵

色

色

ク 土

ボ黒 ク 土

グ ラ イ 土

森 林 土

台 地 土

ラ イ 台 地 土

赤 色 土

色 低 地 土

色 低 地

ラ イ

泥

炭

土

土
.
土
二

土

12 0

9 甲

19 , 7 1 2

3 , 9 9 6

2 6 0

2 4 0

1 2 ,

_
2 9 8

6 , 6 9 1

6 , 8 9 6

2 5 5

立
,
2 7 6

3 4 7

7
, 7 7 0

3 , 0 2 5

畠2 0

'
一9

,
8 4 9

1 7 , 6 1 8

- 4 , 8 8 8

4 8 8

1 6
,
8 8 0

2 1
,与37

3 5 , 8 0 0

_
1 , 8 7 0

3 8 , ¢91

12 0

3 4 7

8
,
7 6 5

3
,
0 2 5

8 2 0

2 9
,
5 6 1

2 1
,
6 1 4

5
,
1 4 8

7 2 8

2 9
,
1 7 8

2 8
,
2 2 8

4 2
,
6 9 6

2
,
1 2 5

4 2
,
3 6 7

計 Il 5去
,
73 9 い58

,
郷｢ 214

･
7 2 2

､( 昭53 . 写北海道立中央農業添致場調 べ)

近年, 畑地と して 利用されて い る
｡ なお 南部の 千歳, 恵

庭地方は 樽前系火山灰で 被覆された 丘陵地が分布して い

る
｡

平坦地は 河成沖積土 と泥炭土か らな つ て お り, 沖積

- ‾63-
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土は 各河川沿 に 発達 し,

一 般的に は 上掩部は 土性やや粗

く
, 壌土 ない し砂壌土に 属す るもの が多く

,
下流部は 次

第 に 土佐が 細か くな る傾向が見られ, 壌土ない し埴 土 に

属す るもの が 多い ｡ 泥炭土は 低位泥炭及び 高位泥炭を 主

と して 広大な面積を占め て い る｡ 泥炭地の 大部分は 水 田

と して 利用 されて い る｡

( 2 ) 社会経済状況

本地域ほ , 北海道 に お い て は 地理的,

_
気象的に 好条件

に 恵 まれ, 北海道開発 の 歴史 と共 に政治, 経済, 文化 な

らびむこ産業 の 中核地帯 と して 発展 してきた
｡

北海道給面積 の1 7 % ,
1 4 , 3 3 0 血

2
に

, 人 口 は47 . 5 % に あ

た る 約2
,
6 0 0 千人が こ こ を 生活 の 基盤 と して い る｡ 産業

ほ
, 漁 業を 除けば土地面積 の 全道 比の それ よ り も高く,

道内最大の 消費市 場で ある札 幌市 を擁 し
, 消費 水準も高

い
,

こ れを 背景に 工 業も盛 ん で
, 札幌, 旭川, 江 別, 砂

川, 滝川等, 道 内の 主 要な工業 地帯の 形成 が進 ん で い

る｡

一

方 , 農業も石狩本流や 千歳 川, 雨 竜川等 の 大支流

流域の 低平地に 全道の6 5 % を占め る水田 地帯が あ り, 北

海道の 稲作農業の 中核地帯で ある｡

2 . 沿 革

( l ) 沿 革

石狩川水系 の 農業水利の 歴史は , 明治 6 年, 島松の 中

山久蔵 が 水田 1 反歩 を造成 し, 島松川か ら用水を引き
,

水稲の 試 作に 成功 した時 をは じめ とす る ならば,
い まだ

11 0 年で ある
｡

1 0 0 0 年を越 える府 県とは大 きな へ だ た り

畠ミあ る
｡ その11 0 年間を支えて きた もの ほ

, 故郷を捨 て
,

寒冷な北の 大地に 移 り住ん だ 農民の 断ち 難き米 へ の 執 着

で あ っ た
｡

それほ
, 今 日の 石狩川農業の ル

ー ツ で も あ

る
｡

明治 2 年 7 月, 北海道 に 開拓使が 設置されて 以来, 政

策 の 変遷 と 削 ぎ同 じ歩み で進展 してきた 農業り 歴史を い

く つ か の 時代 に 区分 し
, そ の 中か ら水利を 中心 に 概観す

る こ と とす る
｡

① 開拓使 , 三 県 一 局時代 ( 明治 2 年 ～ 明治18 年)

こ の 時代は 水田経営 の 黎 明期 とも い う べ き 時代 で あ

る
｡

開拓使の 本道開拓の 第 1 の 要務 は, 農 業的資 源の 開発

で あ っ た
｡ そ こ で 農業移民の 受入 れに 積極的な方針 を立

て , こ れ を 実行 して きた が 稲作に 対 して ほ極 め て 消極 的

で あ っ た ｡ その 理 由と す る と こ ろ は , 気温, 水温が低く

栽培 に 不適 なこ と
, 利用す る土地面積が 大きく

,
か つ

,

生産 コ 大 トも高 い
,

とい うもの で あ っ た ｡ ま た , 開拓使

の 外国人顧 問団の 食糧 と して の 評価も低か っ た ｡

前述 の 中山久蔵 はi 自作の 籾種を各地の 篤農家に わ か

ち
,

そ の 普及 に 努め
, 各地で 栽培が 試み られ

, 適格品種

で ある赤 毛の 発現と普及, 移民の 増大 に 伴う需要の 拡大

と 米価 に 刺激 され, 石狩川の 水 田は 漸次拡大されて い っ

た ｡
こ う した 民間の 稲作の 成功は , それまで ｢ 水田 三 関

シ テ ハ
, 殆 ソ ド何等施設 ス ル 所ナ シ+ で あ っ た 官側も明

治9 年, 札幌官園 に お い て 試作を開始 し 数年間の 試験

成続が 良好で あ つ た こ とか ら明治16 年に は
,

つ い に 水田

奨励に 踏み 切 る こ と と なる
｡

さら に
, 明治25 年 に は 稲作

の 権威 とうた わ れた 酒旬常 明が北海道財務部長と なり,

彼は , 開拓事業 の 終局 の 目標ほ 稲作 であ る こ とを 強調 し

て
,
｢ 移民 と言 え ども米食を 離れた 生活 はあ りえ な い+

と稲作普及 に 拍車 をか けた
｡

そ の 後, 岩見 汎 芙 唄, 砂川 と試作 の 成功 は漸次, 北

上 して い き, 明治29 年 に は 石狩川水系の 水 田ほ 1
,
9 0 0 町

歩 ま で に な っ た
｡ しか しこ の 時期 ま で の 開 田 は , 屯 田兵

に よ る10 町歩 にも及ぶ も の もあ っ た が, 谷地 ある い は洪

水を利用 した 小規模 なも の が 多く, 増加棟 内も緩慢 で あ

つ た ｡

明治30 年 ,
それ ま で 安価 な土地 代金で は あ っ た が

, 有

償払 下げで あ っ た 土地は
,

｢ 北海道 国有 未開地処分法+

の 発令に よ り無償 付与と なり, 加えて 米穀 市場の 拡 大と

米価の 上昇は 大規模な開 田事業を企図 させ る と こ ろ とな

り,
こ れ に 伴い

, 大型水利施設の 必要が 生 じた ｡

こ こ で 1 人の 料亭の 主の 思 い つ
‾きが村営農業水利事業

と なり
,
｢ 北海道土巧組合法+ 発令の 糸 口 とな っ た 話を

紹介す る こ とに す る
｡

明治2 6 年頃, 札幌 の 薄野 ( ス ス キ ノ) で料亭｢ 北海楼+

を経 営 して い た角 田村 ( 現在 の 栗 山町) の 開拓農場 ｢真
‾

成 社+ の 株 主, 高瀬和三 郎は 水田 耕作の 有利性 に 着眼 し

て
, 試作を 希望 し

, 真成社ほ 彼 と の 問に 試作協定を結

び
, 用水路測量及び 阿野 呂川使用の 件を道庁に 申請,

2 7

年 ,
5 町 3 反歩の 造 田を 行 っ て 予想以上 の 収穫 を みた の

で , 夕張川 よ り水を 引き, 大規模 な水 田造成計画 を実施

す べ く
,

翌28 年 , その 事業 の 推進母体 となる 水利 組合 の

設立 を決定 し
, 受益面積 4 , 0 0 0 町歩と し

,
用 水幕 の 開さ

く費 を村債 を起 して支弁す る こ
‾とと し

,
工事費,

3 万 円

の 起債 に 関す る上 申を行 っ た が
,

こ の 水利組合 ほ
, 組合

員 が ま だ 土地所有権 を得 て お らず , 法 人団体 と して 恵め

られず上 申は却 下された
｡ そ こ で 組合iま総会を 開い て 其

成 社を解散, 土地は 各個人に 分配し, 払下げの 手続きを

と る
一 方 , 新た に 水利土巧組合を 設立 して

,
工 事費は 幽

係地主 に お い て そ れぞれ 出資す る こ とと し,

一 時市中銀

行か らの 融資に よ り工 事施工 の 認可を出願,
こ れが認可

された
｡

と こ ろ が 再 三の 洪水,
埋木, 岩盤処理 等, 予期

せ ぬ ア ク シ デ ン トが 量 っ て 工 事は難行 し,
工 事費は 当初

の 予定額の 倍額 に 達 した ｡ 資金難と共 に エ 事の 前途は 暗

か っ た ｡ しか し, 村民の 水 田熱は 道 に 高 ま りをみ せ , 規

模を拡大 して 村営事業の 下で 実施す べ しとの 要望が 強 ま

り
,

明治30 年12 月 , 水利土巧組合 は解散, 角由村事業と

し
,

事業資金 ほ, 大 臣陳情 を含む大融資運動 を 展開 し

て
, 勧業銀 行か ら4 万 円の 借 入に成功,

3 1 年 8 月 に 工 事

一
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が再 開され た
｡ その 後 さらに 1 万 5 千 円の 追加融資を受'

けなが らも,
3 3 年6 月 , 薪 水路開 削4 , 5 4 8 間

, 古川
, 阿

野呂州の 渡 深5 , 0 20 間に の ぼる石狩 川水系 最初 の 大規模

水利事業 が 完成 した
｡

こ う した角 田村の 動きは
卜 当然 他

の 地域を刺 激 し
, 長沼, 東川, 秩父 別, 深川等 で

,

■
水利

組合, 団体 が 水田造成
,

水利 事業 の 計画 を持 つ よう に な

つ た ｡

こ う した 農民の 動きを 背景に
, 昭和35 年3 月 8 日 ,_

｢ 北海道土巧組合法+ が 発令 され た ｡′
こ の 法律 を契機 に一

角 田, 岩見沢川向, 由仁村用水, 東 川村等 の 組合 が相次

い で 設立 され, 大規模な水利組織 が , 今日 的な表 現をす‾

れば
,

"

市民権
''

を 得て
, 水 田は 着実に 拡大 し, 現在 の

石狩川農業の 基盤作 りが 進め られ た 時代 で あ っ た
｡ ･

② 拓 殖 期

北海道土巧組合法の 制定は 水田 開発の 展開に 大きな力

と な っ た が , 造 田事業の 大規模化ほ
,

施設の 計画
, 設計

に 専門的 な技術が なくて は 対応 で きなくな っ て きた
｡

一

方 事業費も増 大 し, 投 資効 果ほ確実 で あ っ ても
,

工 事費

負担 に 耐えない もの も多か っ た
｡ そこ.

で
, 北海道庁ほ ,

将 来の 造田計 画を柱 とす る用 水路基 本調査
,

か んが い 施

設 計画, 設計 を行う用 水路設定調査 を第 1 期拓殖計画 の

重 要施策と して 取り入 れ , それぞれ 大正 3 年, 明治37 年

に 地方費 で 実施 した ( 大正後期に は 国費と な っ て い る) ｡-

こ れと併行 して
,

か ん が い 工 事補助政策 も 強化 さ れ

た
｡

か ん が い 工 事に 対す る補助ほ 明治34 年か ら北海道10

カ 年計画 に お い て も取 り上げ られた が , 岩見沢川向
, 由

仁用水, 比布の 3 土功組合 に 対 して 4 , 9 6 0 円の 補助が 行

わ れた だけ で あ っ た ｡
こ れ を引艶t

_
､ だ第 1 期拓殖計画 の

当初計画は , か ん がい 区域50 町歩以上 で , 工 事費 の 1/4

を補助す るとい うもの で あ っ た が
, 財政 上 の 圧迫 もあ

り, 大正 5 年, 深川土功組合に 対 して わ ずか 3 万円を 支

出した の に 止 ま っ た ｡ 大正 6 年 , 1 団地2
, 0 0 0 町歩以上,

補助率 2/ 1 0 に 改訂, さ ら に 大正 9 年,
1 団地10 町歩以

上
, 補助率4/ 1 0

, 大正15 年5/ 1 0 と な っ た｡ それ まで 補助

の 対 象と な っ て い た の ほ 幹線 ま で であが っ た もの が 支線

ま で拡大され, 補助率は5/ 1 0 に 引き上げられ助成政策は

強化され て
, 第 1 期拓殖期 の 補助実績は

, 幹線 で は 計画

76
,
0 0 0 町歩 に 対 して93

,
5 3 8 町歩, 支線 で は 1; 0 0 0 血 に 対

し3
,
由9 町歩 を実施 し,

い ずれも計画を大 巾に 上廻 るも

の で あ っ た ｡

開発が進 むに した が っ て 次第 に 土地条件の 不 良 な地帯

の 造 田と なり, 排 水路掘 削, 造 田土 工 の コ ス ト高 の 債 向

が現わ れ, 本田経営の 圧迫と な っ て きた
｡ 大正15 年 に 5

反以上 の 造 田を行うもの に 対 して , 造 田費の 4 割以内の

補助金 を交付 して こ れを促進 しようとす る制度が 設けら

れ た戸
ミ

, 補 助申請面積11
, 3 錦町歩軒こ 対 して 補助実績ほ

6; 1 6 0 町 歩で あ っ た
｡

と まれ , 稲作に 対 して積極 的な取 り組み を し た第 1 期

拓殖 計画 は
, 明治19 年水産額の 5 分 の 1 に 足りなか っ た

農業 生産額 ほ大正15 和 こほ 1 億11 5 9 万円 に 達 し, 北海道

産業 のヰ 心 は水産業か ら農業 に 移り, 北海道に お ける産

業上 の 位置 を確か な もの と した と- して 評価されよ
一う

｡､

ま た , 農業の 進展ほ 農産物を 原料 とす る加工業 を興 し

横械工 業, 化学工 業の 発展を促 した ｡ それ は 日 清, 日露

戦争 後の 資 本主義 の 発達 に 伴う国 内市 場 と, 欧州大戦略

に お ける海 外市場り拡大, 道 内轟産物の 需要の 増大に 依

る と こ ろが 多い が, 開拓使時代 に 国の 内外か ら導入 され

た 各種 の 農作物 の 中か ら-, 北海道の 気候風土 に 適 した も

の を選択, 普 及 し,
プ ラ

‾
り等 の 揆械の 普及が大面積栽培

を可 能に し, 農 民を主体 とす る稲作技術 の 研究発達が
,

水稲栽培 適地を北上せ しめ た こ とも見逃す こ とは で き な

い
｡ -

③ 第 2 期拓殖計画時代

従来の 資源掠 奪的開発か ら資源 の 保護培養 と高度利用

に よる 開発 へ の 転換 で あ っ た ｡
こ の 計 軌 ま北海道会計所

属 の 歳 入歳 出の 差 に よ る歳入 超過額を 財源 と し
, 昭和 2

年か ら2 1 年 の2 0 年間 に 総額 9 億 6 , 3 0 0 万 円余を も っ て 農

耕 地1 58 万町 歩 (う ち水 田45 万町歩, 畑11 3 万町歩) 牛患

1 UO 万頭, 人 口60 0 万 人とす る こ と を計画 目標 に して
,

ス

タ ー ト した もの で ある が, 石狩川流域 に お い て は
, 低平

地の 大規模な 開田は すで に 工 事完了, も しくほ 工 事た け

なわ と な っ て お り , 新 規事業 ほ次第 に 山間部や , 段丘 地

に 移 り つ つ あ っ た ｡ 昭和6
,

7
,

9
,

1 0 年 の 連続的 な冷

害凶作 と こ れに
.
前後 す る 米価の 低落 ほ造 田熱 に 冷却 さ

せ
, 建設途上の 各土功組合の 経営 に 大 き な 打 撃 と な っ

た
｡

こ う した 情勢か ら限界地帯 へ の 水 田拡大抑制政 策が

とられ
, 時 を 同 じく して

, 太平洋戦争が 勃発 した
｡

こ の

事 に よ り, 既耕地 の 土地改 良に よ る食糧増産 に 専ら力が

注がれ る こ と とな り, 水 田 開発は 後退 の 止む なき に 至 っ

た
｡

こ う して ｢第 2 期拓殖計画+ は挫折 した の で あ る
｡

こ の 時期全道の 耕 地面積 ほ, 昭和 2 年 の 78 9‾千町歩か

ら昭和12 年に ほ 98 3 千町歩 に漸増 した が
, 昭和2 1 年 で は

72 2 千町歩と 減少 して い る
｡

こ の 時期の 主た る成果を 挙げ ると

基本調査

前記 に 引続き, 昭和 2 年か ら同1 5 年ま で に16 1
,
0 0 0 町

歩の 調査を 予定 した が
,

‾155 , 0 0 0 町歩を実 施 した
｡

設計調査

予定面積95
,
0 0 0 町歩で あ っ た が

,
昭和6 年以降の 連続

冷害 の た め限 界地帯の 造 田を 中止した こ ともあ っ て
,

わ

ずか32 , 0 0 0 町歩一手と ど ま っ た
｡

か ん が い 補 助事業

昭和6 年ま で ほ計画を 著 しく上廻 る実績 を示 した が
,

翌年か ら急激に 減少 し
,

1 , 0 0 0 町歩 に も満 た ない もの で

あ っ た
｡

造 田補助事業

一
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当初註両91 , 0 0 0 町歩に 対 して54 , 00 (y町歩の 実 施に と ど

ま っ た
で

④ 戦 後の か ん がい 事業

戦後の 石 狩川施域 の か ん が い 事業ほ, 昭和24 年の 土地

改良法の 制定と
, 同26 年の 北海 道開発局の 設置に よ り ,

大きく展開す る こ と に な るが
,

石狩川流域の 総合開発言士

画を重要な柱 とす る ｢ 第 1 次 5 カ 年計画+ が昭和27 年度

を 初年度 と して ス タ ー ト した ｡
こ の 計画ほ 石狩平野の 約

1 40 , 0 0 0 町歩 を対象 に , 既水 田の 用水補給 64 , 0 0 0 町歩新

規開 田48
,
0 0 0 町 歩, 畑地誹水16

,
0 0 0 町歩,

開畑10 , 0 0 0 町

歩 を行い
, 米換算 133 , 00 0 ト ン の 増産 をす る とい うも の

で
,

そ の ね らい i･ま, 広大 な石 狩平野 の 泥 炭地 を開発す る

こ と に あり,
こ れ に 必要 な用水は , 鷹泊, 桂沢,

二 股

( 大夕張) , 金山+ ダム に よ る新 た な 水源 開発 を発電洪 水

調節等 と併せ 行う 多目的 ダム と した｡

こ の 計 画の 中に あ っ て
, 鷹泊 ダム (雨 竜川) と

, 国営

か ん が い 排 水事 業多度志 地区,
北空知地 区は昭和25 年 に

鷹 泊 ダム 関連 の 国営か ん が い 排 水事業秩 父別地 区, 沼田

地 区, 及び排 水改良を柱とす る 夕張地 区 ( 石狩 川中流部

左岸地域) が昭和2 6 年 に 第 1 次5 カ 年 計画に 先 立ち着 工

された
｡ その 後は

, 新 十津川 , 神竜, 尾自利 加, 恵岱

別, 大夕張, 篠津, 美唄と相次い で 国営か ん が い 排 水事

業地区が 誕生 した
｡

ま た
,

こ の 計画の 地域外 で あ る上 掟

部 に お い て も, 昭和2 6 年の 近文地区を 皮切 りに 富良野,

美浜川, 十捗岳 と後 に 抗 い た ｡
こ の ほ か

, 国営関連, あ

る い ほ , 単独の 道営 ( 県営) 地区も続 出し, それ ま で
,

開発の 手 をの は し得なか っ た 泥炭地等の 劣悪な土地の 開

田や
,

戦 中の 山林選伐 に こ っ て不足 を生 じ た 水源 の 確

保, 老 朽施設の 更新 が 水系 の 全域で 展開された
｡ それほ

敗 戦直後 の 難民 の 救済 と共 に 食塩増産 が急務 で あ っ た社

会 状勢を背景と して
, 安定農業 の 礎石作 り と なるは ず で

あ っ た
｡

しか しな が ら これ らの 事業 は必 ず しも順調 に 進

ん だ わ けで は なか っ た
｡ 公共事業費 と して

, 国の 一 般会

計か ら支出され る事業 費は
, 当然の こ と なが らその 年 の

国の 予算の 強い 制 約を うけ㌧ 変動す る 社会情勢 に 激 しく

左右されて きた の で ある｡

昭和29 年 , 緊縮財政 下の 新 規着工 の 見送 り
,

既着工 地

区の 事業費圧縮は
, 世界銀行の 借款 に よ る農 業開発の 道

を 開き,
石狩川水系に お い て は

, 篠 津地 域の 泥炭地開発

事業が 実施 され, その 後,
か ん が い 事業予算も漸次回 復

拡 大の 方 向に 進むの で あ るが , 既着工 地区の 所要事業費

を 満た す こ とが で きず, 事業進展の 速度は 遅 々 と した も

の で あ っ た ｡ さ ら に , 昭和2 8 ,
2 9

,
3 1 年 と連続的な冷害

も重 な っ て
, 目標達成 に 至 らぬ まま

,
昭和31 年 ｢ 第 1 次

5 カ 年計画+ は その 幕を降 した｡

こ の 頃か ら, 北海道開発に 対す る批判が
, 現わ れ, そ

の 対象とな っ た の は主 と して 水 田開発 で あ っ た
｡

昭和42

年 以降 の 連年 の 豊rF i･ま, 食糧 の 国内自給を ほぼ達成 した

か に 見えた
｡

昭和 33 年 , ｢ 北海道総 合開発 第2 次 5 カ 年計 画+ が発

足 し た が, 農 業政 策と して は
, 寒 地農業の 確立 を指 向

し, 酪農や ど - ト ( 甜菜) ‥ 電鈴蛮風 寒冷地 作物 の 拡

大と経営の 安 定を図 る こ と と し
, 冷害恒 久対策 と して の

基本的な直轄明察排水の 促進, 既着工 地区の 早 期完成 に

重点が ぶ か れた ｡ しか し, 石狩川水系に お い て は
,

その

開発 の 歴 史が 示す とお り, 農業の 中心 は 水田 で あ り, 事

業も こ れ に 沿 っ た も の で なければ ならなか っ た
｡

それは

そ の 地域 の 歴史 の 重み とい う べ きもの で あろ う｡

昭和32 年 , 石狩川総合開発地区 の 一環 と して
, 美唄地

区が
, 北海道最大 の 幹線用 水路 に 着手 したが

, そ の 水源

で ある北海道最初 の 特定 多R 的 ダ ム で ある金 山ダ ム ( 空

知川) は , 当初 計画で は大 規模 な開 田計画を か か えて い

た ｡ 米の 需給 バ ラ ン ス が保 たれ たと し
, 開田抑制 の 方 向

に 情勢が 変化 して い た 時期で あ っ た の で
,

か ん が い 計画

を め ぐり調整が 難行 した が
, 昭和36 年 ,

一 部開 田 削減 と

富良野, 美唄, 山部. 浦臼の 4 地 区 (28 ,
6 8 7 b α) に 受益

を 限定 し, ようやく 着工 した｡
こ れと前 後 して

,
石狩 川

流域総合開発計画に 基づく 鷹泊 ダ ム (昭 詣 年) 桂 沢 ダ ム

( 昭32 年) ,
大夕張 ダ ム ( 昭36 年) , 青山 ダ ム ( 昭3 8 年)

が 完成 し
,

並行 して 進め られた 水利施設の 改 良 新設も

竣工 して 新 しい 水利組織が 形成 されて い っ た ｡

昭和26 年 , 北海道開発局が 発足 して 以 東 第 1 期総合

計画が 完了 した12 カ 年の 間に 石狩川水系 に お い て 完了 し

た か ん が い 排水事業は ,
5 地区24

,
3 00 血

, 継続中の もの

は13 地区11l ,
2 0 01 叫 こ 達 した ｡

昭和38 年 ｢ 第 2 期北海道捻合開発計画+ が 産業構造の

高度化と経済の 飛鍵的な発展を 指向 して , 開道100 年 に

あ た る昭和 45 年を ゴ ー

ル に ス タ ー ト した ｡
こ の 計画で

は
,

北海道を 日 本iこ お け る食糧の 主要供給基地 と して 位

置付け
, 劣悪 な自 然条件 と生産基盤整備 の 立 ち後れが 著

しい 北海道農業 に つ い て 基盤整備 の 拡充と経営の 近代化

を早急 に 閉る こ と と し
,

水 はか ら, 畑地帯に 重点を 移行

させ るも の で あ っ た
｡

石狩川 水系 では , 継続中 の 姜唄地

区など13 地 区111 , 2 00 払 の 早期完成 を主体 に , 不安定 な

水利用地帯 で ある道央地域の 水源増強 と水利施設の 整備

を行い
, 生産性 の 向上 を 図る こ と と した

｡
石狩川総合開

発計画も仕上げの 段階に 入 っ て い た が
, 河川改修 の 進展

は
, 後背地の 内水処理 が 問題化 し つ つ あ り

,
昭和36

,
3 7

年の 連続水害を 契模に
,

三 日月 排水壊場 ( 下美 唄地 区)

等 3 機湯が 緊急着工 し
, 続い て 石狩川中下流l勺水排除事

業が10 カ 年に わ た っ て 実施さ れ た
｡

第 3 期北海道総合開発計 軌 も 列島改造論 が 論議 され

は じめ た 昭和46 年を 初年度と して ス ターー卜 した
｡

こ の 計

両 では , 農業生産の 地域分担 ともい う べ き, 広域農業圏

が設定され, 石狩川水系を 中心 とす る道央は , 平坦部で

は 高生産 稲作,
丘陵地 で ほ多様化す る高級園芸作物の 導
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入 を農業基盤作 りの 方向と して 定め られ た
｡

しか し, 経済の 高度成長に と もなう食生活の 多様化に

よ る米需要の 減少か ら
, 米の 生産調整が 本格的に は じま

っ た の も こ の 年で あ っ た
｡

石狩川水系 内で は
, 第 1 期計画以来

,
大規模な水田 開

発を 進め て きた が
,

こ の 時期 に は 大部分が完 了, も しく

ほ 完了整備の 段階に あ り, 美 唄地区を 残すの み で あ っ た

｡
また , ほ 場整備事業の 急速 な進展ほ , 用水需要を 大

きく変化 させ , 施設の 横能低下, きび しい 自然条件 下 で

の 老朽化 が 進 み
,

新 しい 営農技術 に 対応す る用水の 増

艶 施設機能の 拡充整備が 必要 とな っ て きた
｡

こ う した

状況の 中で
,

雨竜川流域の 旧地区を統 合する雨 竜川 中央

地区, 旭川市 周辺 の 穀倉地帯 で ある共栄近文, 患別地区,

農業用水 と都市用水が 競合する 千歳 川, 夕張川沿岸の 道

央地区,
▼深川, 滝川市

一

帯の 水 田 を 統合す る北空知地

区,
石狩川の 中 ･ 下流の 左岸の 水 田を殆ん ど包含す る空

知中央地区, そ の 対岸の 樺戸地区等が 相次い で 調査計画

に 入 っ た ｡
こ れらの 地区は ,

い ずれも, 特定多目的 ダ ム

関連も しくほ
,

他種用水との 共同事業と な つ て お り, 広

域的水利再開発が そ の 骨子と な つ て い る
｡

こ れほ 将来の

水利用の あ り方を 方向付ける
一

つ の 曲 り角 で あ っ たこ

こ れ らの 地区は , 現在, 事業実施, も しく■‾は 全体実施

設計中 で
,

石狩川水系 内全域 で 新 しい 農業基盤整備事業

の 槌音ほ 最盛期 を迎 えよう と して い る
｡

( 2 ) 主な利水事業

篠辞運河

篠津運河ほ
,

それま で 広大な過湿地 で あ るた め
,一閃発

の 手が つ け られ なか っ た 石狩川の 下流部右岸に 広が る 泥

炭地帯の 開 田を 支え る
一

大動脈 と して 建設 された｡

こ の 事業ほ , 国 の 財政の 低迷期 で 新規事業が 殆ん ど見

送られた 昭和20 年代の 末期,
世界銀 行か らの 借款に よ

‾
る

農業開発 で あ っ た
｡ 世界銀行は

,
日本経済開発の た め に

ほ土 地改 良事業を重視す べ き で あ ると の 立場か ら昭和29

年 に 調査 団が 来 日 し , 現地調査 に よ り融資が 決 ま り , 昭

和30 年 ,

‾開 田を 目的とす る総合事業 と して 世の 注目を 浴

びた ｡ 藤津運河ほ 当別川 と石狩川の 問, 凡そ10
,
0 0 01氾 の

泥炭地 内を北か ら南 に 艇質す る用排両用の 機能を 持ち ,

総延長 ね､58 6 m
, 最大数 巾14 . 7 0 m で 石 狩川本涼月 形地

点 に 設 け られ た 石狩川頭首工 に よ り最大2 臥37 0 Ⅱ2/ s を取

水す る｡

現在,
こ の 運河 の 受益地域は 水 田汎用‾耕地化, 代掻用

水の 確保, 排水改 良と新 しい 農業基盤作 り の 七 め に 第 2

次 開発計 画が 進 め られ て い る｡ 尚取水増量分 は
,

空知川

に 建 設予定 の 特定 多目的滝里 ダム に 依存す る こ と に な っ

て い る
｡

大夕張 ダ ム

大夕張 ダ ム は , 石 狩川総合開発計 画の 一 環 と して
,

農

業が 事業主体と な っ て 昭和2 8 年か ら昭和36 年に か けて
･
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千歳川, 夕張川 の 流域 の 水田2き,
2 5 0 ぬ 紅補 水す る給食 か

ん がい 排水事業 ｢大 夕張地区∴ め水藤 どして建設 され

た ｡ 堤高67 . 5 m
, 捻 貯水容量 艶 300 千題 彷重 力式 コ ン ク

リ ー ト ダ ム で . 発電 との 貴国書巻‾とな っ て い る｡ こ れ に

係 る凍 利施設 と して は
,′ 下流 の 既設 清水沢 ダ ム (北海 道

炭鉱瓦 E 所有) を屯 脚 申 嵩上げ し貯 水量の 増襲を ほ か る

と共に
, 下流川端地点紅濠高 2 L ¢0 申 の コ ン ク リ.

+ ト ダ

ム を築造 して , 大夕張, 川端地 点で 最大1き. 釦8 E V Ⅱ の

発電を 行 い
, さら鞋州端 ダム より農業 用水 と して 由仁幹

線 ( 3
,
5 鶴 丸 ■1乏

,
3 1 3 招/鉄 索山幹線 (2 ,

6 9 2 払
,
9

,
封3

d / s) かこ 導水す る姪 か , 夕寮川紅長 田, 栗沢 頭首 工 を設

け
,

1 8
,
7 75 軸 ( 9

,
8 5 9Ⅰ好/芦) をか ん がい す る

｡

‾管理は
, 国 ( 農業) カミ直軒管療を行 っ て お り

,
道 内唯

一
･

の ダ ム で あ る⊂

こ の 地域も
, 最近の 農業経 監一裁墳技術紅 対応 す る用

水改良が道央地区 と して 進め られて い るが
,-

∴

河川工 事実

施基本計画と の 調整等課題も多い
｡

金 山ダ ム

金 山ダ ネ ほ , 石狩川捻合開発計画 の キ
ー ス と して 登場

し先遣内初の 特定多月的 ダ ム セあ っ た
｡

空知川上凍金山

地点をこ
一
昭和寒年 匠着 工■僻和42 年 6 月 に竣功 した 中空重

力式 コ ン ク タン
ー

.サ ダム で
, 経貯水量150

,
4 5 0 千題, -(有効

!声Q
･ 4 謝千 誠)

-
で道内最大級 の ダ今である｡ 農業と 上水

を合せ た 利水容量は
, 亀 67 0 千招で

, 国営か んカ; い 排水

事業 山部 (1 , 8 恥 血
,

5
, 43 5 題ノs) , 富良野 ( 5

,
3 3 6 払

,

1 0
_

. 6 0 0 Ⅰ遥/ s)
, 美唄 (Ⅰ6

,
2 5 6 軌 ､ 収 . 4 釦 題/ め, 滞日

九(も･
23 蝕皮

,
3 . 4 7¢避/ s) の-4一地 区と滝 川市 の 上 水( 8 . 4 0 0

表
.
ズ唱) が不足分 を儀容さして い る二

｡

こ の 事 衆評囲め冬進 んで いた 頃ほ
, 連続冷害甘こ起 因す る

北海道 禰作是非 論が表 面化 した時期 で
, 特 に石狩川泰流

写真 T さけます撼獲場､ イ ㌢ヂ ォ ア ン 水準

に大規模 な開 田計画を 内包する こ ◎一事業_
を篭, 拳方面か ら

の 軌 一抵抗が あり,
か んが い 区域 の 決定 ま で に は多くの

紆余 曲折 を経て ,一最終的紅 下表牽こ 示す如く収 拾書れた ｡

開田面積も願和 認年詐困の 1 馬515 ぬ か ら
_
7

,- 7 2 7 始 と羊

蹄 した ｡

金山 ダムをも をの時代 野鹿渡礁錬 とい う こ とで丘ま
,

一

応 目的は 達成 した が､ 他 の 洩 区と同様,一新た な用水 甲確

保 が必要 とな っ て い る｡ 山部地区 軌一昭和 姐亀 計嘩変

更 を行 い
, 代演期短縮 紅浄 う用 水 の 増 量 醸永由水の 確

保 , 畑 地か ん がい を導 入 した ｡ 糞畷地区ほ, 空知 中央地

区と して
,
前記用水 の 療保 申 扱 あ 土地利用 の 変偲紅 伴

う水利 施設の 再 整備を申うべ く ,
昭和54 年むこ着工

ま 瀞白

義 一

6 か ん が い 受益面積及び 取水量

愛 ･ 益 面 積 血 ( 町)

禰 水 田

地･ 区 名.
,
園 田

畑 未墾鞄 l 計

合 計
特 殊 期

所 要 水 量 題/ s
牽
瓢･謂ヌ望

)

＼l志
‾‾‾

贋

特 殊 期
‾

l 普 通 由 特 殊 期卜藩 蓮 罫ト

出 潮】(

`
器)l(;:三芸)l｡

97

9 8)

1
, 5 8宝

( 1
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, 轡0
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寸
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地 区は隣 接する 旧新十津川地区 と共 に 全体実施設計の 段

階に あ り, 富 良野地区は空知川右岸地区 と してその 姿を

変えよ うと して い る ｡

こ う した 新 しい 水利用 計画が進行す る 中で金 山ダ ム の

存在は 重要な 意味を持 っ て い る
｡ す な わ ち

,
金山 ダ ム が

直接支配する空 知川は もと よ り, 石狩川本流下流域 の 水

利な 規制 して お り, そ こ に 新規利水が 先生 した場合 は
,

常 に 金 山ダ ム 事業計画に 対す る検証 が 必要 と な っ て い

る
｡

したが っ て 後発 の 事業 は新た な水源開発を行わ ない

か ぎり計画 ほ成立 しない こ と に な っ て きて い る｡ 今後も

引続 き, 計画基準年 の 相違や
,

新規利水が 本川に 及ぼ す

影響, 河川維持液量が 問題 とな っ て く るで あろ う
｡

鷹泊 ダム

戦後 の 電 力不 足を 背景 に
, 北海道は 道民生活の 安定,

文化 向上 の ため に , 昭和25 年 , 道営発電を 道政の 最重要

施策 に 据 え､ , 併せ て雨 竜川流域 の 水 田用水を確保す るた

め に 雨竜川 総合開発計画 が策定 され,
こ れ に 基づ き, 昭

和2 5 年 か ら同28 年に か けて 築造され た｡ 戦後 間も な い 時

期で あ っ た に もか か わ らず, 極め て 短期間の 鹿設 で あ っ

た ｡

それま で 雨竜川を水源 とす る 5 , 00 0 血 の 水田 は , 北海

道電力の 雨竜貯水池 ( 雨竜川上 凍, 朱鞠 内, 総貯 水容量

24 4 , 6 0 0 千ぷ) か らか ん が い 補償 放流に よ っ て , 既 得水

利権 を確保 して い た が
, 受益地域 と放 流地点 が80 b l も離

れ て い る こ とか ら,
用水管理上 に 種 々 問題が あ り, 十分

口約が 達せ られなか っ た ようで ある｡ しか も戦中の 山林

乱伐は 降雨の 貯留作用を減少 させ
, 排水改良の 進 展ほ か

んが い 用水の 増大を助長 し
, 水不足の 状態で あ っ た と当

時の 資料Fこは記 され て い る
｡ 流域 内 に は 水 田適地 が

,

1
,
7 3 5 町歩もあ り, 雨 竜 川の 営 農安定 の た め に は開 田は

緊急を 要する もの で, 多度志, 沼田, 秩 父別, 妹背 牛,

北竜, 深川の 6 カ 町 村の 補水田 4 , 9 5 7 血 に 前 述の 開田 を

加え て 受益と し, 1 5 , 1 4 6 千d の 貯水量 をも っ て40 , 4 7 0 石

( 約6 , 00 O t ) の 増収を図る とい うもの で あ っ た
｡

他地区同様, 時 代iこ 適応す る 用水確保 の た め に
,

雨 竜

川中央地区と して 新た に 事業 が進め られて い る
｡

大雪 ダ ム

昭和29 年の 台風15 号 ほ, 石狩川源流 の 大雪 山系 に 多大

な被語 を与 え, 以 来, 水源の 枯渇が 甚 しく , 各所 で 用水

不足 が起 り, 石 狩川上 流 部に 洪水調節,
か ん が い

, 発電

上 水等の 多目的 ダ ム の 建設の 要望が 高 ま つ た
｡

こ れを受

け て
, 北 海道開発局が , 北海道 の 尾根 とい わ れ る大雪連

峰 の 北山麓を 集水区域 と し
,

道 内屈指 の 景勝地層雲峡上

掟に 総貯 水量66 , 0 0 0 千ぶの ロ
ッ ク フ

ィ
ル タ イ プの 大雪女

ム を 建設 した
｡ ,

こ の ダ ム の か ん が い 計画は
,

石狩川上流

の 6 市町の 水日, 1 7
,
8 0 0 b α に 対 して 不足用 水を 補給 す

る
｡ 当麻 永山, 共 栄近文地 区 ( 国.営) 比布地区 ( 道営)

が 主な関連事業 とな っ て い る ｡

3 . 兼業及び農業水利

■( り 先 業

上川 地方, 石狩平野地方 は元来水 田単作地帯 で あり,

水田経営 を主体 と して い た が
, 昭和45 年以泉, 汎用化ヌさ

策がと られて か らほ
, 畑作物 の 種煩が 多く な っ て きて い

る
｡

又 畑地か ん が い 技術 の 向上, 及び 農業幾枚 の 発達に

伴な い 畑地利用も高度化 して きて い る ｡

上 川地帯 : 水 田経営と 畑作, 酪農経営が相 半ば して い

る
｡

畑作物ほ 安 鼠 飼料作物, 豆 炉,
工 芸作物等が 三体

を 占め て い る
｡

専業農家2 7 % , 一種兼業農家5 1 % ｡

石狩平野地帯 ; 水 田経常が 大部分を占め て い る｡ 畑 作

物は 麦類,
豆類■, 工 芸作物等が 主体を占め て い る

｡

都市近郊農家に お い て は
一 般読菜の 栽培が 盛 ん で あ

る｡
1 部畑作農家の 中に 果樹栽培もみ ら れ 専業農家40

% ,

一 種兼業農家42 % ｡

( 2 ) 農業水利

石狩川流域 の 水利施設 ほ, 明治, 人 正時 代に か け て
,

主 と して
, 井堰な どに よ る自然取水施設

,
又昭和時代 に

な り食糧増産を 契機かこ 小規模な濱池, 中下淀に か けて は

河川, 排水路 よ り揚 水す る揚水壊場が 建設され た
｡ 昭和

20 年代後半に か けて 河川総 合開発車菜 に よ る 多日的 ダ

ム
, 国営事業に よ る ダ ム

, 頭首工 が建 設され 農業 水利施

設の 整備が 行わ れ て きた
｡

その 内訳 と して
, 農業水利関連 ダ ム ほ 堤高15 m 以上65

ケ 所 , 発電等24 ケ 所で あ る
｡ 頭首工 は46 ケ 所

,
揚 水機場

は20 ケ 所を有 し,
こ れ らの 基幹施設を主と した水 田面摂

ほ 昭和45 年に ほ184
,
部氾b ( 全通鵠0

,
7 0 0 k の6 3 % ) に 及

ん で い る
｡ 既設 水利の 農業用水は 石狩川全流域 で 580 灯f

/ s で ある
｡

石狩川本川で は 農 業用水169 Ⅰ諾/ s ( 9 7 . 0 % ) 上水道用

水1 . 4 Ⅰ才/ s (0 . 3 % ) 工 業用 水4 , 7 d / s (2 . 7 % ) の1 7 5 丁遥/ s

の 取水で ある
｡

現在石狩川流域 に お い て も水 田利 用再編対策に よ り水

田面積 は 168 , 2 0 0 b α の うち, 鼻業近代化用水等の 手 当済

み
, 又ほ予定 を含め て ,

1 4 5 ,
2 0 0 血 ( 鉱% ) で あり. 今

後水源 開発 が待 たれ るの は ,
お

,
0 00 血 で あ る

｡ 畑地 に お

い て ほ
,

6 6
,
胡0 血 の うち2 1 , 8 00 血 (3 3 % ) が水 田の 水利

開発 と共 に 手当 されて い る
｡

水源 開発量 は 598
,
0 0 0 千d

の う ち土 地改良事業 で28 ダ ム で 31 3 ,
0 00 千㌶, 建設 省に

ょ る 多目的 ダ ム 5 ダ ム で
,

2 1 7
,
00 0 千㌔ ( 40 % ) で ある｡

( 3 ) 基準地点流i と農業水利

1 級河川石狩川水系の エ 事実施基本計画ほ 昭和39 年の

新河川法制定に 伴 ない 昭和4 0 年に 発表 され て い る が
,

本

計画 に お い ては 基準地点流量の 記載は なか っ た
｡

こ の た

め , 農業 水利事 業との 調整は 主と して 当事者 間 で 行わ

れ 昭和57 年 3 月 に 基本計画の 改訂が な された
｡ 基準地

点 は
,

石狩大橋で , その 正常 流量 と して 1 2
,
6 9 7 で 血

皇
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遥/ s と明記 され, 今後の 水源開発計画及 び 本川に お け

る流水管理の 目標値と して 設定 され るに い た っ た
｡

ヰ. 石 狩川水系開発 と水源開発

( り 水系 調査 の 経緯と必要性

広域農業開発基本調査の 内
,

水系開発基本調査
``

石狩

川
”

が 昭和38 年虔を初年度 と して 調査 が 進め ら れ て い

る｡ 本調査 は , 農業の 立場か ら
,

水系内の 農業の 動向,

現況, 水利実態を 把握 し
,

こ れを 踏ま えて
, 将来を 見通

した 農業開発の 可能性,
こ れに 伴う水利調整 , 流況 監視

等 の 内容を持 つ 給 合調査と して 位置付けられ る｡ 石狩川

に お い て も
,

こ の 調査趣 旨に 則 り, 地域 の 水利, 営農,

水源現況等の 定常調査に よ り,
デ ー タ バ ン ク と して の 横

能を備え, 加えて
, 農業 開発 の 指 針と なる べ き, 土地利

用計画, 水利用計 画を作成 し, 開発可能地域 の 開発構想

を 樹立 して
,

20 指 に 余 る地区の 事業化 へ の 道 を つ け て き

た ｡ 地域の 水 田地帯は , 新 しい 営農 に 適合す る 水利用 を

柱 とす る第 2 次開発の 事業が進 行 して い る が
, 他種用水

の 増大や , 水源適地の 減少もさ る こ と なが ら ｢ 河川環境

管理基本計画+ に 見られ る 如く , 水利 行政 の 強化 が予想

され る
｡ 他方, 水利上 密度の 高い 水系 に ほ, 水系全体 の

水利に 係 る ダ ム 建設 の 場合が あ る｡
こ の こ とほ , 農業用

水の 確保 をす るた め に は , 広域的な水利調整が 必要と い

う こ と で あり,
石狩川水系 に お い て も, 特定多目的 ダ

ム
, 補助 ダ ム で実施調査を含め る と13 ダ ム に の ぼ り, 農

業 用水が直接関係す る ダ ム も多く, 今後, 水利調整 ほ 最

も重要 な課題 と なる で あろうr

その 対応 ほ
, 水利行政 の 動向, 河川協議の 実態を正 し

く‾把撞も
,

集若 され た各種 デ
ー

タ･を問題に 即応で き る適

切 な資料 と して 整備 して お く必要が あ る
｡

した が っ て
,

水系開発基本由査の 必要性は 高い
｡

( 2 ) 水資源開発

将来 の 水需要量の 増大 に 対応 して 新鋭の 水資源開発 調

査を 進 め る必要が あ るが
, 利水量が 増大する に つ れ て

,

河川 の 流水の 利用度が 高 ま り , 新規開発の 余 地が だ ん だ

ん少 なく な っ て 釆て い る｡

新規水源の 開発は
, 融 雪期の 豊水期 に 貯留 し

, 渇 水期

に 放流する補 給 ダ ム が主体 で ある が
, 開発が 進む に つ れ

て
, 地形的, 地質 的に ダム 適地 が少 なく な り

,
ダ ム 建設

技術の 進歩に よ り拡 大 して い る
｡

畑地か ん が い 用 水ほ
, 需要量も少 い が

,
石狩川淀城 の

畑地の 特徴と して
, 水 田 の 後背地で あ る台地に 拓けた 地

形が 大部分 で あり取 水予定河川も下淀水利権 と の 調整が

難 しく ダム 貯 留の 利 用形態を と っ て い る ｡

il‾
｢

今後, 更に 営農横械 の 普及, 営農管理 用水の 増大 に よ

る新た な水需 要対策 を樹 て る必要 に 迫 ま られ よう｡′

石狩 川 上 中流部 は新鋭 ダム 開発,

■下流部の 低平地 に

お い て は , 既存水利施設の 利用も併せ て 水源 開発す る こ

とも検討の
一

方法で あ る
｡

当水系 内に ほ 今後, 特定多目的 ダ ム 5 ケ所 の 着工 が 予

想 され るが 当 ダ ム の 調整も併 せ た 水源計 画を樹 て る必要

が あ る｡
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【講 座】

O A の た の め例題中心 B A SIC 講座(第5 回)

フ ァ イ ル の 使い 方 ( そ の 2 )

前 仙 ま
,

シl- ケ ン シ ャ ル
･

フ ァ イ ル の 使用法に つ い て

述 べ ま した
｡ 今回は

,
より応用範圃の 広い ラ ン ダ ム ･ ア

ク セ ス ･

フ ァ イ ル に つ い て 述 べ ま す｡
ラ ン ダ ム

･ ア ク セ

ス
･

フ ァ イ ル は , デ ー タ を頭か らで なく
,

好きな と こ ろ

か ら順 に 読み 出 し, 書き込み がで き る点が 大きな特徴で

した ｡ た だ L , 好き なと こ ろか ら と り出 した い と考えて

も理解 で き る の は ,

で は コ ン ピ
ュ

ー タ)

出 した い か の 番号,

そ 九 で ほ ラ ン ダ ム

考えて い る人だ け で , 他の 人 ( こ こ

に わ か らせ るた め に は , どれを読み

レ コ ー ド番号が
, 必要 なの で した ｡

･ ア ク セ ス
･

フ ァ イ ル の 使用法を説明

しま し ょ う｡

5) 例題柑 ラン ダム ･

7 クセ ス
･

フ ァ イ ル その 1

FI E L D # 文 ,
P ロT羊 文,

l ぶE T 文

農林水産省 の 土地改良事業の 電算化の 中心をに な っ て

い る の が 土地改良技術事務所 で す｡
土地改良技術事務 所

は 全部で 7 カ 所あり,
その 名称と 電話番 引 ま次の と お り

で す｡
こ れ ら を ラ ン ダ ム ･ ア ク セ ス ･ フ

ァ イ ル に 書き込

ん で み ま し ょ う
｡

1 . 東北

2 . 関東

3

4

5

6

北陸

東海

近畿

中四

7 . 九州

022 2 - 9 5 - 5 5 4 4

04 8 2 - 5 4 - 0 51 1

0 76 2 - 6 3 - 2 1 6 1

0 52 - 2 0 1 - 72 7 1

0 7 5 - 4 5 1 - 9 1 6 1

0 8 6 2 - 2 3 - 2 7 7 7

0 9 6 3 - 6 7 - 0 4 1 1

た だ し ,
こ こ で は 左の 番号 1 ～ 7 が レ コ ー ド番号Fこ な

る様 なプ ロ グ ラ ム と し ます｡
プ ロ グラ ム は 次の 様に な り

ます｡

1 0 0 P Ⅲ寸
--
2 : R E 工D Aエ

‖
A S # 1

2 0 F エE工皿 #1 , 2 0 A S A$ , 2 0 A S B $
3 0 工NP U で II

R E C O R D 州皿 m =

; 工E

4 e P R m = N O
. 三郎山荘 T E L

‖

ンO F O R ェ = 1 T O I E

6 0 P R m エ ;
7 0 エ m 凡鳩,

T E Iぷ
8 C I 5 E で +鳩 = M 丘

9 0 Ⅰ5 E でⅠ強= 1 E L $
1 ∞ P Uで # 1 , I

l l O IⅦ:ⅩT :

1 2 0 C I 刀S E # 1

1 3 0 E N D

★

兼業 土木試牧場 水利祐
一書

// 水工啓

丹 治 肇
*

山 本 徳 司
梓

10 行 目の O P E N 文 と12 0 行 目の C L O S E 文 は シ ーーケ

ン シ ャ ル ･ フ ァ イ■ル の 場合 と全く 同 じ で す｡ 今回新 らた

に 学ぶ の ほ20 行員の F I E L D 文 ,
10 0 行目の P ロT ♯文,

8 0
,

9 0 行の LS E T
.文 で す｡

20 行ヨq) F I E I + D 文 は 1 レ

コ ー ド長の 内に 何を しま っ て お くか の 割 り つ け を し ま

す｡
ラ ン ダ ム ･ ア ク セ ス ･ フ

ァ イ ル で主ょ前 に の べ ま した

よう に
,

1 レ コ ー ドの 長 さほ 決 っ て い て
一 定で 変更す る

こ と が で き ませ ん
｡

1 レ コ
ー ド長は 普通2 56 バ イ トで す｡

バ イ ト は情報量 の 単位 です｡ ( 補足参照) さ しあた■り,
1

レ コ ー ドの 内で更 に 何丁 目何番地式 に 256 番地に わか れ

て い る と考 えて 下されば結 こ うで す｡
2 0 行目の FI E L D

文 で FI E L D の 次の‡1 は 1 番 の フ ァ イ ル
, 即 ち10 行目

の O P E N 文で 1 番を割りあて られ た フ ァ イ ル
``

Z : R E ･

I D A l
ガ

に つ い て の 割りあて をす る こ とを示 して い ま す｡

次 の 2 0 A S A $ と2 0 A S B $ が レ コ ー ドの 頭か ら20 バ イ

‡を変数 A $ に , 次の 20 バ イ ト を変 数 B$ に 割 りあて

る こ と を示 し で ∨
､ ます ｡ ( こ うす る と 2 5 0 - 2 0 - 2 0 = 2 1(;

バ イ ト は結果的 に は 使わ れ ない こ と に な り ますが , こ こ

で は レ コ ー ド割 り当 ての 有効性に つ い て は 考え ず,
さ し

あた り 単純 な方法を 優先 します｡) 1 0 0 行 の P ロT ♯1 , Ⅰ

は PtJ T #文 と い い ン ± - ド番号 Ⅰ に 書き込 みを 命 じる命

令文 で す｡
こ こ で Ⅰ に 何を書くか は今の F I E L D 文書こ し

た が っ て行 ない ます｡ した が っ て レ コ ー 1
す

Ⅰに A 串
,

E $

が 書き こ まれ ます｡
3 0 行 目ほ レ コ ー ドの 数 7 を IE に 読

み 込 ませ て い ます｡
5 0 行と110 行 に よ り ,

レ コ ー ド へ の 書

き込み が I E ( = 7 ) 回く りか えされま す｡
A 写,

B $ の 値

ほ70 行で
,

N A $ = 何前 と T E L$ = 電話番号と して 読み

込 まれ たもの が80 行と 鮒行 でそれ ぞれ A $ ,
B $ に お き

か え られて い ます｡
こ こ で S L m 文は 文字列を左づ め

に 代入 す る こ とを 意味 しま す｡
こ れ は A $ に た と えば

"

瓦A N T O
''

,

"

T O H O E ロ
”

とい っ た文字 列を書き込 む

ときに 長 さが 異な るた め に ぴ っ た り A $ に 収納す る こ

とがで きない た め に 行 っ て い るの で す｡
し た が っ て

,

N A $ は
``

E A N T O
廿

を読ん だときに は 単i こ5 文字 の 文

字列で すが A $ は ,
こ の 5 文字 を左は しに して

, そ の

右 に ち ェ う ど20 バ イ ト の 長さに 到 る まで 空自が つ い た も

の に な っ て い ます｡
こ こ で は 入力をた すけ るた め に ,

4 0

行 の タ イ ト ル の 印刷 と60 行に レ コ ー ド N o . が表示され

る よう に な っ て い ます｡
こ の プ ロ グ ラ ム は 次の 様 に 実行

され ま す
｡

-
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R l血寸

RE C O R D M 王R ? 7

N O .
N A かE T E L

l ? ¶別α Ⅳ , 0 2 2 2 - 9 5 - 5 5 4 4

2 ? K 肌 ℃,
0 4 8 2 - 5 4 - 0 5 1 1

3 ? m 工Ⅰ町 , 0 7 6 2 - 6 3 - 2 1 6 1

4 ? ¶ M , 0 5 2 - 2 0 1 - 7 2 7 1

5 ? K ⅡⅨ工
,
0 7 5 - 4 5 1 - 9 1 6 1

6 て
･

C‡耶S 汗エ, 0 8 6 2 - 2 3 - 2 7 7 7

7 ? K ⅥJS 比J
,
0 9 6 3 - 6 7 - ( 叫1 1

0 k

¢) 例悪20 ラン ダム ･ アクセス■･

7 丁イ ル その 2

'¢E で 文

今度は 今作成 した フ
ァ イ ル

``

2 : R E i D A r を読み 由

して み ま し ょ う｡ 読 み 出 し用の プ ロ グ ラ ム は次 の 様 に な

り ます｡

1 0 0 P E N
tI
2 : R E 工 M

●t
A S # 1

2 0 F 工E u ) # 1 , 2 0 ♪S N A $ , 2 0 A S T E工ぶ

こ氾 m = R E C O R D m 皿 m
‖

;工E

4 0 Ⅷ
tt
廿沿 . W E

5 0 F O R 工 = 1 m エE

6 0 P R m 工 ;

7 0 G E T # 1 , 工

8 0 アR工Ⅳf I 仏$ ,
T E lぷ

9 0 N E X で 工

1(氾 C ∽S E # 1

1 1 0 E I心

T E L
lt

1 0 行 目の O P E N 文は シ ーケ ン シ ャ ル
･

フ ァ イ ル の 時

の 様に 入力用 と 出力用が な く, 書き込み 時と全く 同 じで

す｡
レ コ ー

ド単位 で 読み 出 された 内容を変数シこ 割 り当て

るの が2 0 行目の FI E L D 文 で す｡ 書 き込み 時 に は A $
,

B $ とい う変 数名が使わ れて い た の に 今度は ¶A $
,
T E-

L$ と異 な っ た 変数名で 読み 出 して い ま す｡
こ の 様 に 読

み 出 し, 書き込み に 使う変数名は 必ず しも同一
▲

の もの で

あ る必 要はありませ ん｡ しか し F I E L D 文で 割 りあて る

レ コ ー ドの 中の 記録場所は
一 致 して い なければな りま せ

ん ｡

F
､

】E L D 衰1
,
2 0 A S A $ ,

20 A S B $

A S B $

書き込み

2 0 バイ ト 2 0 バ イ ト 2 16 バ イト

H A .S
′

r E L $ 未使用

FIE二L D ♯エ
,
2 0 A S N A $ , 2 0 A S

′

Ⅰ
､

E L$ 読み 出し

- ]
こ の 部分が 番き込み に 丁 致す る

次 は不可

FI E L D # 1
,
1 5 A S N A $ ,

お A S T E L $

F I m 文の 一 致

実行結果ほ 次の とお りで す｡
こ こ で は レ コ ー

ドの 数‾7

を入力 して 7 個の レ コ 一

丁 を読 み 出 しま す｡

m

R E C O R D 州∬B E R ? 7

m .
M

l- T四疋ⅨしJ

2 K 船町り

3 H 〔正し瞑Ⅸ U

4 m A工

5 K I N K 工

6 m JS H 工

7 ⅠくY U S ⅥJ

O k■

T E L

O 2 2 2 - 9 5 - 5 5 4 4

0 4 8 2 ･
,5 4 - 0 5 1 1

0 7 6 2 - 6 3 - 2 1 6 1

0 5 2 - 2 0 1 - 7 2 7 1

0 7 5 - 4 5 1 二9 1 6 1

0 8 6 2 - 2 3 - 2 7 7 7

0 9 6 3 - 6 7 - 0 4 1 1

プ ロ グ ラ ム の 中で フ
ァ イ ル か らの 読み 出 しは G】汀# 文

で 行なわ れて い ます｡7 0 行目の G E T 学1
,
Ⅰが それ で♯1

は フ ァ イ ル が 1 番を, Ⅰ は レ コ ー ド番号を示 しま す｡
こ

こ で は 既 に 書き込 み の と きに L S E T 文 で 左づ め に 書き

こ ん で あ る デ
ー タ ー を読み 出すの で

, 更 に L S E T 文 を

使う必要ほ あ りま せ ん
｡

練習18

次の 命令文 を見て ,
シ ー

ケ ン シ ャ ル
･

フ ァ イ ノンの 書 き

込み に 関す るも の に 1
,

読み 出 しに 関す るもの に 2
,

ラ

ン ダ ム ･ ア ク セ ス ･ フ
ァ イ ル の 書き込み に 関す るもの に

3
, 読み 出 しに 関す るもの に 4 の 番号を つ けなさい

｡

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

t

m 卦J
--
2 : R Ⅲ寸S 用J

=
m m A S # 2

0 P Ⅲ寸
‖2 : 和訓 証王び

I A S # 4

m
lt
2 : R m

l
m R コ甘UT A S # 3

C王刀S E # 1

Ⅶミ工T E # 2
,
m Ⅷ $

G E T # 2
,
K O 加 E$

珊 打 # 3 , K 沌ノ旺漆
m # 1

,
m $

Ⅰ5 Eワ S E工 M $ = K O でA E $

F I EI 皿 # 4
,
1 0 A S Ⅶ江崎,

2 0 A S Ⅷ 鴨

丁) 例塩21 ランダム ･ アクセ ス
･

フ 丁 イ ル そ の き

L O F 文

今 まで は ラ ン ダ ム ･ ア ク セ ス
･ フ

ァ イ ル に 幾 つ の レ コ

ー

ドが書き込ま れて い るか を入 力 して
, その 数だ けの レ

コ
ー ドを読み だ して い ま した が

,
これ は非常 に 不便 です｡

そ こ で ,
こ こ で は レ コ ー ドの 長 さ を自動的 に 検 出す る

Ⅰ山 F 文 を使 っ て
, 記録 され て い る全て の レ コ

ー

ドを読 み

出 し
, 画面に 表示す る と同時 に , デ

ー

タ を レ コ ー

ド単位

で修正す る プ ロ グ ラ ム を考 えて み ます｡
プ ロ グ ラ ム 例 と

して は 今ま で考 え て きた
,

土地改 良技術事務所の 地方 ブ

ロ
ッ ク名 と電話番号の 例題を と りあげて

,
デ ー タ の 惨iE

を試み ます｡
プ ロ グ ラ ム の 基本的な部分は 今ま で の もの

と向じ構成を して い ます｡
プ ロ グ ラ ム は 次頁の 様 に示せ

ます｡

こ こ で は L O F 関数が2 回使われ て い ます｡ 5 0 行目と

120 行 目に L O F(1)とあ るの が こ れ で す｡
L O F (1) の 1 は

フ ァ イ ル 番号を表わ し ます｡
L O F 関数 ほ その フ ァ イ ル

の 最大 レ コ ー ド番号を表わ し､ます｡
5 0 γ 1 1 0 行は フ ァ イ ル

が 最大 レ コ ー ド番号に 到る ま で レ コ ー ド番号をひ と つ ザ

つ 増 や して ( 鮒 行) 地方 ブ ロ
ッ ク名 と電話番号を読み法王

ー ･

7 5
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1 0 0 P Ⅲヾ - -2 : R E 工D A 工
‖

A S # 1

2 0 工 = 1

3 0 F工E工皿 # 1
,
2 0 A S I 岨$ ,

2 0 A S T E 鳩
4 0 P R工NT

ll
N O . N 艦

5 0 エF- 工〉LO F( 1) Ⅶ GO T O l l O

6 0 P R工m 工 ;

7 0 G E で # 1
,
工

8 0 盲〉R Ⅱ ロ 他鳩
,
T E工逓

9 0 工 = Ⅰ＋1

1 0 0 G O T O 5 0

屯 L .

1 1

1 1 0 工NP U T
‖
C O R E C T I N G R E C O R D N Ⅶ囁E R

‖

; 工C

1 2 0 工F 工C 〉Ⅰ刀F ( 1) 恐]E N G O T O l l O

1 3 0 エF 工C く = 0 脚 G O T 0 2 ∞

1 4 〕 工N Pし汀
‖Ⅰ心1ⅣE

,●

; A $

1 5 0 工N P U T
‖
T E L

‖

; B $

1 6 0 Ⅰ5 E T N A $ = A $

1 7 0 u ; E T でEIぷ = B $

1 8 0 P U で # 1 , 工C

1 9 0 G O T O l l O

2 ∞ CI刀S E # 1

2 1 0 Ⅲ皿

し (7 0 行) レ コ ー ト番号 と とも に それを両 面上に 表示 し

て い ます｡
( 6 0 行 , 8 0 行) プ ロ グ ラ ム は , その 後 修正 す

べ き レ コ ー ド番をナを キ ーポーードよ り入 力 し一(1 1 0 行) , さ

らに それ に 合 わ せ て, 地方 ブ ロ
ッ ク名 と電話番号を キ ー

ボーードよ り 入 力 し(1 4 0
,

1 5 0 行) , それ らをノⅠ三よせ に 別の

文字変数 に おきか え た ( 1 6 0 , 1 7 0 行) 後に ,
フ

ァ イ ル 上

に 書き込 ん で ､

､ ます ｡
(1 8 0 行) 1 2 0 行は 作業が 修正で すの

で, 人 力 した ン コ
ー ド番号 が既 に 記 され で ∨

､ る最大の レ

コ ーード番号 ( L O F (1)) よ り大き い 場合 に は ､ 修正す る

レ コ ー ド番 号を 入れ な お すた め の I F 文 です｡ まキ, 修

正 は190 行に よ り,
レ コ ー ド番号 を入 れ さ えすれば何度 で

も繰 り返す こ と が で きる 様に で きて い る た め
,
13 0 行は 0

また は 負の レ コ ーード番号を 入 力す る こ と に よ り,
修 正 作

業を終了す るた め の もの で す｡

こ の プ ロ グ ラ ム の 実行 例を 次に 示 します｡
こ こ で は

,

レ コ ー ド番号1 の 地方 ブ ロ ッ ク名 が空 白で
, 電話番号 が

本虎 に 入 る べ き と こ ろ に 地方 ブ ロ ッ ク 名が 入 っ て い た 場

合 に 修正を して い ま す(
)

m

m . M

1

2 K 鮎＼Jで0

3 1濫E 刀R 工m

4 でOK A エ

5 K 工N E工

6 C H U S王i工

7 K Y U S Y U

C O R E C で m R E C O R D N Ui 〉把E R ? 1

N A M E ? 冊 IO 匠U

でE L ? 0 2 2 2 - 9 5 - 5 5 4 4

C O R E C でⅠ氾 R E C O R D Nし冗〉正!E R ?

O k

でE L

でO m Iくロ

0 4 8 2 - 5 4 - 0 5 1 1

0 7 6 2 - 6 3 - 2 1 6 1

0 5 2 - 2 0 1 - 9 1 6 1

0 7 5 - 4 5 1 - 9 1 6 1

0 8 6 2 - 2 3 - 2 7 7 7

0 9 6 3 - 6 7 - 0 4 1 1

8) 例題22 ラン ダム ･

ア クセ ス
･

フ ァイ ル

水 と土の 購読者数 (技 術研究会会員数) の うち, 県関

係の 職員数 に つ い て は 前回 の こ の 藩医で グ ラ フ 化 の 例題

で と り あげた こ とを 覚 えて お られ る方も多 い で し ょ う
｡

そ こ で 今回も前回と 同様 に 各地方 プ ロ ッ グ ご との 会員数

をとり あげて
,

ラ ン ダ ム ･ ア ク セ ス
･

フ ァ イ ル に 収納 し

て さ らに 読 み 出 してみ ま し ょ う ｡

次 の プ ロ グ ラ ム が ひ と つ 前 の 例題 で と り あげた
"

地力

ブ ロ
ッ ク 名

,,

と
"

電話番号
',

に か え で 地方 ブ･コ ッ ク名
' '

と
"

会員数
' '

を書き込 んだ もの で す｡

1 0 0 P E N ‖2 : M Ⅲ寸
‖

A S # 1

2 0 F工E l血 # 1 , 2 0 A S A $ ,
2 0 A S B$

3 0 m
=
R E C O R D Ⅳ』瓜正R

- 1

; 工E

4 0 P R I m
t l M . M

5 0 アロR 工= 1 m 工E

6 ロ PR 工Ⅳr 工 ;

7 0 工NP 口で 池場, N H 噸
80 Ⅰ£ m A$ = N A $

9 0 工5 E T B $ = N m $
1 0 0 P U T # 1

†
工

1 1 0 N E X T 工

1 2 0 .C I血S E # 1

1 3 0 皿 氾

N m
ll

こ の プ ロ グ ラ ム も前の プ ロ グラ ム の 復習 とな るよ う に

最 大 レ コ ー ド呑号を読み 込 ませ る ( 30 行) ようむこ な っ て

い ます｡
こ の プ ロ グ ラ ム の 判 らない 人ほ ラ ン ダ ム ･ ア ク

セ ス
･

フ ァ イ ル の 最初の 例題1 9 の を 復習 して 下 さい
｡

さ

て ,
こ の プ ロ グ ラ ム を実行す る と次の 様 に な り ます｡

m

R E C O R D I＼M 囁E R ? 7

m . N A 肥

1 ? 耶)ぼⅩリ,
5 8 3

2 ? W で0
,
5 9 0

3 ? H O王q 皿エK ロ, 3 4 8

4 ? T αくA 工,
1 1 4

5 ? E 工N E 工,
2 9 1

6 ? C H U S H I , 3 2 5

7 ? E アUS ⅥJ
,
3 4 4

0 k

N I N Z tJ U

デ ー タ は こ の 掛 こ 2 つ 続けて や ると き に は
` 1

.

”

( コ ン

マ) で 区切れは よい こ とは 文字 で も数値で も同 じで す｡

g) 例琶23 ラン ダム ･ ア クセ ス
･ フ ァイ ル

今書き込ん だ ,
フ

ァ イ ル か ら ,
地方 ブ ロ

ッ ク 名と会員

数を読み 出サ ブ ロ グ ラ ム を 作 り ます｡
こ の 例題も, 例題

2 0 とほ とん ど詞 じプ ロ グラ ム で 次の 様 に なります｡

1 0 0 P 王訓
‖
2 : K A工 m

-
A S 舶

2 0 ェ= 1

∞ F 工EI皿 #1 ,
2 0 A S I払$ , 2 0 A S Ⅳ工N$

4 0 P R コ＼打 2
1 ■

m .
M

5 0 工F I 刀F( 1) く工 ℡正封 G O T O l l O

6 0 P R 工Nで 工 ;

7 0 G E ? # 1 , 工

8 J p RエM N A$ ,
m N$

9 0 エ = 工＋1

1 ∝) G O T O 5 0

1 1 0 C I 刀S E # 1

1 2 0 Ⅲ1D

N I N Z U u
ll

こ の プ ロ グラ ム も判らな い と こ ろ は 前の 例題を見返 L- て

- 7 6 一 水と土 第56 号 19 8 4



お い て 下 さい
｡

た だ し ,
こ こ で は 例題20 とは ち がい

,
L

O F 関係を 使 っ て(5 0 行) , 最大 レ コ
ー

ド番号 ま で 目い っ

ぱい ひ と つ ず つ(9 0 行) レ コ ー ドを読 み 出 して い る の は
,

例題2 1 と同 じで
,

L O F 文Fこ つ い て ほ 今更 い う ま で もな

い と こ ろ で す｡
こ れ を 実行する と‾, 次の 様に な り会員数

が 読み 出 され ま す｡

r l m

l Ⅶ . N A M E

l m U

2 K A N T O

3 柑 m 工K U

4 T O K A ユ

5 K I N K 工

6 C H U S H I

7 K Y U S Y U

O k

00ZⅧ

弼

59 ｡

細

山

2 9 1
…

芸

こ こ ま でく る と全く 同 じ例題 を 2 度ず つ 繰り返 して
,

少々 うん ざ りされ た か も しれ ませ ん
｡

しか し
, 電話番号

と会員数 とに ほ 根本的なち が い が あ りま す｡ それほ
, 電

話番号は た し算を し
､て も全く ナ ン セ ン ス で あ るの に 対 し

会員数は た し算を す ると合計会員数と い う意 味をも っ た

値が 得 られ ると い う点で す｡
こ の 意味 で は , 電 話番 号は

文字で あ るの に , 会員数 ほ 数値 な の で す｡ と こ ろ が , ラ

ン ダ ム
･

ア ク セ ス ･

フ
ァ イ ル に ほ 既に 述 べ ま した様 に

,

文字デ ータ の 書き込 み
, 読 み 出 し しか で きませ ん

｡
こ の

た め , 数 値データ を扱 うに は次 の 様 な工 夫が 必要 で す｡

書き込み 数値 一
一 文字化

読 み 出 し 文字 → 数値化

そこ で まず, 前半 の 数値 の 文字化 を含む フ
ァ イ ル へ の 書

き込み プ ロ グ ラ ム を考えて み ま し ょ う
｡

川) 例題21 ラン ダム ･ アク セ ス ･ フ ァ イル その 4

加 温B 関数

次の プ ロ グ ラ ム が数値 を文字化 した も の で す｡

1 0 0 P E N
=
2 : M 工N

■t
A S # 1

2 0 F I E I皿 # 1 , 2 0 A S +鳩 , 2 0 A S B$
3 0 工N P ロで l -

R E C O R D 川 畑 E R
■■

; 工E

4 0 P R 工N で I I
N O . Ⅰ寸A M E

5 0 F O R 工 = 1 T O 工E

6 0 P R I Ⅳr 工 ;
7 0 工N P Uで N A$

,
N 工N

8 0 u 迂浬 A $ = N A $

9 0 L S E で B$ =却監Ⅰ$( N 工N)
1 ∞ m #1

,
I

l l O N E X で 工

1 2 0 C工刀SE # 1

1 3 0 ⅢⅦ〕

N I m ll

例題22 と ち が うの ほ会員数を NI N と NI N $ の よ うな

文字変数 と して で ほ なく 数値 と して 読ん で い ると こ ろ

(70 行) 左 へ 文字列 をつ め るとき に M K I$ 関数を 使 っ

て
, 数値を 文字列 に 変換 して い る と こ ろ で す｡

淑 E I$

関数 の よう に 数値を 文字列 に 変換す る関数に ほ 全部で 次

の 3 種撰 があ り ます｡

M E D $ 倍精度実数 一 文字

M E I$ 整数 → 文字

M E S$ 実数 → 文字

こ の プ ロ グ ラ ム の 実行 した結 果ほ 画面をみ るか ぎり,

例題2 2 と 全く 同 じで すの で ,
こ こ で ほ 省略 します

｡

倍精度実数と は ほ じめ て こ こ
_
で で て きま した｡

こ こ で

は とく に 有効 ケ ク 数を上 げ ると き に 使う実数と して 考え

て下 さ い
｡ 厳密な 定義は

,
定数 と変数の 塾の 説明に の っ

と り ますが
,

こ こ で ほ ほ ん 雑に な るの で 省略 しま す｡

1 1) 例間25 ラ ンダム ･

ア クセ ス ･ フ ァ イ ル その 5

C V I 関数

今度ほ 今, 文字型で ラ ン ダム
･ ア ク セ ス

･

フ ァ イ ル で

書き込ん だ 数値を よ み だ し , 数値 へ と 変換 した の ち に
,

合計会員数を 求め て み ます｡
こ れ ほ 例題2 3 の 焼き なお し

で す｡ プ ロ グ ラ ム は 次の 様 に な り ます｡

1 0 0 P 皿寸
,-
2 : M I N

‖
A S # 1

2 0 工= 1

3 0
､
m T = 0

4 0 F 工EI皿 #1
,
2 0 A S i仏$ , 2 0 A S N工場

50 P R 工1＼汀
II
N O . 凪 i E

6 0 工F I βF( 1) < Ⅰ 甘荘N G O m 1 4 0

7 0 P R I Ⅳr I ;

8 0 G E T # 1 , 工

9 0 1寸工王良C VI(一寸工N$)
1 0 0 P R I Ⅳr 柑癌 ,

N 刀寸

1 1 0 T O T = m T ＋1寸工土1

1 2 0 工 = 工＋1

1 3 0 G O T O 6 0

1 4 0 P R Il寸で
‖
m T A L

=

; m で

1 5 0 C I刀S E # 1

1 6 0 00

1 Iヾi寸Z U ロ什

9 0 行の C V I関数 が文字型 でか か れ た数値 デ ー タ を数値

へ と逆 変換 して い る 部分で す｡
3 0 行 と11 0 行を使 っ て 合計

人数を 求め,
1 4 0 行で 画面 に 表示 して い

､
ます｡

こ の 様 に 文

字 を数値 に 変換す る もの に ほ次の 3 つ が あり ます｡

C V D 文字 一 倍精度実数

C V I 文字 一 整数

C V S 文字 一 実数

こ う 書く と面倒く さくみ え ますが 要は M E I$ で 変換

した も の ほ C V I で 逆変換す る と い う こ と で , C V S ,

C V D が 使え ない と い う点で す｡

倍精 度実数 一 M 瓦D $ 一 文字 一 C V D 一 倍精度実数

整数 一 M E l$ → 文字 一 C V I → 整数

実数 一 M E.S$
一 文字 → C V S → 実数

ま た M E
.
S$ の よう に 文字変換す る ときの 関数に は $

が つ い て い る の に 対 し, 逆変換す る ときの 関数に は $ が

な い の に も注 目 して 下 さ い
｡

た と えば , 今の ほ 次の 様 で

した
｡

M E l$ ( N I N ) - 一 C･ⅤⅠ ( NI N $)

$ あ り ( $ な し) $ な し ( $ あ り)

実行結果は 次の ご とくな り ます｡
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lj■0
.
i 岨 唖:

1 で0‡ m

2 M 0

3 日 m IiくU

4 で○王くA工

5 K 工柑く工

6 C H U 乱工

7 K Y U S H U

了
`

0 1 浪L 2 5 9 5

0 k

N工Ⅰ寸Z U U

5 8 3

5 9 0

3 4 8

1 1 4

2 9 1

3 2 5

3 4 4

1王) ま と め

今回学習 した 内痴 まか な り複雑 で した の で こ こ で頭 の

整理の た め に 要点を書い て お きま す｡

a
.

シ ー ケ ン ･ シ ャ ル ･

フ ァ イ ル

i ) 書き込 み

O P E N
``

フ ァ イ ル 名
' '

F O R O U T P U T A S ♯フ ァ イ

ル 番号

W RI T E ♯フ
ァ イ ル 番号, 変数

C L O S E ♯フ
ァ イ ル 番号

誠) 読み 出し

O P E N
良

フ ァ イ ル 名
”

F O R I N P U T A S ♯フ ァ イ ル

番号

I N P ロT ♯フ ァ イ ル 番号

C L O S E # フ
ァ イ ル 番号

粗) その 他

E O F 関数

b . ラ ン ダム■･ ア ク セ ス ･

フ ァ イ ル

i ) 書き込み ･ ( 読み 出 し)

O P E N
`
`

フ ァ イ ル 名
' '

A S ♯フ ァ イ ル 番号

F I E L D ♯フ
ァ イ ル 番号,

バ イ ト数■A S 変数名

P U T ♯フ ァ イ ル 番 号,
レ コ ー ド番 号

( G E T ♯フ ァ イ ル 番号,
レ コ

一

丁番号)

迫) その 他

L S E T 文 ,
E O F 関数,

M E
･
Ⅰ$

,
M E S $

,
M K D $ 関

数,
C V I

,
C V S

,
C V D 関数

さて
,

フ
ァ イ ル の 勉強は い か が で した で し ょ う か｡ 説

明の 良く な い と こ ろも 多々 あ っ た こ ととは 思い ますが
,

フ ァ イ ル の むずか しさ は なん と い っ ても 目に 見え ない と

こ ろ に ある と 思い ます｡
した が っ て , うまくい か ない と

きに ほ
,

書き込む まえに P R I N T 丈 よみ 出 してす ぐ

に P RI N T 文 と い う方法を と るの が早道の よ うです ｡

今 回は プ ロ グ ラ ム が長くな っ た こ と と
, それと関連 して

･

練習 が少 なく な っ た こ とを残念に 思 っ て お りま す｡ 前回

と今 軌
‾
ま ペ ー ジ数の 関係 で 応 用例題 を 載せ ませ ん で し

た ｡ 次回ほ 周辺装置と して Ⅹ Y プ ロ ッ タ ー の 概略と, そ

の 応用例を シ ー ケ ン ･ シ ャ ル
･

フ ァ イ ル の 利用 と して 述

べ た い と 思い ます｡

(訂 正, 前 回の 表 敷 こあり ま した 水文デ ー タ フ ァ イ ル 作

成 プ ロ グラ ム は都合 に よ り応用例題 と して 変更,
次回 に

載せ る こ とに しま した
｡

した が っ て 今回は 表題を変 更 し

ま した
｡)

練習問題の 解答

練習16

1 0 0 P E N ‥和訓S Y U
- -

m R O U T P U T A S # 1

2 0 工N P U T
‥
N A M A E ‥

;Ⅰ池川A E $

3 0 W R 工T E # 1
,
N AI収E $

4 0 C L O S E # 1

､5 0 E N D

練習17

1 0 0 P E N
-■
R E N S ⅥJ

‖
m R m A S # 1

2 0
.

工 肌 で #1 , Ⅷ 棚 E $

3 0 P R I m
■■

蜘 仏E
--

; N A 阿A E $

4 0 C L O S E # 1

5 0 E N D

練習18

1 - 1 2 - 3 4 3 - 2 4■- 1
,

2
,

3 , 4

5 - 1 6 - 4 7 - 2 8 - 3 9
- 3 1 0 - 3

,
4
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農業土 木技術研 究会役員名簿( 昭 和59 年 1 月 5 日)

会 長

副 会 長

理 事

一ケ

〝

〝

〝

〝

ク

〝

ケ

ク

ケ

〃

〃

監 事

〝

常任蘇 間

〝

顧 問

〃

〃

ク

〃

〃

方

〃

長
事
貞

事
貞

〝

勝
頼

僻
鱒

常
編

常
編

事

事
貞

〝

ク

〝

牌

鮮

ク

常

幹
拍

〃

〃

〃

〃

須藤 良太郎

白井 清垣

内藤 克美

国康 宏彦

兼松 雄祐

村 山 詞

中原 通夫

秋 山 光

八 木 直樹

松井 芳明

牧 野 俊衛

勝

雄

正

敏

滋

茂

辺

徳

藤

井

渡

久

内

藤

那須 丈 士

岡本 勇

中川 稔

福沢 達
一

山時平 八郎

梶 木 又 三

岡部 三郎

小林 国 司

福 田 仁志

佐 々 木四郎

高月 豊
一

緒形 博之

田

松

永

末

正重

雄祐

宙
H崎梅

間

川

田

渾

風

一

亀

黒

保

昌

哉

彰

夫

彦

照 正

手代木八 郎

内山 直治

岩村 和平

相沢 恒穂

高橋 昭 昌

小林 和行

構造改善局建設 部長

東京大学教授

構造改善局設 計課長

構造改善局水利課長

構造改善局首席農業土木専 門官

関東農政局建設部長

農業土木試験場水工 部長

北海道開発庁農林水産課長

水資源開発公団第ニ エ 務部長

( 社) 農業土木事業協会専務理事

( 社) 土地改良建設協会専務理事

㈱三 祐 コ ン サ ル タ ン ツ 専務取 締

役

西松建 設㈱専務取 締役

大豊建 設㈱副社長

( 財) 日 本農 業土木総合 研究所 常

務理事

関東農政局建設部設計課長

㈱日 本農業土 木 コ ン サ ル タ ン ツ

代表取締 役社長

構造改善局次長

全 国農業土木技 術連盟委員長

衆議院議員

参議院議員

〝

〝

東京大学名誉教授

( 社) 海外農業開発 コ ン サ ル タ ン

ツ 協会 々 長

京都大学名誉教授

新潟大学教授

土 地改良政治連盟耕隆会 々 長

橋道 政善局首席農業土木専門官

構造改善局事業計画課課長補佐

〝 設計課課長補佐

〝 整 備課課長 補佐
〝 設 計課農業土 木専門

官

全国農業土 木技 術連盟事務局長

構造改善局地域 計画課係長

〝 資源課係長

〝 事業 計画課係長

〃 設計課係長

ク 水利誅係長

〝 〝
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ク

〃

ク

〃

〃

〃

ク

ク

〃

〝

御前

丸 山

黒澤

半 田

仁

彦

純

仁

孝

和

山田津登武

吉野 秀雄

清野 修

辰巳 隆 一

大山 弘

小松 康人

構造改善局整備課係長

〝 開発課係長

ク 〃

ク 防災課係長

関東農政局設計課農業土木専門
官

農業土木試験場施設水理第二 研
究室

国土庁 計画調整局調整課専門調
査官

水資源開発公団第 二 工 務部副参
事

農用地開発公団工 務課課長補佐

( 財) 日 本農業土 木総合研究所主
任研究員

賛 助 金 鼻

㈱ 荏原製作所

㈱ 大 林 組

輪 熊 谷 組

佐 藤 工 業 鯛

㈱ 三祐 コ ン サ ル タ ン ツ

大 成 建 設 ㈱

玉 野総合 コ ン サ ル タ ン ト鯛

㈱電業社撥概製作所

㈱酉島製作所

西 松 建 設 ㈱

日 本､技 研 ㈱

瞬日本水エ コ ン サ ル タ ン ト

㈱日本農業土木 コ ン サ ル タ ン ツ

( 財) 日本農業土 木縫合研 究所

㈱ 間 組‾

輪 日立 製作所

輪 青 木 建 設

安 藤 工 業 ㈱

輪 奥 村 組

勝 村 建 設 ㈱ ‾

株 木 建 設 帥

㈱ 葉木鉄 工所

三幸建設 工業㈱

住 友 建 設 帥

大 豊‾建 設 帥

輪 竹 中 土 木

田 中 建 設 ㈱

前田建設 工 業鯛

三 井 建 設 ㈱

I N A 新土 木研究所

ア イ サ ワ 工業輪

青 葉 工 業 ㈱

一口3

ク

ク

ク

か

か

〃

ク

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

肘

川

〝

〝

〝

ク

〝

〝

〝

〃

〝

ク

〃

〝

■
)

6

敬

〇

一u

1 口

〝

〝
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旭 コ ン ク リ ー ト工 業紳

旭測量設 計㈱

伊 藤 工 業 紳

茨城県調査沸量設 計研究所

上 田 建 設 瞬

梅 林 建 設 ㈱

エ ス ケ 一 札興産業㈱

㈱ 大 本 組

神奈川 県農業土 木建設協会

金 光 建 設 軸

技 研 興 業 ㈱

槻 木 下 鼠

岐阜県土木用 ブ ロ
ッ ク 工 業組合

久保田 建設鯛

久保田 鉄工 瞬 ( 大阪)

久保田 鉄工 ㈱ ( 東京)

京葉重枚開発瞬

㈱ 古 賀 組

納 古郡工 務所

輪 後 藤 組

小林建設工 業㈱

五 洋 建 設 ㈱

佐 藤 企 業 ㈱

㈱ 佐 藤 組

佐 藤 興 業 ㈱

輪 塩 谷 組

(社) 静 岡県畑地か ん が い 事業協会

昭 栄 建 設 輪

新光 コ ン サ ル タ ン ツ紳

新 日 本 コ ン ク リ ー ト㈱

㈱新 シ ス テ ム 企 画研究所

須 崎 工 業 ㈱

世紀東急工 業㈱

第
一

測 工 瞬

大成建設締高松支店

大和設備工 事㈱

高 橋 建 設 ㈱

高 弥 建 設 ㈱

㈱ 田 原製作所

中国四 国農政局土地改 良技術事務所

㈱チ ェ リ ー コ ン サ ル タ ン ツ

中 央 開 発 輪

東 急 建 設 ㈱

口

〃

ク

ク

〃

〃

ク

〃

〃

〃

〃

〃

ク

ク

〃

〃

ク

〝

〝

〝

〝

”

ク

〝

”

〃

〃

〝

〃

ク

〝

〝

〃

〝

〝

〝

′〝

〝

〝

〃

〝

〝

ク

l 東 邦 技 術 鯛

東洋謝量設 計瞬

㈱土木測器 セ ン タ ー

中川 ヒ
ュ

ー

ム 管工 業紳

日兼特殊 工業絢

日 本 ユ タ ニ
ッ ト パ イ プ㈱

日 本技 術開発㈱

日 本国土 開発㈱

日 本大学 生産工 学部図書館

日 本プ レ ス コ ン ク リ ー ト工業㈱

日 本 鋪 道 紳

農業試験 場農地利用部

農 林 建 設 鯛

八 田 工 業 紳

口

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ク

〃

〃

〃

〃

ク

か

l

福井県土地改良事業団 体連合会 〝

福岡県農林建設企業体 岩崎建設㈱ 〝一

箱 本 鉄 工 紳 〝

㈱ 婦 中 興 業 〝

㈱ 豊 蔵 組 〃

ポ ゾリ ス 物産帥 〝

北海道土地改 良事業団体連合会 〃

(財) 北海道農業近代化 コ ン サ ル タ ン ト 〝

堀 内 建 設 鯛 〃

前 田 製 管 ㈱ ′

前 沢 工 業 ㈱ ､ 〝

其 柄 建 設 紳 ク

㈱ 舛 ノ 内 観 〝

㈱ マ ル イ 〝

丸 伊 工 業 ㈱ ク

丸 か 建 設 鯛 〝

紳丸島水門製作所 〝

丸誠重工 業㈱東京営 業所 〝

水資源開発公団 〝

水資源開発公団奈良俣 ダム 建 設所 〝

宮 本 建 設 ㈱ 〝

山崎ヒ ュ
ー

ム 管㈱ 〝

( 社) 山梨県土地改良建設協会峡中支部 〃

菱 和 建 設 ㈱ ク

菱和建設㈱山形営業所 〝

若鈴 コ ン サ ル タ ン ツ ㈱ 〝

(8 6 社)

( ア イ ウ ェ オ 塀)

計 1 15 社 1 6 0 ロ
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農業土 木技術研 究会金具数 59 . 3 . 1 5

通 常 会 員
鵬

遍
遡 +塑

叫 2¢6】 8l 8事 2-【

外国

地方名
通 常 会 員

県 展
水
羞l怠雛恒校‡個人恒人l 外国

東
森
手
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一
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新
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史
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■
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東
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ハ
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5
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編 集 後 記

水 を刺 して幾千年 の わ が国は ど, 農業と利水 の つ なが

りの 強い 地域 ほ 他に 例をみ ませ ん
｡ 水 を引 き土地を拓 い

て 水田 とな し
, 稲を資 本の 根 源と して 国の 繁栄をみ た 旧

き時代｡ 食糧 難を解 決する た め に米 の 増産基盤 をささ え

て きた 時代｡
こ の よ うな時代 の 変転 を経 て現代 では , 農

村地域の 混住化, 逼迫 する エ ネ ル ギ ー 問題等 , 諸 々 の 難

問と対決 しなが ら解 決を迫 られて い る の が農業利水 の 現

状で あ りま し よう｡
つ ま り今 日 の 農 業水利 を巡 る情勢は

あらた な問題を提起 し
, 人 々 に 多面 的な視野 の 必要 なこ

とを求め て い ると い え ます｡

.
従 っ て , こ れらの 諸問題に

日を背け る こ となく, 今後予想され る農業, 農村をめ ぐ

る社会環境の 急変に 待蒋 し柔軟性をも っ て 解決の 糸 口 を

見 出 して い く こ とが, 我 々 技術者の 課題で あ り, そうす

る こ とがひ い ては 技術 向上の バ ッ ク ボ ー ン とな るの で は

ない で しようか
｡

最後 に 本棟 閑誌 の 成立に 直接 , 間接に 協力 して い た だ

い た 関係各位 の 御苦労 に深甚 なる敬意 を表 します｡
お か

げ様 で 充実 した 内容 で , 第56 号 を発 刊す る こ とが でき ま

した
｡ 今後と も本誌 へ の 投稿 と 会員増加 の ため

, 御協力

をお 願い 致 しま す｡ (黒澤 純)
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